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麵 (諸名家の批評) 

大阪每 n 新聞•昭和 十 1 K 牛 nJ 月 八日 所載 

高島平三郎 

现時の我が M に於いて•精神分析た熱心に斫究し、そ 
〇純科格的 M ^ を ill 譯して紹介すると共に、又その通俗 

應用方 Ifii の^讲を公にして' この學 1 C 貢献してゐる B 學 

〇士は，！一に-; C 槻憲二氏である。 

氏は這回『新しき立身道』を菡し•絍漭に一木を寄せ 

て批評を求められた。笨漭は老來益々多忙で•なか { 


この秤の辑を通諮することが出來難いのでぁるが、本密 
は，初め餘愧なく手にしてお務めの锁りで讀み /II したが 
だん/、而白くなり、•終 1 C 他の壞#小ら賴まれて書かね 
ばならぬ pi 文の期 n を後らせて記漭から抗調せられた根 
である。 


x 


木書は、精神分析の立場よ〇、 R 常 ilt 德を講_體に記 
したもので•序論と木論と0二部より成り、序論に於い 
ては’一般 M : 德の分析と.倫琊と心理との關係が説いて 
ぁ b — 本論は笛一講立身道德と現拽的興味よ P ’ 筘十六 
講凡人强背道徳に至るまで、各純の方而上り各種2事® 
に就いて、而白く、新しき意 wi に於ける道德が說いてぁ 
















lutmmjiuijimmm ■け ... 


る。なほ附錄として、運•鈍•极の分析考が加へられて 
ゐるが何れも興味津々たる中に許多の敎 m を含んで居 
る0 

X 

序論は•殆ど純學說で、多少心理ゃ哲舉の索養の無い 
人には分り惡からう。又、精神分析に共鳴せぬ學者から 
は興論もあらう。が、之を熱^すれば.その主_嶼說の 
如何に拘らず、何人も#肯するに述ひ無い—極めて穏健 
妥當な敎訓迸徳が說いてある。筆^は曾て， PJF 論第二を 
了酉偷现會に於いて蓊者から直接に聽き•常時質問も 
し、意>.1も述べたことであるが、その時から著^の說は 
突然聽けば奇矯のやうであるが、その根柢には M 實な妥 
當性のある事を認めてゐたが、今この箬書全體を [ IH んで 
ます^-その感を深くした0 

X ' ■ ■ 

從來の道學先生の說く、所謂形式的，因襲的道徳を厭 
惡してゐた货年達も、この齊を^まば、必ず苕んでこの 
說を受納れるであらう。此の點ょり见て、筆漭は本鸮を 
國屁敎 W 又は中等敎育‘を S : けて、將さに世に立たんとす 

る背年扔女に推 E すると共 , ir _ n : 儿等靑啡を指辩する世の 

父兄敎育 ^ t その他一般指缚者の參者に_必讀の書とし 

て推薦したい0 


東京日日新聞•大阪每日新聞 

昭和十二年三月二十日所載 

德富蘇峰 

大概憲二君の本著は、月並離れのしたる點が.先づ取 
柄であらうと思ふ。記若は心现斟盏でもなければ、所謂 
S 稍神分祈なるものに就ても*何等の知識も持たない。 
されば本啬の根抵を作す理論的方面は’他の評漭に讓〇 
その速際的方面には•假道學先生の架空的純道徳的說法 
ょりも，却て靑年立身胬に取りては、 ap 時锂踐す可き、 
意眯ある敎訓を見出す。 

假令へば' 

m 辱の諺「に正 It!! 最上の政策」と云ふのがありますが…… 
馬鹿 IHrt は、厄介なものですから、尻尾を出さない限りで" 
時々 it 蝴もっくが"それは他人を陷れるやうな陰險な方途に 
用ゐない腿で、大體に於て自他を公平に利して行かうと云ふ 
如き生活?1度の人を"私は誠！：；のある人と致つてょからうと 
思ひます。 

とある一節の如きは。所謂る佛莕は方便と云ひ*兵家は 
調略と云ふ類 1 C て"著者の心持は能く判るが.然も單純 
なる眞 .IE 直の m ^ に取りては、或は其の本旨を誤解し I 
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飛んでもない fjfl 述ひを來す m 毖なしとしない。 

斯る IfsjM を取扱ふには.硬くすれば硬きに失し、柔く 
すれば柔に過ぐるものだ。龆涔翁の楠公械助論の如き 
も’六十餘年後〇今：：：阶ほ作弈の菸愆を跣解するものが 
ある。故に予は游者の爲めに老婆心ながら一言する。 
然も IR んで、 

誠盘_ある人と一 T 相手の立場や、利®をも考へるこ 
とが出來。さぅしてその立場や利 W に卽して、こちらの行励 
を定め"かくて相手に砘足を與へるが如キ/さ1云ふ人であ 
ると！ K ふことが出来ると思ひます。だから誠苡とは要するに 
心理氓的に云へば、 P 4 分を他人に间一化することの出来る能 
力であります。 

との一節に至れば•雲を排して山を M るが如く •著荠の 
眞愆は自から分明だ。要するに著容の立身道は，常識立 
身道だ。 

x 

なほ水書中 1 C は"その嫂例として、信長、秀吉.家康 

を舉げ、新 井 白 石 や河村瑞軒を 擧げ 、加藤淸正や小西行 

畏を舉げ I 石 H 三成、伊達政宗等を擧げ。其の例證の屮 

に、著者の論評がある。中にも明智光秀論の如きは、。 

理舉的解剖の 姐 上. JC 載せ 來&て•頗る月並ならぬ意見を 

並べてゐる〇 


讀寶新聞•昭和士革五月六日所載 

JOAi 长多田不二 | 

本郭は•その g 名からして誰もがすぐ所 ITI 名士の成功 ^ 
美談か、心^おくべし式の立身浞の卷であらうと思ふで 
あらう0だが"これとそれとは W 際上あまりに綠速い0 | 

と\ではまづ一度•他力本願的な*そんなあまい夢を臓 
微顯に打ち壊してゐろ〇そして總てを裸にひん剝き、あ 1 
りのま、の姿を街頭 1C? らけ m してゐるのだ。凡そこの 
種の E 的を持つた？?物で*これほど大脆に、しかも無羧 
に'人心の内部を解剖したものはないかも知れない。偶 lllllnll 
像5:すつかり地上 1C 引き下し粉々にうち砟いてその内臟 , 
を我々に兒物させてゐる、道徳も*良心も……。 

この木は M 济自身の心の分析と對手の心の分析をも述晒 
ベ、そこに立身出世0キーポィントを搁めと訓へてゐる 

のだ。 酬 

患容自身自ら局所を切開し、病根を處诹せょと說く^训 
者の態度は聊か無现な宣吿を下す潑漭〇やうであるが、圆 
それは心の分裂を如何にして整へ/如何にしてょり良き咖 
心の運用をなすべきかを自骚させることに目的$:持つが ^ 
故である。本書がこの種の他の本と特色を異にするとこ _ 





ろは*此處にぁる。敎へ論す代りに讀苕に反省を强ひて 
居る。卽ち反省の仕方とそ 0 活用を戰國武將〇幾多の馊 
例によって說いてゐる。また河村瑞軒 0 生き方 fc よって 
說 S て^だ有益である。 


要するに本害は從來〇社會通念と弗常にかけ隔った多 
くの考へ方を藏してゐる。私は社#乃至人間に對する賴 
る興味ある、且つ實際的な觀察の仕方を此本から敎へら 
れた〇 


|本 
|書 

I の 
|五 

n 

-大 

■寺 
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一、 舊道德を打破して科學 
的新道德を樹立せること 

二、 凡人もまた强者として 
生き#るとの明朋なる福 
音を述べたる こと。 

三、 光秀， 秀吉、家康‘政 
宗 ，その他 戰國武將達を 
分析姐上に載せ'その 心 
理を扶勸して讀物として 

も極めて面白きこと 

四、 立身 主義と 成功主義と 

の一致點と離反點とを明 

かにせること" 

五，心理ヱネルギ I の經濟 
政策を確立すべき方法を 


百 

次 

槪 

要 


1►道徳の分析 
V 倫理と心理 

▼立身道徳と現貨的與■味 
▽人格の科學的養成法 
▼立#道徳と我儘道徳 
▼心理學的に見たる積極 
生活 

▼河村瑞軒の賴極生活 
▽不遇な時の唯一味方は 
▼明初光秀の精神分折 
▼恐ろしき病的良心 
▼關ケ原戰爭と宇治河先 
陣の分析解釋 


▼併達政宗の精神的健版_ 
▼膽力は如何にして養ふ讀 

べきか 剛 

▽太閤秀吉の立身道徳_ 
▽徳川家康の逍德的規準 111 II 
▼徳川家康の•分析觀瘵麵 
V 世辭と惡 P の云ひ方_ 
▼自惚と W 擴張 | 

▼現實顺應 と ， rj 惚 I 
▼報怨以恩主義の分析 | 
V 凡人强者遨德 1 顯 
►平凡人の備人振り 1 

▽附錄述鈍根の分析考圆 


示せること" 

^ 1 —i 1111 _ml imimllllmmi_m=ti 一 .... 1111 Hlmilmlm 一 li*ll 1 
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フロイド先生の近翰（窠 S 槲參 M ) 







故ファイゲンバウム K (玷報槲參照〕 



Dr. Dorian Feig^nbjuim f 



精神分祈 

第五卷第四號 • 昭和十二年七。八月號 

—男性と女性特輯號一 


本誌の特色2意圖 

一、關係漭にはわが國に於ける斯罄〇諸墦威を網羅してゐること。 

「敁外斯學界と常に通信し、提挈し"またそ 0 活氣ある51動の詳 
細なる報逍に努めてゐること。 

r 分析^，精神病學，祌經掛"敎育學"心理學、民俗织、宗敎蜞1 
犯罪學に關係する諸方 + Q 硏究室.離校、診療所、病院などを操 
訪して、その樣予を誠翁に紹介し双方の便を刷れること" 

r 時 m 批評に力を注ぎ.新科學の立場ょり货に活潑に ，社# 諸方 
而の問駔に示唆を與へつ >あること。 

て輿門家のためのみ & らず•一般讀涔のためにも 『講座』と『語 
鎞解說 』 と「アブフウブ J 撊とを設けてゐる こと。 • 

「諸種の相談に應じて懇切なる答辯を與へてゐること。 

一、 新しい科學は新しい 人材に俟っとの 建前ょり、 常に新人登用の， 
用意を布する こと0 

i 、 陬洲斯學坭の m 要なる論文は常に翻譯紹介すること。 

1、斯躍は苋洋的科學なりとの信條に基き、わが國に獨剖的なる 分 
析娛の樹立に蓊々邁進しつ上めること。 







男性及び女性の生物分析 

» V - - • ' ^ - - • - ^ ，，， * 

, * 

、：， 大槻憲二. 

一、 小 序 • 

神經症#の分析治療は、結梁に於いて、本人0幼兒性の解消に終らなければ.&らない。そこに至るべき過程は分阡 
的(卽ち無蔻11を操作して〕であるにしても，その意識的結果は、本人をして彼自身を生物人趼 として 如實に (卽ち 
科學的に)認識せしめることに外ならないであらぅ。その意味に於いて私はハンガリ ー の分析學者故フ h レンチ— •サ 
ンドル (Fli saudor ) の生物分祈法に特別の興味を持つてゐる‘〇 

我等はこ X に S 3 性及び女性の心理的差別を研究するに當フ h レンチ—の生物分析論の一節を紹介し得ることを 
菩びとする。次は、フ h レンチ ー の现論を忠實に M りつ自分の管 a を以てこれを補つたものである。この論述を 
地つてフ*レンチーの犀利なる頭腦と天 m の學才とに驚噢しつ V 、科學的悟得の快味に胸裡の自ら淸爽なるを数ゆる 
は.あながち我等の一國のみではあるまい0 

二、 動物の雌雄と人間の男女 

精神分析學は何でもかんでも性慾で說明をする Q だと5やぅな批難が•いさ i か蠤 以上に誇張的に.斯學に對 


して‘ § 鋈艺けられて Is 批琶對し5今日®我々は當然僻易す f ? はな男女の性 
別に就いて語るのが，私の今日の望みで あるふら*この 方面に 於ける 性問題を語ることは、必十しも甚だしい搏險で 
はない。 何— s ' 男性及び女性 Q 外觀そ e 心理的特5、兩 ssf の 機繫繁 S 效尝あると 
云ふ事 M を疑ひ得るものはないからである。實は%か i る事實を確認することにかけては、生物學容は精神分析擧者 
よりも早かつたからで ある" 動物®驗 S 結果に徽す ると、 性の特質は性殖腺を除去したり植付けたりすることに依つ 
てこ a を 無くしたり， 或は異性に變換 したりする こと さへ 出來るのである◦性的特質に對す6純雜に心 B ^ 的な^^ 
さへも、生物 學にとつて多少は分つ てゐないこと でもなかつた。假りに一例を擧げて見れば、性的機能を萎微せしめ 
られてゐる雄の鼠を生れた時から麻ら雄ばかりの pill におき、 それを急に_の®ばかりゐる籠の屮に入れてやると"間 
もなくそは雄として益向に内的にも外的にも變化を來たし、殊にそ S 度 S 化を來たす。それは明かに雌の 
姿を見たり香を嗅いだり する ためであるとスタイナハは云ふ。この場合に、心理的影^のために性^特質に變化を生 
じてゐ ると云つ ても" 別に誇張では&い。 もし これに反對する人があるとすると"それは動物に心®的と呼ばれ#る 
如き M 性が あると 云ふことを全然認めない人々 に 依つ ての みである。 

確に、精神分析^は今日の生物學莕等の未だ云はないところをまで云つてはゐ る。 フロイドは純粹 ic 精神分析學的 
經驗か らして、 生物學では殆どよく分つてゐない隱微&本能問題に對して首尾よく光明を投じてゐる。彼は神經症者 
を分析することに使つて-人問に於いて 性本能が 如何にして始まり、「幼兒性感」が如何にして存在し、また性感が 
幼兒 期と思 恭 期との二期に亘つて開花しその中 no に潜在期を介在せ しめる かを明かにした。最後の、性的開花二期の 
11瞪に關しては•その後に至 P 生珂學かち與付けを得た。解剖學的に調べて見ると、人間の性瓶腺は胎內生活末期頃 
及び出產直後の頃に於いて相對的によく發育してをり，それからはまた相對的に發育が緩漫になるが"併し思寐前期 
に至つてそれが堺大するやぅになる。このやぅに_ 我々が 普通に思 雜期と 呼びならはしてゐるものは、實は性の第一 
期開花ではな.、て第二期開花である。併し 第 一 期 開花に就いては * 7 & イド 以前 G 人5 、思 ひも苗らなかつたので 
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ある0 :, 

フロィドのこ 0 j 大發兑に勇氣を将 てフ レンチ—は百尺竿頭更に一步をす i め、精神分析 (D 觀察材料を利用し. 
りビド—說の助け 5: 借 U て、 B 女結4口の行爲に就 S ての說明を & さんと企てたのである。それに就いて 7 K レンチー 
が第 一 に利 m した說は「色感集中說 j であつて、彼はこれを％ \mp 一一 imi 邑 nf itii ミと名付けてゐる 0 ®人が^ 
通性慾 ( G § it 己 itat ) と呼んでゐるも0は*所謂部分本能、並び 1 C 發情諸帶域に於ける亢奮の集約せられたものであ 
る。兒實に於いてはそのあらゆる肉體器關、並びにそれ等諸器關の機能はそれを働かせることに依〇て附當高い程度 
にまで滿足が码られろやうになつてゐる。例へば，口唇，肛門•皮腐而，眼球や防肉〇運励その他は•兒童がこれ等 
を nl ゐろ ことに 依つて^こから相當の快感を#來るところのものである。併し これ 等の諸機關の IH ] には生れて以來相 
常永年の間"何等の組織化が與へられてゐない。換言すれば、子供の自己色感はなほ無政府的である。その後.快樂 
獲#の努力は何らかの焦 si の周りに蕖屮せられて來る。所謂口唇性感並びに肛 n •虐待的性感が始まるやうになる 
と、早期の無政府狀態以上に出始めたことになるのである。そこでフュレ ン苄— は、これ等の諸々の色慾が如何にし 
て漸次に發展して統一せられるか、つまり性器中心の性慾となるかと云ふことを究めんとするやうになつた0 

心现的抑腮の原型とも云ふべき肉體器關の抑 m と云ふものがあつて、それに依つて肉體諸器關は統制せられ、その 
統制に依つて能率が益々增進せられるやうな M に自己保存の用に諸器關が供せられる。始めに 自山に 流励して ゐるリ 
ビド ー の努力と抑壓せられたるリビ ドー の努力とは相互に混合せられる(そこで 「集：^〕 の名が ある y さうして 
快感0特殊&貯藏庫(卽ち性器)に集中せられ1そこから週期的に發散せしめられる〇-' 

正統派の動物學では性的機能並びにその他一切の機能を今日に至るも fe ほ塔ら目的觀的にのみ菏へてをり-從つて 
個人心理を重視する精神分析學的な考へ方とは遊だ隔たりがあつて■侗 A を分析的に硏究して#た分析學徒〇考へ方 
を受容れるととは、さう云ふ正統派の動物舉者等には不可能であるのは蓋し已むを得ないことであらう。分析學徒〇 
考へ方と云ふの tr 性器の機能は本來云は irrm 荷を下して輕快になる—一過程だと云ふことである。緊張感を造り，出 



すものを接泄する過程である"これを鈍粹に心理學的な言葉で云ふなら•一 r 快感を竄す活動を週期的 1 C 反很すること 
であ S •さうしてこの反復には必ずしも種族保存と云ふととは、直接的に關係してゐると考へるには及ばないのであ 
る0 , 

そこで次に問駆になることは、正にこの種の活動が動物界¢7)殆ど全般に苴つて*同じやうな性交の形式をとつて遍 
く反復せられてろるのはどうして\:あるかと云ふことである。この問瞪に對してたとへ假說的にでも答へるには"我 
々はいさ >か迂路を迪つて大赠な試みを&さねばならない。 

兰、性的結合の生物心理學的意義 

7 KV ンチ ー は『现货感の發展段階 j と云ふ論文の中で，也れたばかりの赤ん坊0最初の眠りは、彼が出生以前に 
存在した安泰なる狀態の寧ろ忠寶なる祺 B であると認めざるを得な S のだと論じてゐる。この睡眠狀態はそれ以後に 
銷く無数度の睡眠狀態と同様に I 未出虫狀態へ還元したいとの願望の幻铣的滿足を意味するものである。子供の^酲 
生活に於いては、口唇逍に依る滿足(吸付き)は肛門道に依る滿足(瓣便排泄及び力の行使に於ける快感〕と共に胎 
内狀態の淨1^に對する1^ % す界に於ける代惯としての意嘛あるもの*である。性器的快感そぬ自身は本來的努力並びにそ 
の努力に ^ る滿足 へと 退行するもの&如くである。さうしてこの退行に依つて滿足は幻綠的に'象徴的に'並びに现 
に•三若同陆に^られるわけになるのである。现贤的には，出生前の淨福狀 II に新たに與り^るのはた r 精子細. 
胞のみである。性器それ自身に就いては、その活励の仕方が胎内復歸の象徵的な寫しになつてゐる。然る^性器以外 
の金身は胎内虫活の串福に與るのはた^幻跺の形に於いてのみであつて、それは宛も®眠の場合 m 於けると問じであ 
る。 それ故にォルガスムスはこの無意識幻啜■に伴ふ愦蛄的狀態として考へられた"その無意識的幻®は生れたての赤 
ん坊が彼の最初の腿眠に於いて、或は錢初の食慾滿足の後に於いて經驗するところの幻覺に似たものであらう。 • 
然るにこれまで生物學の方の性器機能 li に於いては•個人の死後に於ける生命の保存と云ふこと(つまり自己再生 
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への逃步的努力)をのみ知赀してゐるのであるが"我々はそれを認めることは認めるがそれと同時に、個人 0 純粹に 
主觀的な兄地からしてそれよりも更に m 要なのは、もつと本元的な平安狀態を恢したいとの努力 f 換言すれば■退步 
的努力)がそこに働 S てゐると云ふことを信ぜざるを得ないのである。 

吾人はこ V まで性器的性慾觀を迎つて來たのであろから、更にこの考へ方を撤底させて見ずには居られない C 併し 
そのやうな假定の上に假定を積上げることは如何にも受取りにくいことであ CS ' よしんば受取るにしても餘程用心を 
してからでないと駄目である。それ故に、以上述べて艰た事柄を單に漠然たる理論であると考へる人+は•以下述べ 
るところを軍に空想的土臺の上に築かれたる上部構造に過ぎないと者へてもかまはない〇そこで、 フ H レンチ I 流の 
種族發達史的な兄方に卽した性器性慾觀を一種の童話的 fe 形で次に紹介して見よう。 . 

こ X にまづ、，その表面が金部水に掩はれてゐる頃の地球を想像して御熠なさい。あらゆる動植物はまだ海水 Q 環境 
に於 VV てそ0生存を镫けてゐる。地理的及び雰圍氣的條件 tr 大洋の海底の部分々々が水面上に1路出してゐると云ふ 
如き荷機である。乾燥地上に置かれた動植物は朮氣のな5空中にさらされた生存條件に降參して死滅するか、或は C 
れに顺應するより外はな S 。 就中•■動植物類はその生存に必要なるガス——酸素及び炭酸ガス——を水中からでなく 
空中から獲#し來ることに IK らされざるを得ない。有#椎動物中，我等の祖先として最も古い、且つ水棲動物として 
最も迆化してゐる魚類に就いて W く考察して見たい。次のやうなことは如何にも考へられ#ることであ〇•或る生物 
斟盏はそれを承認してゐるが•魚類中には幸運なのが居て，彼等は全然乾き I つた地上でなく、淺 s 水の中に生きて 
ゐることが出來るやうな境遇に置かれたものがあつたであらう〇淺い水の中にゐれば空氣を呼吸することが出來、そ 
れは今や無用になつた腮で呼吸をせず、肺で呼吸をすることが出來るやうに&る0 

環境に順應したよりよき器關が出來るのは單に偶然的變化や習 m 的赏行のためのみでなく、强烈な ft がそ こにあ 
るためだと云ふのが前からの7$レンチ f の意見である。一つの場所から他の場所に移励することに依つて食物をあ 
さる必要があつた X めに、手足の如き移動のための特殊器關が發達したの ff と劳へられる〇そこで魚のくせに也上を 




踗ね步き■從つ X 肺臟を以て呼吸するもの I 卽ち挂の類 -I が生ずるやうになつたのである。 

ところで、事實に就いて見るに、右に煨げたやうな話が單にお伽話でないこと0靛據が擧げられるのである〇珐 Q 
發達を見ると•進化論の正しさを我々に證明するもの、如く 1 T そこ 1 C 二期の截然たる段階別が見られる〇眭の卵か 
ら盥斗が飛 出し、 魚のやうに喜ばしげに水中を泳ぎ廻り*鰓 1 C よつて呼吸をする。その後になつて肺臟が出來、地 
上の生活をすることが出來るやうになる。かくて蛙は水陴雨樓動物である。 

次に7こンチ—は獨特の生物學的思辨を銷け今本誌第二卷第七號0『性交と受胎の生物分析」の中にも言及せ 
られてあるやうに、水槌励物に於いては生殖は水中で行はれて母胎の中では行はれない。つま P 、 水棲動物に於いて 
は眞の意味に於ける性的結合と云ふことは行 id れないのみならず、從つて何ら外部的な性的裝盥を具へてゐな VV ので 
ある"雌は卵を水中に生み落し1雄はその近くにゐてその卵に水中で甶子をかける。热類が水のなくなつた陸上に棲 
むやうになる，や否や水陸兩槌類的 i なり.雄は雌の上でつかまつてゐるためにその拇指上に特殊の胼胝を生じ、後に , 
はその兜類が爬虫類とな6に及んで特殊の雄性器が生じ、かくて粘子_をの胎内に送り屆けてそこで苜堪よく發達さ 
せるやうに する ので ある。 爬蟲^か始まると共に、一切の陸上有#推励物は子官內に於いて胎兒としての發展を閱す 
るやうになつた0 _乳励物がその先行種族と異つてゐる點は、彼等の卵殼が特別に柔軟で•內に多踅の液體を湛えて 
ゐることである◦そこで卵殼は出產の時 U 破れ(卵の形では體外に出ず y 母はその生れたてのものを自分の肉體の 
汁(母乳〕を以て■ふのである。 

四、精神分祈と生物分析との相關 

以上の如き生物學的の S 實をなほも擧げて行くこと，は出來るが"こんらで百尺竿頭更に一歩を進めしめるものは精 
神分析的經驗である。この點に關してフェレンチ—に考察の示唆を與へたものは、フ n ィドの『夢の解釋 j であると 
云ふ。明かに出産を意味すると思はれるあらゆる夢、身ごもれる女に就いての夢の，中には t 水中から人 lar を救ひ出 1 -; 
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3 場面が隨分にあるが、それ等の■夢の影像又は夢の經驗は，出產と云ふことが水中から救ひ m すと云ふこと V 象徵的に 
同義で あると 云ふこと を 認めざる限 U 何とも說明がつかないのである。非常&函難に陷つて ゐる 人，不安な狀態に惱 
ん.で ゐる 人々0夢 fc 於いても 亦、 水中からの救ひ出しと宏ふことが願望充足 的 救助として夢の中に現れることがあ 
る。不安111(候は m 生と云ふ©初にして骰大の不安と關係があると云ふフロィド說?:睡紫諸氏は筲て讀まれたところで 
あらうと 思ふが、溺れる ことの 危險から救ひ出される典 ^ 的な夢は、出產時の危險から幸に して 救ひ出されることの 
象微的顯現であると 我々は考へな s わけに行かない。 

こ V まで考へた 時、精神分析學的な考へ方が再び 採用せられねばならな かつた。性交は或は幻锲的に、或は象徴的 
に/或は现过的に など 種々な方途に於いて•出產又はそれ以前の時期への退行を意味するものであり得る と 同 機に、 
出產並びにそれ以前の羊水中に於ける生存はそれ自身、地球上の一大變化並びにその變化に適應せんとの努力の有機 
的記憶象徴であるかも知れない。その努力とは、我.々の種族上0祖先が陴上及び空氣中の生存に堪ぇ得るために拂は 
ねばならない努力であつたのだ。性交の中には この やうに、 MA 及び種族の m 方に!®ひか、つたところの この 大變化 
の記憶的痕跡に就いての暗示が含まれて ゐるの である。 

右0如き假定は從來の：止統派の科學的倌條と全然•止反對の何物かを含んでゐることは明かである。併し右は純粹に 
心 Jnl 雖的立場から 0 考察であつて、た r それを生现生物學的祺贸にあてはめたに過ぎない。併し この やう fc 心理的見 
地から注现的見地への飛躍が^は m なる脫線であるか、或は? J 3! に發見 と 呼ばれて ゐるところの 喜ばしき知識である 
かどうか、未 / C 必ずしも础かではないが、併し後者の 如く 信じて差支へない と 7 1レンチ ーは斷定 し、 さうしてか、 
る 見方の 内に新し &研究の道が開かれて を义 且つこの 道を 生物分析 (Bi§lalys> の 逍と 呼ぶ ことが 出來 ると沄ふ。 

现在の實例 1 C 於 S て、これを生物分析的見地から考へて行くと、水中から救ひ出されて、そこに不安や救濟の感情 
が俾うてゐる夢の過程を解釋 すると すれば，それは出產過程の遠傅的無意識的記憶痕跡 だとせられ傅る のみならず- 
また大洋後退の生物學的大變化並びにそれに適應 せんとした 時の記憶痕跡と もせら れ得るのでないか。 かくて個人的 







な m 產過程と稽族的な大洋，大陸の變化過程とが、出產の夢12>中に於いて錯綜せられてゐると解せられるのではない 
か〇何となれば"出產は生物(赤兒)が大海(母胎)の中から上陸し、水樓動物の狀鹿から陸樓励物の狀賠に移る過 
程を意味す る ものでなければならぬからで ある。 『卜 ! i 第一歩一は常に出産と救肋と變化との象徴でなければならぬ。 

五、 1 女性別の地球發達史的意義 

こ、 に新た&問題が起きて來る。然らば男女 m 性は この 地现的外傷に對してそれ^^如何に反應してゐるか と 云ふ 
ことである。 併し.精神分析學的硏究に照して見れば*この問 1 M に厨す る 答辯 も 必ずしも困難ではない。併しその答 
辯を與へる 前に、我々は兩性の戀愛生活の發逵に就いて、詳細な論及 5 : 試みておきたい。その方が现解を科るに便で 
あらぅ。 

極幼少時に於いては* ER 兒も女兇もその自己色感的享樂に於いては同樑な强烈度を示してゐた(例へば"乳房や手 
首を 吸つ たり" 肛門*虐辟的の性的滿足を 得たり、 或は自慰を さへ 試みたり して〕 〇であるが"女兒に於いては 早期 
に儿、と、の w f : を"恐 ffl ' T : る形跡が見え始める。ところで" 人 1111と云ふものが生理的にも心现的にも兩性的で あり、 男 
兒にも乳腺 0 ) 痕跡が通傳せられてあ女兒にも捃根の萎微した痕跡の殘つてゐることは.我 ❖ のよく知るところで 
あろ。この男根は解剖 ^ に於 S ては陰棱 (クリトリス) として知られてゐるも©であつて•それは始めには比較的に 
よく 發 W してゐるが-その後金身の發育と步調を合はせることが出來なくなる。女子心现を分析して兄ると_亢帟の 
內部性器的帶域が移動し、始めは陰椟 1 C 後に膣に於いて 7 L 齋せられることが分る。然るに见子に於いては，男根は全 
身と步調を合せて發 W し•常に性感の王座を I r i めてゐる。動物を觀察すると*彼等の兩性はその戀愛的活動を始める 
.に先づ闘爭をする。その M 爭は大抵は降伏の逃走と窮極的には雄に依る器力的克服とに終つてゐる。人 IIIJ の場合に 
於いても.求愛には圆爭の要素が混和してゐる。文明人の rjl に於いては*この闘爭的要素は固より非常に溫和な形に 
裝はれてある 1 C もせよ：：：。股初の性的行爲は人間に於いてはなほ血みどろな攻雕であつて' 女子はこれを本能的に 
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拒否する QP あるが•漸次それに槪れて行き’遂には滿足と幸福とをそれ y 魏ぇる やうになる Q である。 

ヘッケル ( Hikel)Q 反復說と5のは、 nrl 人の發展史は種族の發捉史 q 簡略なる形に於け る 反復で あると云ふ 
說であるが、 N こン T は WQ 反復 f 奉じて、 m 上生活に適学る S 男高性 Q 關 f 次のやうに考へてゐる 

のである。—— 

男女兩性に於いて"自分等の生殖細胞のために安全な保育所を，食物及び湯氣を供する生體の内部に(水中の生活 
が失はれたその代りに)作らうと0努力が眼赞めて來たらしい。さうして同時にこの生殖細胞と共 1 C 幸 M な穴瘥を • 
少くとも象徴的に•幻篼的に m 前しょうとの慾望が起きて來たらしいのである。從つて、贝女兩性ともに男性®性器 
官を造 pm し■さうしてそこに恐らくは辩くべき抗離が生じたらしい〇その抗爭 i 云ふのは•男女兩性の内好れが受 
胎の忍苦を受くべ t か"性慾行爲の受働的な役割を負ふべきかとを決定せんとすることであつた〇この宂 # u 於い 
て、女性 Q 方が屈伏したが，併し S 代り tr 受胎分挽 q 薦 q 中から如何にして女及び S た f と S ? 形作 
るべきかを.その補償として现解することが出來るやうになつた 0 この說は非常 tc 重要であるに 拘らず讀教諸賢の 腑 
に落ちにくい點もあらうかと思はれるから' なほ後に言及する機#があるであらうが、こふでは11が生理勺 C •も'レ理 
的、にも非常に錯綜したものであると云ふことを右の現象(が存在してゐるものと假定して)に依つて說明し呀 るの み 
ならず、雌を(少くとも生繩的に云つて)もつと微妙に分化した存在として•卽ちもつと錯綜した狀勢に適應する も 
のとして照し出すととになると云ふに留めておきたい〇雄は雌の上にその意志を强ひて加へ.またさうすることに依 
つて適! M の勞務を自分に梅したのである。雄は雌ょりも一莳原始性を殘してゐるのである。然るに雌の 方は、環境の 
困難に自分を適應させ る 道を知つたのみならず/雄の暴力に對しても#處する0道を知つたので ある 〇このやうに雄 
が適應 Q 霧1らに攝し•雌 S みそ Q 勞務蠃し、雌をして 1 S 篇たらし S ところに人問2性の與性に 
對する嫉視敵意の生物學的根元があるのではなからうか？ 

併し S 辱は雄 Q 方にも及んで行く ことにな つた。 さう して それを 及ば しめたと思はれる外的 刺戟は' 少 くともフ H 
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レン TS 見で H 、 これ美地球老一大變化で あつた。と 5 S 、 地球 Q 表思大部分が氷と水—以て新た 
に被—1つ—代(幾度か e 氷河時代) S である。 S 氷河1會つた各種 生物 Q 幾種かは、自己の 
形■自分 S つてこの 馨 に3しょぅと試みた。つ f S 己®保 溫® ために外部に厚い表皮を造つたのであ 
る。また別 Q 讓菡 s ' 菅人類 S 前！ if して S 物，5類人 励物 0 如 S 、1® 一 S 發達並びに文 
明の创造に依つて彼等自身を救ひ*かくて困難な條件下に於いても自己保存をなすこ 1* が出 來た。 

今や我々はフロィドが.ダ-ギン及びロバ-トソン•スミス露先哲の假定に基き' 捬神分析の见地からして至達 
した一つの你大&發見に’序ながら言及しておくべき場合であると倍ずる二切偶人の發達に於いて S 叶 i * ホス* 

n ムプ^タスが極めて m •大1意曹有し.健康者の性格®篇 K こから由來し，神靈雲產もそ〇影趣の下 

に形成せられ fQl とは疑ふ餘地 tsi 思はれる。母又は女を獲得する目的のために父に對して息子が 
徒らに反抗するが—それは完全なる失敗に終つた。如何 S 息 T 姦 Q 如く.蠢族 S して.— S 志を押付 
ける王1く S 5。 f して疚し is ために彼等は父親 sf - 母親への尊敬とに立還り、それ等を再確 
立することを餘儀なくさせられる。各例人に於いてこの墓は繰返され•而もみな同じ結果 S る。輩期幼兒時代 
の第一期性的開花はその直後に永き潘在期か賴き，この潜在期こそは、フ**レンチ1に依ると人類祖先力氷河時代 
に雲 S 腿せんとした努力、並びにその結银として人類文化を S するに至つたその努力が各個人に於いて反役せ 
ら4てゐるものであるらしいとせられるのである。 

六、男女性格の性的意義 

そ1になる S •人類及び黠類の行 f 觀し一」•こ® f — 蛊はれる1•付ける如き何ら 
かの根揣が發見せられるかどぅかと云ふことである。糈神分 S は？「性け爾餘一切生 S 原型である」と云 J 。 
この原則に從ふと*個人の性並びにそ®性が S して行く高は、その人の全人格©特性に®して決定的な感化を及 
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12 ぼす〇性に於いて自山 & る:%のは、そ〇人の他方面の活動に於いても大膽であり決斷的である。傳說の云 ふとこ 6 に 
依ると•ドン•ボア， s は色道の猛者であつたばかりでなく〔武道に於いて1相當の達入であつたらく.屢 々人々 の 
血を流 U たと云ふことであるが、ぞれは偶然の事とも思へな，い〇併しながらこ Q 攻雖的傾向が•父親とのエデ1 ホス 
的莴藤に於いて偶發する屈伏(去勢不安)に抜つて弱められるととになつた0は，男性心理一般の性格5:示すもので 
ある。然るに、女に於いてはた：美と云ふことのみが武器であつて、なほその上に數へれば親切と謙讓とがその性格 
4つてゐる。これ等並びにこれ等と類似 Q 性格的特徵は、性特？第一次的とすれば、ぎ一.のもので あ？、 
右に擧げた三者はその第二次的のものと云ふことが m 來るであらう〇これ等になほ附加して云 ふなら ば、男性に於い 
ては攻擊的傾向がそ Q 第一次的 C 卽ち性的)特質とすれぼ' その比較的により發達した體力及び頭腦力が第二次的特 

質，と云ふこ為粜唇あらう。それ塔、個人 Q 發賛に於ける性的分化 f 一般的な意味に利用して、男女岡爭 

の樣相に就いての自說の翦付けに しようと 云ふの がフ H レンチ—の意圖である0 

こ i に於い' て か.男女兩性の内何れが優性であり、何れが劣性であるか i 云ふ舊 い 問題が またもや 蒸 返されること 
は明かである。この問 Is に對しては精神分析學容〇立場からは明白な答 辯を 與へるベ t 限りでない と 思はれる 〇旣に 
述べた 如く" 女性生理は男性生理よりも jJS 微妙に分化せられ てゐ る。女性の方が男性よりも 生れながらにして賢明 
であ 0善 位である®その 補 ひとして男性はその知力並びに道德的起自我を一庇菩 しく 發達 させることに依りその 野性 
力を制御して行がなければならない。女性は一般的な意味では道德的感情が 一 & 微妙であり， 靡美的 感骚も 洗練 せら 
れてを 「常識」 にも tf ん T ? ゐると： K へやう が， 男性は 恐らく 彼自身のより强大なる原始性に對 する保護策として、 
論理、倫理*審美の嚴踅な.法則を造り上げた。女の方は、原始性がそれほど强大で ないから•論 R 倫理*審美の諸 
法 jjll •を嚴重に打樹てるには及ばないのであろ。 併し 女の生理的適應は男の心理的適應と同樣 •十分にうまく 行つて ゐ 

右の やうに 云つたからとて、女 Q 知力が男の知力の一般水準を遙かに越えて—場合が全然ない と 云は うとして ゐ 


m 
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る Q でな 5 ことは固よりである。實は、多く 0 女に於いて「男性的」一 S に從事せんと S 向は神經症的に條 
件づけられて f こと S 々である C だ。3ィド Q 近年®硏究によれば、所謂「男性 I プレタス」は女®神經症 
の大多数の酵母的 n ムブレクスであ b / またその冷感症の原因の大半でもあると云ふことである。フ* V ンチ—は生 
物分析0立場から更に一歩を進めて"そこには幼兕時代に於ける男女兩性分化の苦闘のみならず、大海が干上つて" 
地球上に大變化が起きた時代に於ける男女兩性分化の苦闘の荷祓が返行的に再 lii してゐると見ようとするのである。 
さうして3う云ふ見方はこれを證明すべき方法に於いて困雛であるとは云へ"これを否定すべき理由も我々は持合は 
さないのである。多くの神經症的婦人は彼等が思性として生れ來らざりし事實 ( M 性器羡望)を何とか處理し得ざる 
限り.そ Q 症候嘉て—為出翌5も Q で倉が"それ宇度、神經 S 男子がそ2デ的立？分析に 
よつて何とか處理しなければ健康になれないのと問檄である。 

暗示を與へること X 催眠術をかけること\は心理學的に同じ狀態で ある ことは旣に人々のよく知るところである 
が、他人を制御するには威®か誘惑かの二途あるのみと考へられる。フ 1V ンチーはこれ等?:それ^^に父親的催眠 
配及び f ia 1 阶霞^ ぼと名付けてゐ る。 戀愛とは和 7T に催眠術をかけ合つた狀態 だと 云ふことが出來よう。その狀態に 
於いて v 兩性は 各々 その武器を振ひ•與は體 力， 知力及び精神力を以てその情婦を印象し、女は美及びその他の力を 
7^て柔よく剛を制するのである。オルガスムスの陲眠的な沒意識狀態に於いて、兩性のと0 戰ひは1時的休戰狀態に 
入り、 男女 雨性は共に慾望及び鬪爭の兩方から放解せられた幼兒性の淨福なる一瞬間 5: 享受するのである。 

老齢に達すると性別は或る程度まで撥無せられ る。 どうやら生殖腺機能が低下する結跟としてか"女子の聲はや、 
太くなり1時 [ C は M 胬を生ずる傾向さへある。併し男子も亦その男性的な外貌及び性格の多くを失ひノかくて兩性と 
も忆その兩性具有性を幼兒期及び老年期に於いて一屑顯！に碟示するやうになると云ふことが出來よう。 

男子にとつて父性が m 要であるよりも女子にとつて母性は一胨蜇要であるから.女子は多鮮性(一妻多夫的結婚へ 
の傾向)に乏しいと或る意味で云へないこともない。多くの人々は奸んで女子を母親趣と色慾至上主義觀に類別する 

男 Ml 及 女性の 生物分析 
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が"これ！ r 精神分析學的觀察に從へば、文明の壓迫にょつて感傷愛と肉感愛と を 峻別し & ければならなくな つたこ 
とを 示すものに外なら ない。この 峻別がもし あまりに 極端な 嚴格さを 以て要求せられると、 結婚 注活に於いて これ 等 
二つの爾勋を正常に混働せしめることが M 子にとつて困難にな〇て來る〇 

以上述べ來つた一聯の思想を支持する多少の材料として、7ュレンチ—は更に進んで精神分析人類學の分野に於け 
る 多少〇發玷 に 言及して ゐる 。殆ど一切の原始民族は、何れの時代かに於いて行はれたところの男根切斷的儀式の遺 
風と して a るょり外なき風習を保有して ゐる。か L る 儀式風習の最後の殘存 として 今 H なほ 見られ # ろものは割禮で 
ある。 これは太古に於いて"父親が息子達の上に加へた懲倒又は威®0武器であつたととは殆ど疑ひの餘地が ない。 
父親の懲罰力に對して息子たちが屈伏することは•所謂去勢(男根切斷}コムブ1/クスとして結果してゐる。男根は 
快樂の貯藏庳であると云ふことは前に群しく述べて來たと思ふが_それを想起 すれば， 性特質〇發逵に於いて男性 n 
ムブレ クス及び去勢 n ムブレ クスがそのやぅに大きな役割を果 すと 云ふことは とれを 信じないわけに行かない 〇また 
これ等 コム ブレクスの解消する以前の何らかの段階に於ける定着"又はその段階への退行が あらゆる 神經症の根抵に 
横たはつてゐると云ふことは、これを信じないわけに行かない。女^の場合に於いては、とれが去勢の劣等感又|±怨 
恨、嫉妬^望としてその性^並びに性格的特質を形成するのである〇©^ 
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女性の對男性心理 (ヒグチマン、ベて クラ r 典著3 
. 高水力太郞譯 

右はギィン粮神分析移動診療所長 H ドアルト•ヒッチマン及び H ドムント•ベルグラー兩ドクトルの共著『婦人の 
冷感症•その本質とその取扱』 psooisshttkete del- Frau, 11¢ ン Ysen ulldp 

Hits hmlimd Dr. E. Bc^er, 1934 ) の緖論を全譯したるものである。やがてその本論の全部を譯述する日の近 
からむことを願つてゐる。木誌本號所載大槻氏紹介のフュレンチ10說と併讀せらるれば、兩者一致するところも多 
く毡だ興味あるものと思はれる。かぅ云ふ方面の硏究は精神分析學以外の方法では絕對に餌が立たず，從つて何人も 
試みてゐないのであるから，謎渚諸氏は十分の關心を以て精讀せられむことを希ふ。(譯若 ) 

X 

女性と云ふものはその性滿足に於いて多少の差控へをするものであると云ふの が、 公然の祕密 となつ てゐる。殊に 
その滿足への0然的要求を差控へさせるものは婦人に屢々 あり 勝ちな性的汾感症である。フ n ィドの推 t に依れば、 
そ0原因は r 攻擊慾の生物學的 B 的を见たすことが男性に委任せられてあつて、それに對する女性の應諸如何と云ふ 
こと」は獨立的になつて ゐると 云ふ」點に あると なつて ゐる〇 
動物に就いて比較生现學的に硏究して見ると、 この 事が確かめられる。ハムブルダの醫帥エルヵ >( K ‘ gkan ) i ± 

女性©尉男性心理 





或る近^?の中で主張して日く.雌の方に性的恍惚境があると云ふことは謊明がつくにしても•それは動物界に於いて 
は全く特殊な例外であろと。雄がその精液1:雌に注入する以前1 C 、雌が性的行爲から逃げ m すことのないやうにと云 
ふ風に、自然は配臌してゐるのである。併しながらこの目的のために雌には動機として决感を與へず、雄の方に、雌 
がもし逃出さうとするならば、雌の動物を性的行爲の中へ引き摺り込むことの出來る力をその性器又は性器以外の部 
分に具へ七めるのである。 ' 

このやうに•性器又は性器以外に强制的 & M 織を具へてゐることはあらゆる種族の雄に於いてあまねく證明せられ 
得ることであつて"それはエルカンが動物の多くの圖に俄つて證明を與へてゐる通りである G 動物に四眩が生えてか 
らは、强制的 M 織は ia 化して了つたか，或は消滅して了つた。た V 例外-(その例外が、?:0場合、；般的な說明とな 
るのであるが〕は*二種0動物(有骨魚類と白烏と)である◦これ等二種に於いては*雌の動物 ic もし心刑感骚的反 
射(卽ち恍惚境)が與へられてゐなかつたならば性的行爲には入らないであらう。故に1これ等の場合に於いては" 
雌の恍惚境は E 的觀的に理解せられ得るのである。でなければ、その恍惚塊なるものは無駄なことになる。何となれ 
ば、雌は何も別 i ' c 射出せねばならぬことはなく、而も雄の方から强制せられてゐるのであるから。このやうに雄の動 
物に於 S てその性的態度は旣に下等動物時代に於いて十分に確立せられてあるのだが、雌の方 ( C は、それが殆ど相當 
高等の動物に至るまで缺如してゐる。かう云ふ次第であるから*生物學的に雌の恍惚境の進化史的前階を發見するこ 
とは不可能である。 

このやうな基礎の不十分な、極端に悲觀的な生物學見地を精神分析學者として我々はその支々に受容れるわけには 
行かな S 。 恍惚狀態は實際には r 女の自然性」ではないのであらうか。恍惚境なるも CD はた if 人問になつてから始め 
てその性交の價値を高めんとする結羅として獲得せられた特性と見るべきであらうか。そこ ic 一切の形態學的な颅據 
がなく.一切 Q 生暴的 Q 必然性がなく、目的觀的§解が出來ない定と15?さう5るで—うか。 

今から 三千年前の ィンドの戀愛敎科 書 力—マスートラムに於いて、婦人の恍惚境が M 々只*男注の技巧的な方法に 
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依つてのみ If らされてゐると云ふこと•原始人たちも剌戟を强め〇如き附加物をべニスに附することに依つて0みそ 
れを果したと云 ふこと、 これに依つて見ると古もなほ今日の如く"西洋に於いても亦東洋に於けろが 如く、 十分にそ 
の感费のある女もゐたではあらうが、冷感の女もゐたことが分るのである。 

一般人ょりも自由な考へを持ち、性的の力强く"その方の理解も十分にある男子と性的關係に入つて 或はまた 
處篮法の場合で云ふぬらば、透撤した精神分析を受けて^^それでもなほ不感であると云ふが如きは•稀なる例外で 
ある。かくの如きものは、®質的條件ある例外であり"そこに器質的要素があると*フロィドは云つてゐる。 

性的冷感症の大部分の場合にして"結婚の fn ] に、或は第二の失に依つて"或は子供の生れることに依つて"或は心 
輝'内鹿徽法に； m つて，治癒せられ得るものは.その原因がた ir 心理的に條件づけられてゐるのだ^云ふことが分る0 
である。 . 

自慰、 と云つても大抵はクリト y スに於ける自慰に依つて恍惚境に入るのは、旣に女兒に於いて極めて一般的に見 
られることである。また夜中に於いて粘液の射出を見ろことは婦人に於いて、否處女に於いてさへも' あることであ 
る。冷感症の心理的契機•例へばリビド—發展の成り行きから起るもの"女の男性コムブ1/クス的願望から起るも 
の、發達過程中に婦人の主要な性的帶域が交替することから起るもの v 同性愛的 M 向及び變態的傾向から起るもの、 
不安感情"罪惡感情"嫌惡感情から起るも〇、敁後に相手たる男性の不能のために起るものなどいろ"^であるが 
これ等は何れも細かく取調べて见なければならないものであを 0 , 

H ルカンの研究の結课を紹介したがあのやうな風に考へて見ると*女には性的恍惚と云ふものが者へられないばか 
りでな く、 性的要求なるものが抑々あるかどうかと云ふことが考へられなくなる。 が、 男 1 C 於ける如く女 - K も生殖腺 
なる ものがあつて、それに依つ て 彼女の有機體は不斷に色慾的亢沲を與へられてゐるのである。 

併し女にはその全生涯を擧げ て， その若い頃に受けた敎育(性慾の拒否/を貫徹すること I これは B 子には府ど 
不可能である__に成功するものが禪山にあると云ふことを我々は知つてゐる。. 

女牲の對男性心理 
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女のリビドー發展〇過程を考へるとこのこ. i は j / ff ょく 說明がつくのであるが•それは後に讓ろとして-これまで 
は冷感症的な婦人にしてその性的槳制を先ひ得る可能性を、それを精神分析的處值に依つて克服し得る可能性を、利 
用したものは甚だ少なかつたのである。性的冷感症が治るのだと云ふこと(それを知らせることが吾人0仕事でもあ 
るのだが)が一般に知られた暁には、治療 It: 努めるやうになるのは名#心の高い女、夫を羨望してゐる女、或は失望 
してゐる夫から處镫を受けょ i 勸められた妻ばかりではないであらう。我々の母親やその祖先の時代には男女兩性間 
の性的連絡をつけると云ふやうなことは殆ど考へられてゐなかつたのであるが、未來は多分さう云ふ傾向に進んで行 
くであらうと思はれる〇 

婦人の性的冷感症を心理學的に迎つて見ると云ふことは、まだ十分になし遂げられてはゐない。不感症的な妻の劣 
等感、夫がそのために彼女を低く扱ふこと、これ等二つのために結婚生活の pa] . 妻は不自由な心持、依 ® 的な心持で 
生きてゐることにな6であらう。 t 寺院の中で沈默を守る」ことは殊に女らしいことであるが、これは性的なことに 
は關係なく云はれてゐるのである〇氣の毒な妻たち tr 自分の性感が十分に誘辎せられ發達してゐないために，夫が 
相對的に不能になつてゐるのだと云ふことを知らない場合が如何にも屢々である。夫はまた夫で、自分が不能である 
ことを十分に意識してゐない場合がある。不能の夫は不感の妻の秘密をあまり人には洩らさない〇それは只"彼にと 
つて不愉快なだけである。然るにそれに反し，その結婚以前に他の女に依つて十分に性的滿足を敎へられてゐる男 
は，容3 f に不忠誠になり勝ちであり、性的知識のある，冷感ならぬ女に就いて古き快樂を求めるやうに&る〇離婚 " 
別居の話は质々兩方から持出される。不感症の妻は得てして寂しさうな"見捨てられたやうな、欺かれたやう&.祌 
經症的な_憂辟な、つま〇病的な妻に fe り勝ち&のである。 

ドレースデンの婦人科醫ヶ i フ I 敎授 ( prof _ Ifar 〕 はその好著「不姙症の原因及び取扱法 JC 九一三牢)の中 
で.婦人の性生活〇障害*殊に冷感を論じてゐる . 0 敎授の主張すると ころに 依ると，幾月幾年もの間 オルガスムスを 
經驗しないでゐるとその結梨は甚 tf 厄介なこと、な， P , 解剖的にも病现的な@革を來たし-婦人特有の骨盤の機棒 K : 
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症候を生じ .’8 S 常と なり' 遂 S 證&困難に ま S いて行くと云ふ。ケ-ラ-はこ Q 言に性生活 sf 
來たして t 患者 QIs を 作製してゐる。ケ iTQ 云ふところにょると彼等に對す秦斷と取扱法とは大抵の® 
合誤つてで—が、それは何故で主として、過 i 性問 S 着 f れ1羞恥し •そ 
れを籠するためで—と5。こ©練達堪能&婦人科麻門雲の與へた一1 S ると’次？うな症狀が攀げら 

れてゐる。_恥部 QS 。 受、 S 、 月經時专 Q 苦痛。 f ゆる讓？ is 嚣。麗 S 嘉。尿意の，他々 

なる催し。經血過 少又は過多〇子官 の 肥大〇筋腿の發 生。 涛疾など。 

f ヶ i*Gf S くと— U 依 f 、 S して不 S — 爲人 liKIS 筋®凡 if S で S ® 
人は永牢の間性生活に闷出3のあ* 04 C - であることを證してゐる io 

さう云ふ次笫であるから*婦人科の手術を行つて見ても何の裏もなく*效报もないと云ふ棋合が隨分に渾山にあ 
ろ。かくて m 神經症、心臟神經症、腸神經症.性的神經衰弱、ヒステリ—などが起きるのである。併しその原因は大 

悔などがそれに#ふ。始終頭痛がしたり，ポケットにビラミドンを人れた0 ノ寢寐に湯たんぼを入れたりする〇は、 
性的に弱， S ^? Q 型として誰知らぬものもな-^。このやうに結婚生活に於いて性的滿足を十分に味はない一聯の贤人力 
病氣になるものとすれ：！ T 婦人の冷感症と云ふことが大いに世人の注目を架いて然るべきものであることは當然であ 
らう 〇事實上、婦人は破瓜せられた後に始めて•我々が性慾と呼ぶところのものを知るやう fc なるのが正常である。 
が、婦人の性生活と云ふ以上は、分娩や授乳までも包括させなければならない。 

こ、で序ながら云つておきたいことは、民衆の間の多くのょり职始的な婦人たちが元來不感症であ1がら、さう 
して子供が次々 と 生れても ， P れでもやは〇不感症でありながら(性 Q 菩びなるも S を廣く知らないため も あつて)神 
經 JE こもならず’柄氣にもならず"無事にその一生 5 :終ると云ふのが少からずあると S ふことである。さう云ふ婦人 
も感傷愛的な•普びの感情を行爲.の間に味はないのではないが、併自分では、性交なるものは思だけの萬ぶもの衣 

女性の對明性心理 
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と云ふ風にきめてゐるのだ0「感傷愛的&*母親的な施與の氣持で性交に入&得る」女は幸だと、4ィンの女流分析 
者へ1/1ネ•ドィチ女史は云つてゐる。被虐性的な本能力を、性交の目的のために利用するのだからと云ふ理由であ 
る。もしそれでか、る婦人たちが病氣にならないとすると、彼女等の「正常3」(ともし云ひ得るならば)が問題と 
なる。彼女等は常に無氣力と識めの内に生きてゐるのではないのだらうか？彼女等はその氣分の中に柃感定への素 
因をひろげてゐるのでは&いだらうか？彼女はその行動 ic 何かと禁制を徵えてゐるのではないだらうか？可とな 
く偏屈なのではないだらうか？始終他人と衝突したりいら-^-したりしてゐる〇ではないだらうか？ 

さう云ふ人々の型を戡げて見ると次のやうになる01,極端に潔癖で慾張0 ( 肛門性格的)で、經濟〇ことに 
ばかり氣を^はれてゐる家庭婦人 olr あまりに男性的 . m 昇華的で、精神的に落着きがなく •何 かやれさうな ことは 
何でも試みて見る名譽心の强い婦人。三•常に新しい摁たちを # 邊に引き寄せ、情交關係を作らう として ゐる 如き 婦 
人。自分に滿足を與へてくれる男を徒らに待望しつ气冷感からして反對に_ぎ的になる婦人〇四、神秘的傾向の性 
癖があつて"他方面に於ける優越を求めょうとしてゐる婦人。五*屢々ある型で"この型の婦人はトランプ遊びや， 
着物のために大金を出すことや、一人旅することや*などに侬つて自分の不滿足の憤ひとしてゐる。六、被虐性的に 
惱んでゐ る 婦人、何もかも諦めてゐる婦人、かう云ふ型の人は結婚しても罪障感と苦惱を 得る 0 みで ある ことを ょく 
知つてゐる。七，その 夫を 常に何とかかん とか 批難してゐる婦人"世間へ 出る と常に人 〇 面前で 亭主を c き 下してゐ 
る婦人、その现由の何たるかを自分でも知らないで。八"戀愛や結婚の不滿をその子供への溺愛に依つて償ひ，かく 
て子供を駄々つ子、；！經症の子供にしてゐる婦人。九•引込思案の^人で、沈默家で、罪障感で自己滿足してゐる。 
性交に關してもそ G 調子である。十*「子供つぼ s 女」の型•その他。 

偏屈、不平、嘘つき、家庭內に於ける乾いた芻圍氣、生活の喜びの缺けてゐること、人生觀が無意識的に片寄つて 
ゐること•世間知らず、人間知らずであることなど。これ等の傾向のために彼女等は世問の人々から同情や同感を持 
たれない。も.しか V る傾 is] を脫する道があるならば，その道を進んで行かなければならない。その道を M ることに铉 
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つて婦人は完全に婦人となるのである。從つてそれがために結婚生活に人ることの要求が生じて來 t 結婚生活の意義 
も高く見られるととになる。婦人解放運動につきもの、笑ふべき精神的腿物は消散してしまふ。と云つても、婦人0 
冷感症は婦人ばか&の貴任ではな C •半ば男の弱さの黃任でもある Q で、體操の元祖7リ ー ドリヒ•ルド年ヒ ，ャ— 
ン ( F _ rJal 5 ) の云つたやうに"『男が男らしくあれば、女は自然女らしくなるのだ。」. 

より正確に云ふならば•右に舉げた諸々の型は或る部分♦冷感症の結梨としてのみは見られない、荜ろ男性コムブ 
レ クスの 結果と見られねばならないので ある。 これ等の絕望感•劣等感、憎鸪慾、復驾慾などに就いて ii も〇と 精し 
く說かなければならない が、 只今はその場合でない。た r 婦人が自分の身體について不完全であるとの感情(去勢コ 
ムブ V クス) を持つてゐるために■その不完金を 補償し ようとの 努力を すると云ふことだけは明かに云つておかなけ 
ればならない 〇婦 人は外面を m 視し 飾り立て、想像上の肉體的缺陷の(卽ち 自己 醜惡視の ) n ムブレ クスがあると云 
ふことを云つておかなければならない。か■フ云ふ n ムプレクスあるため l J c 胸のあたりや何かを無暗に飾り立て、漭の 
頭を白粉などで强調するやうになる。また男性器代償として種々なものを览集し、萬@1癖"盜癖が起きることがあ 
る。これ等の特徴はこれを「補足コムブレクス」と名付けることが出來よう。 

缺乏からして德を造らうとの試みに依り、男に反抗する婦人は別の遂に進むやうになつた。例へばシカゴの女流卜 
ルトル•了リス•ストクハムは「結婚改造」と題する一書を著し、その中で新しい形或の性交を提唱してゐる。 ep ち 
その性交に於いてはォルガスムスには遝しないで•性的結合を全然意志0ま、にしておくのである。£:のやうな方法 
を寶行することに依つて、「超越的な生活からの幻想、稍神的歡喜 J がその間に生すると云ふのである。 

最後に附言しておきたいととは、婦人が戀愛關係に入ればオルガスムス的満足はその自然的婴素として當然求めら 
れ&ければなら fe いで あらう、 さうしてた ir 精神的原因のみが禁制的に働いてゐる大部分の場ん口に對しては.婦人等 
をしてその性的正常能力を恢很せしめるには精神分析の力が有效であると云ふことである。(完し 

女性の對男性心理 
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人間〇性生活には、性慾充足機能と生殖機能の二つの機能が m められる。此二つの機能は獨立のものであつて 、 M 
でも女でも、計喪的な生殖行爲として性行爲を營む場合は極めて稀&のである。大抵 0 場合、性行爲の H 的は性的慾 
望の充足である U だが生理斟的にいへば、此二つの機能は密接に連結してゐる〇である。 

此事赏から 出 發して、性行爲は生萌本能の表現だといふものがある〇例へば社龠學者ルマリ H は！ rii : 會舉提要』 
(一九 一一 一三 年刊〕 の中で-人間を して 性行爲を發 ましめ る ものは、 「存紱の絕對的要求」、「種#賴の根本的必要」 だとい 
つてゐ る。(同迸三十四—五 M ) 斯ぅい ふことは 所謂道學漭が锝 てして 言ひたがる こと だが、しかし 人 問が性行爲を同 
性間で果す赞例は、 古今 m 西牧擧 に遑がな S のである。同性愛や自慰を、 生航本 能の衷現、種存續の必要 行爲と a る 
ものはあるまい。此 場合 同性愛や自慰は.生殖木能の 翻廢的 表現 だと 論者は S ふかも知れぬが•性慾そのもの、科學 
的研究は、か」る異論を許さないのである。7 n ィドは次の如くい 〇てゐ る。 

「精神分析は•同性愛者を特別な性質を荷する一群として他の人々から區別 することには 斷然與 しない 〇明かに外 
に見ぇてゐるもの以外の性的亢脔をも研究して見て、人間は誰でも同性的對象を選び得る こと、 誰でも 實際それを 無 
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意識裡に行つてゐることを精神分析は發見してゐる。精神分析的の意味 1 C 於ては■男が女に對してのみ專らな& 
性的興味を持つといふことは、自明で說明を要せぬことではないのである。性的行爲が何れかに確定されるのは思春 

期以後2とで•それ 靠何繁素因£く案奈明で癸る％、营 fs 賽的' あるも Q は偶然的なもの 

である ごハ『性愁 a - 禁制論』十三1四 K > 

人 il の性的■を生殖木能のみを以て說明出张ないことは明かである。管に或種の人々は、如何なる無理をして 
も此兩游を紹びつけやぅとするのであるが"それに關して 7 P ィドは次の如く述べてゐる。 

「古代の戀愛生活と現代の戀愛生活の最も ^ しい相逾は"古代人は術動そのものに力點を證 き、 ffi 代人は對象に力 
點を溫く贴に ある。 千〇代人は本能を ^び、 それによつて劣等な對象を高めんとしてゐる が、 現代人は本能の活動を活 
動としては蔑視し、た i ? 對象の價侦によつて本能に默許を與へるに過ぎない。」(前揭郭三十頁) 

卽ち现代人は"性的慾望を自分が有してゐるといふことは恥ぢてゐるのである。私は此恥辱感の原因を、羞恥心や 
社#的環境のみに歸するのは，少しく當を失してゐると考へるのである。誰でも經驗によつて"性的慾望は人 Ilij の慾 
望の中で優も利己的な慾袈であることを知つてゐる。性的慾望は極めて「非社舍的」である。此向娆は性に關する一 
切の事5知識に對して*范大な個人的及社會的抑應を發生せしめずには繫 ないので ある。從 つて 叉性的慾望及行 

爲を，利己的、非社會的 I 、利他的、社离靈 SI 窺として？社—墨ける Q 

は不思議とするに足りない。勿論此種の學說や藝術に惊大なものがないのは當然であるが•しかしそれが社會生活の 
中で常に需要されてゐることは疑ふこ i が出來ないのである。 

■I 

男性の性的慾望の 中には、 殊に此利己的慾望の働いてゐることが顯恶に見られる。どんなに女を愛し、崇め、敬ひ 
爆んで ゐる妈 でも* 一瞬の 快 樂〇爲に典戀人に九ヶ EIIIJ の生理 枘、心 现的重荷を負はせた上… Bi に生死の危險に彼女 

性 mmu 於 ITS 男女の對 .Ic 
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を濒せしめることを決して■躇しない。もし戀人に生中る苦痛と危險に對する勞りから、性行爲を螺躇する男があつ 
たら、それは正しい意味の男性ではな VV といはねばならぬ。 

更に性行爲そのものが遊だしく驳力的樣相を帶びてゐる。女は男にとつては種々なる手段を盡して征服すべき對象 
である。そして又女性侧でも、性行爲を以て男性にょる女性の征服と觀じてゐる。そして此觀念から女性が男性に怨 
恨を懷くのを妨げる爲に"人類は歷史的に種々なる制度を設けて來たのである。(フロイド r 分析戀愛論』三十六—六十 
四頁) 

男性の性的慾望を分析すると、激烈&衝動性、攻擊性、殘忍性などの他に、强烈な支配慾の存祛が目立つ。それは 
性的對象を肉體的に獨占するだけでは滿足せず，精神的な服從をも强ひずにはゐられないのである〇故に性行爲の開 
始と典に、必然男性と女性との間には勝漭敗背の關係が成立せざるを得ない Q 

生命を奪ふことの戰慄は，生命を與へることの戰慄と同一であると歌つた詩人がある〇事赏科學的にも* 殺人 行爲 
と 性行爲に於ける衝動の性質は、兹本的には同一であることが證明されてゐる 〇 ブロイドはかぅいつてゐる〇 

「能動的ァルゴラーーイ、卽ち加虐的傾向が常態者に存してゐることは、容易く證明出來る。大抵の人 rHI の性本能は 
攻擊的要素•或は性的對象を征服したがる傾向を含んでゐるが、生物舉はこれを說明して誘惑以外の方法で對象の抵 
钪を克服する傾向といふであらぅ〇加虑性は，此性的本能の攻擊的要素 0 過度 tc 發達したものに他ならない L " c®m 
論.禁制論』四十二苡)「羧忍性と性的衝動の關係の密接なことは、人類文明史の敎へる通りである〇攻擊は性的衝動 
と混合してゐる U : (同四十四頁)「「子供は一般に殘忍な傾向を有してゐるが，それは憐愍の情といふものは比較的遲 
れて發達するので，他人の苦痛に對する思ひ遺 P で所有慾の抑制されることが未だ生じないからである0此加虐的倾 
向は櫬力本能から生ずるものである。動物や友達に目立つて殘忍な子供は、性的帶域の强度且つ早熟な Jfr 動を經驗し 
てゐる子供と見られるのであるご(同普九十六頁) 

性的衝動と残忍性の密接な關聯を强調するのは、ユダャ人のフ〇イドばか P ではない。征服と獨占■卽ち權力慾と 
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所有慾 S 4 度猛的本能に霞し一」. <21 と if 有ゆる人種 Q 心理學者"精神8者爲んど i してゐる見解 
である。 

三 

■* ‘ * , • # f : • » * 

性的慾望及 衝動が、 文明化し進歩した人類にとつて如何に恥づべきものである かは、多言を 要しない。それは利己‘ 
的、 非社#的であるばかりでなく*反社曾的でさへある。其慾 望は、 一路征服と所街に向つて爽進する。大抵の人 
は*文明や社會生活§義 か、 る突繁ら生れたと S へない。 文明や進步が、斯る傾向に 對する 人 
問の個人的及社#的抵抗にょつて生じた ことは、 朧氣にせょ誰でも知つてゐるので ある。 だから宗敎が性的慾望を蔑 
視 する 〇 は 不思議では ない。 道德が これを 敵視す るのは 當然である。或種の宗敎や道徳は"これに思を絕つのが、 

解脫、解放の道であると.いつてゐる。梵語のマラといふ語は、殆んど萌ゆる文明國の言語に人つて、惡、妨碍•反對 
等の意味に於て使用されてゐる。日本語では特に男根を意味す。英語では例へば (^ S : OORO &.) 

だがマラは、蔑視や敵視には決して辟易しない0である。マラの勢力から解脫し"解放される爲の難行•苦行"修 
業も*皆これ同じマーフのさせる業といふ證明は'精神分析の莜も優れた科學的篥跋である。 

しかし人類が社會生活 $:. 登む以上、マラを放任して傲くことは出來ない。そこで生じた道德的見地は、此綸文の初 
に擧げたルマリ HO 如く，此を生殖機能との關聯に於て0み正當化することである。此正當化はノしかし性行爲の大 
部分を不正當化する一方"性行爲の中に存する反社#的&ものを正當化するといふ複雜&結果を生むことを忘れては、 
ならぬ U 此節一の結果に就て、フロィドは次の如く述べてゐる。 

「性的に成熟した 侗 人の對象選 禅は 愈々 狹ぐなつて異性に限られ"大抵の 性器 的以外〇滿足は 變態として 贬せられ 
ることになつた。 これらの禁斷に於いて現れて ゐる 標準 tr 蒗 人に 同一の性生活を要链 する もので あつて、 彼等の先. 
天的素質 も、 後天的素質も全く 01 られないので ある。 そのために 相 富多數の人は性的享樂の機會を失ひ"かくて重大 

性生活に於け i 切女の對立 
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なる 不正が をこに 醱され .ることになつた。 今 H の文明は 、 M 女 間の最終的な*解除すべからざる結合 I'c 於てのみ性關 
係を容認し • m なる 快樂の手段としての性行爲を好ま中 ■、それ 以外に人間を M やす方法がないといふので性行爲 を 容， 
蔽してゐるのである。」 Q 社 1 ST •宗敎■文明』二百九十三—凹 ri し 

此容赦は•此容赦の範圍内で性的慾望の利己的特徴、卽ち征服、獨 占， 殘忍等の反社會性に自山活動が許されると 
いふ ことを 意味す るのである。しから ば此處に生ずる結粜は何んで あるか。 卽ち敗老た る 女性が•此反社#性の mM 
を大部分负擔 すると s ふこと なので ある。 女性が被征服者と して 不正を甘受す ると いふ意味に 於て、 性關係に於ける 
矛 M •反社#的な征服•獨占，殘忍等の行爲が、金體としての社會生活と不調和とならずに濟んで ゐる のである。 

フランスの分析學者ルネ•了ランデ"は、典『資本主義と性本能』の中で1女を姙娠せしめることが B の加虐性快 
樂である例を上げてゐる。男が其愛し、尊び"敬ひ*崇めるといふ女を"一瞬の快樂の爲に勝手に赃娠せしめ"重大 
なる肉體的、心理的不安を彼女に生ぜしめ> 更に生死の危險に而せしめることを"今日 ffi 服者"獨占衮の、殘忍的行 
爲であるといふなら-は、世間の失笑を質ふであらぅ。其故はそれが餘りに瑭通の行爲であるからである"しかし意外 
な側 ffi 的事：被が•今日此征服被征服關係の存在を黎露しつ X ある。それは經濟的! M 迫であつて、充分な經濟的保證な 
くして姙¥しめられ亀宦需する寶'嫌が應でも今日 S 男女關係 S 相に眼备かざ— SSQ である。 

又大部分の扔性の避姙に關する注意が，女性に關する愛からではなく•經濟問祖にょつて喚起 e れるといふ事實は、 
典背後に存する性關係に於る男女の對立を明白に示すものでなくて何んであらぅか。 

性的慾望に於る反社#性は"現在女性の忍從にょつて共破綻的暴露を免れてゐるといふことは"少しく注意 すれば 
否定ずベからざる事 K として映ずる嫌に若へられる。此意味に於て，生殖機能の名を以て性的慾望を典一切の性質を 
含めて無條件に是認せんとする道學者的傾向は.性生活に關する一麵の所謂階級的見解と较做さ/ろを得ない。 

性に關する知識の發達，性的心理に就ての分析の迆步 は、 女性の自斑と相俟つて， m に性的生活のみならず、人類 
の社會生活全體 C 對して•一種0革命を準備せざるを得ない樣に私には觀ぜられるのである。〔一九一一一七，六•五〕 
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男性 V 」女性 2 の無意識心理 

土 屋秋實 


吾々人 f / J ] の人 nil としての本質は、その社僉性にある0 
この社會性こそが吾々を他の動物から K 別する點なので 
ある。他の動物は锌や蟥の様な集圆生活をなす動物にお 
いても•個體と秫族，或は集圈との相互關聯性及び、種 
族からの個體の獨立性を充分にもつてゐない〇蛾や蛑は 
それ自身が槊團的な動物なのであ從つて、個體の獨 
立性もなく、個體の獨立性 1 C 恶く種族的な關聯性もない 
のである。これに反し，人肋は社#からの侗人の獨立性 
及び侗人と社僉との相互關聯性をもつのである〇この個 
人と社#との辯證法的生活關係が人 rdl の本質としての社 
會性なのである。人間はこの社會に S いて高度の意識を 
もつことが出來る。卽ち、自己が自己の生活を他者0生活 
に作用させ、それによって生じた反作用が意識なのであ 
る。それ故に、意識は社#的である。自然、社#、精神 
の諸現象はすバて偶然的に起滅するものである樣だが. 

男性 i 女性との無葸識心理 


その本質は必然的なのであ0。人|[11はと0必然的本質を 
意識し*その必然性を紐織することによつて次第に髙度 
の自山性を锊るのである。卽ち、自然の必然性を意^ 
し"それを組織することによつて機械を作それを用 
ひて自然を m 極的に變革し、また社會及び精神の必然性 
を意識し"それを M 織することによつて自己を自然に適 
應する樣に變化せしめてゆき、それによつて人逍は次^ 
に自 dl 性を得るのである。吾々人 rfo の生活は實に複雜で 
はあるが、それを分析すれ If 經濟生活、性生活、文化生 
活"政治生活缂に分けることが出來る。これらの中で も 
性生活や性心理 lr 關 T る事柄は從來科學的な研究が充分 
に行はれず，そのため icmw が神祕的に歪曲されてゐた 
0 である。吾々 の經濟、性 •文化、 政治等の社 會的諸 生 
活は相 2: に密接に關聯し合つてゐるため—性生活 及び 盐 
心理における神祕的傾向は他の社#的諸组活にも影罅し 







てそれらを 神祕化して しまぅ ので fo る。 こ Co 稿において 
筆渚は(1〕性的無意：一心理の生现的 本質、 ¢2)その 
社#的現象形態' ( 31 )その哿學的意味 1 に關して少し 
く論述してみたいと思ふ。 


'男性は絕ぇず女性を求め、女性は絕ぇず 53 性を求め 
る。吾々がそれを意識すると S とに關せず，男女は相互 
に求め合ふ。それは殆んど無意識的な吾々の本能力の發 
動&のである。この無意識的本能を意識することはなか 
なか難しいことである。 

生斑學の立 m から觀れば、この無意識的な性的本能力 
の肉 { S 的源泉は粘子と卯子と或は男性ホルモン女性ホル 
モンとにあると考へ られ る。これけ確かに生理的な事^ 
であらぅ。だが、この生理的 311 實 に 基く性的本能は如何 
なる無意識的滿足を求めてんるのであらぅか。生理的に 
考へれば、精子の木能は卯子に倭入すること或は卵子に 
食はれることを目的とするのであるが■卵子の本能は精 
子に侵入されること或は精子を食ふことを目的とするの 
である。從って、精子を代表する男性の性的無意識心理 
は卵子を代表する女性に侵人すること或は女性に食はれ 
ることについての願望であ，^女性の性的無意識心理は 


男性に侵入され6こと或は男性を食ふことについて0願 
望であると考へられる 0 この場合にお S て、 M 性の健入 
願望に對して女性の被侵入願望が應じ•女性0食込み願 
望に對して5]性の被食込み願望が應じて[0]滿な性生活が 
發まれるのであ兩者共にその能動と受動と或は嵇極 
と消極との面が、無意識的に相互に滿足されるのである 
が、兩衮を比較すれば， M 性の方が外向的であるのに對 
して女性の方は內而的である事を苔々は氣付く。それ故 
に、同じ能動と受動•積極と消極であつても，男性のそ 
れと女性のそれとは牲寅が全然相反してゐるのであ0、 
相反してゐるからこそ相補ふことが出來るのである。そ 
して、一般に能動的積極面が特に受動的消極面ょ〇强ぃ 
性格^をサディストと稱し > これに反し*前^ょ0も後 
教の方が特に强い性格^ を マダ t スト i 稱する。同一人 
の能動的積極 M と受動的消極 fit ] とは本來平均がとれてゐ 
るので あ〇 が、その兩敦が分裂し.同一對象に 對して 統 
一が行はれないと マゾヒストや サディストに なる (D であ 
る。一定©對象に關してサデ"ズム を もつ人は他の對象 
に關してそれだけマ y ヒズムを もつのであつて、兩若は 
常に關聯し合つてゐる。從つて I サディストはマゾヒス 
卜の異性を求め，マゾヒストはサディストの異性を求め 
る樣になるのである"しかし、サディストが同じサディ 





/ 


ヌ k の異性を求め、マゾヒストが同じマゾヒストの異性 
を求める樣な場合もあるが、それは一般に雨敦共通の或 
は別々の反對性格の對象を觀念的にか或は現馊的にか相 
手の仙にもつてゐる場合が多い。主義とか信仰とかに共 
.鳴して戎立した戀愛などはこれに M するものが少くない 
機である。さて、男性が外向的であるのに對して女性が 
內向的であるのは雨^の肉 ila 上の形態にも现れてゐる。 
毋女〇性器の叢異にもこれは现れてゐるし、更に與性の 
體格はその胸部が發逵してゐる〇 (: 對し女性の體格はそ 
の腹部が發速してゐるのにも見られるノ從つて、與性は 
女性を茲返しにしたものであり"女性は M 性を製返しに 
した ものであるとも考へられる0 

現世 tc おける吾々の社#生活は、吾々が誕生にょつて 
胎内绝活と別離した瞬 I 1 IJ から始まる。胎內における罟々 
の生活は實際上现在と同樣の相對的な世见であるのだが 
胎兒は唯臍の緒にょつて母體から榮養を G ： 然に受けてゐ 
るだけで現世の織な人と人との社#的な關保5:經驗して 
ゐな5ために，誕生後 [10 もな S 乳兕期及び幼兒期には吾 
，々は胎内生活の經驗に基いて一切の社會關係を肖己中心 
的に考へるのである"* V して1胎内生活を絕對的な槌樂 
世#なりと無意識的に觀念するのである。吾々の幼兒的 
邱 な自己中心性(精神分析擧の用語ではナルチスムスと稱 
E ? 性と女性との無寂識心现 


して&る)は吾々が生長する 1C つれて次第 1C 角がとれて 
ゆくのであるが、そ0自己中心性を全く除去する0は至 
難である。罟々が胳内生活を絕對的な極樂世界と無意識. 
的に觀念してゐる限〇吾々は自己中心的となるのであつ 
て、 吾々が自己中心的である限り苦々は胎内生活に役歸 
した S との無蓝11的願望をもつのである。こ0胎内復 M 
願望は乳兒期に乳房を吸ふことや指しやぶ〇として现れ 
る。乳兒 rt 乳房や指に自分を投出的に同一化し、それを 
吸ひ^むことにょつて胎内復歸の願堅を無意1 I 的に滿足 
させるのである。精神分析^はこれを口#性感と言つて 
ゐる。次に幼兒期には母胎からの吾々の誕生と吾々自身 
の排便行爲とが無意識的に馄同され，これにょつて幼児 
は胎内役歸の無意識的願望を滿足させるのである。耥神 
分析學はこれを肛門性感及び M 逍性感と稱してゐる。® 
性的便秘や小便の排出を無理に我慢すること等は、生现 
的原因 Q 他に胎內に 7 K く ih まつてゐたいと言ふ無意識的 
願 m を排泄物に同一化して衷現するのに原因してゐる場 
合が多い〇その後に幼年期及び少ハキ期にわたる梃い [10 こ 
の 口# 的、肛門 的、 尿道的な胎内役歸願望(精神分祈%* 
はこれを自己色情と稱してゐる}は抑脈されて^ S : 識の 
鹿に游んでゐるが * 靑年期になつて性的機能が成熟する 
と、この性器的な對象色情と過去の自己&情との tfij に 16 
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藤が生じ、その葛藤が解決されるにつ n て次第に胎内极 
歸願望は性器に集中されてゆく様になる。そして"異性 
を 求め、戀愛や結婚生活によつてこの性器に集中された 
胎内復歸の無意識的願望を > a 體的に滿足させたいと顋ふ 
樣になるのである。だが、この具體的な性行爲もそれに 
は過去の 口唇的、 肛門 的、 尿道的性感が無意識的に加は 
るのである。 

性行爲における無意識心理は胎内復歸の願望なのであ 
る。その際に男性は相手の女性において母胎を感じ、そ 
れによつて自分は過去の胎兒の狀態に意識を退行させて 
その胎内役歸願望を滿足 e せるのであるが、女性は母胎 
として 準備されつ X 相手の男性に同一化してその胎内復 
歸願盥を滿足させるのであろ◦そして"男性の胎内®歸 
願望は性行爲によつてその滿足を完成するが、女性のそ 
1は子供の出產によつて始めてその滿足を完成するので 
あると者へられる。それは M 性が本來子供(ベ-ース)を 
所有してゐるのに對し女性は子供(ベニス)の出產によ 
つて始めて男性と同格になれるのだとの無意識心®!に基 
くものではない かと 考 へられる。 

性生活健康法としての精神分祈學の目的は一般に口# 
的、 肛門的*尿道的 自己 色情を統制して性器中心の正常 
允る性生活をなさし める ことで あるが、 怫敎の方法は禪 


定によつて意識を胎內狀 態へ 遊行せしめ、そこで 所謂空 
間を無意識裡に撤底させることによつて胎內復歸願错を 
意識的に 支配し* それを 俽大限度に おいて 社# 的に# 華 
せしめることを窮極の目的としてゐるものである樣に筆 
者は考へてゐる。從つて* 釋迦も社會 生活の一つとして 
の性生活を否定したのではなく •それをより 高めよぅと 
したのであると 思 はれる。 吾々 が胎内 復歸願望を もつて 
ゐる限りは、それが口唇的、肛門的、限道的、性器的性 
感の何れに發現しても， 吾々 は胎内 復歸願望が性行爲に 
よつて滿足されて 沈！® した時が死であり"それから次笫 
に昂海の方へ上昇してゆく時が生であると無意識的に^ 
へてゐるのである。生と死"誕生と墓場*それが人生の 
ァルソ T であ P オメガである。 怫寂は 無意識的た胎内 m 
歸願望を 意識化することによつてそれを 支 Ml する ので あ 
るが、その 支配が 完全に行はれると相 亙に 交替する生死 
の 無意識的觀念が統一され て生死一如* 生死 解脫が無意. 
識心理的に 出來 るのであると 思 はれる。 『洞上修縱翁」 
と言ふ經文の始めには次の稼に®=いてある。 r 生を明ら 
め死を明らむるは怫家一大事の因綠なり。生死の中に佛 
あれば生死なし。但生死卽ち涅槃と心得て生死として厭 
ふべきもなく涅樂 として欣ぶべき もなし。 是時初めて生 
死を離る X 分 あ4 唯一大事因緣と究_すべし" J この 
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文で r 生死の中に撖あれ ば生死な し」 と書いて あるのは 
恐らく r 生死 P 無意識觀念を惹起させる原因である胎內 
復歸の無意識的願望が嫩\解ける=意識化2れる}れば 
生死の無意識觀念は消滅する」と言ふことを意味してゐ 
るのであらぅ。 

(2 〕 

切女が相互に求め合ふのは免现的に^據がある必然的 
現象であり、 M にそれには胎内復歸の無意識的な願望が 
潜められてゐるのであるが、男女のこの様な性的な欲求 
も' 人 IIS 1 が社會的励物である限りは、それは社會の生活 
樑式によつて規定されざるを得ない。卽ち、性的欲求は 
主として衆族的、民族的な社#關係によつて規定 e れる 
のである。そして，そ〇規定は道徳的にも亦政治的にも 
確立されてゐるのである。更にそれは辟：濟的.階級的な 
社#關係とも横の關聯がある。 

男女の性的結合の社^的單位は家である。そして*こ 
の{紙は民族的な厫史と DS 接に結合してゐるのである？從 
つて、一定の男女の性的無意識心理はそれ^-の家の家 
族的關係の如何によつて異なるし，また衆族の先天的素 
質及び後天的性格•その家の社會的地位及び經濟的坐活 
袱態等の相異によつても影糖されるのであるが、それは 

男性と女性との無意識心理 


民族的歷史〇無意識心理においては共通した性質 1 0 

てゐるのである。 

家における吾々の衆族的關係は父母兄弟姉妹の關係で 
ある。これには經濟的な關係も混合してはゐるが、それ 
は主として性的な愛 m 關係なのである。吾々は男性或は 
女性 i して吾々の父母兄弟姉妹と何等かの愛惜關係をも 
〇のである0 

吾々が幼 S 頃に最初に愛情を感ずる對级は母である。 
吾々が男性である場合には1父は母に對する自分の愛惜 
の餃郇盏であり、妨寄者である i 見做される0だが、吾 
々が生長するにつれてその競爭若である父の方が自分よ 
0も遙かに强 S ととを知る様 1 C なり、父の様な强力者に 
自分もなりた S との願望を起す楼になつて、父に對する 
敵愾心は皮對に畏敬心に變化してゆく樣になる〇そし 
て、父を偉大な BR •想として畏れ敬ひ"その理想を不斷の 
努力によつて锲現し、母の樣な#しい妻を迎へて胎内 iii 
歸の鹏望を"滿足させることを一生の念 M とする嫌にな 
る。この嫌な無意識心理によつて吾々は兄を小さな父と 
し，姉5:小さな母とし"弟妹5:自分の子女として無^11 
的に觀念する機になろ。これが一般の男性¢0無意 li 心 M 
であるが•それはその他に祖父母に養脊5れたとか雨親 
或は片親に死別したとか兄^姉妹の^無或辻多少等の種 
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々複雜な條件の影^によつて極めて褪雜&變形5:示す极 
になるのである。 

幼：！：几期に吾々が最初に舟に愛情を M 綿するのは與女典 
に 共通の現^であり、その時代には女性は自分の肉®が 
53性と Ini じ性質のものであると感じてゐるのである。し 
かし"次猫に女性が自分の肉體を男性のそれと胤(つてゐ 
ることを意識する操に fe り*自分の愛 MI : 母から父へ移 
してゆく樣になるのである。そして、母を父に對する自 
分の#愦の骹爭漭であり妨樂 * であると感ずる様に&る 
のである。しかし•次第に生長するにつれて自分よりも 
母の方が强 s ことを意識する鎌になり、母に對すろ敵 m 
心は母に？る心に變化し，母と妥協し、母に同一 
化することに J : つて母の樑な優しさと言ふ武器を得たい 
と] Sri ふ機になるのである。そして、母を模範として父の 
様な偉大な夫を将て胎内復歸■望を充足させたいと無意 
11^に念願する樣になるのである。この棟な無意識心现 
によつて兄は小さな父とし*姉は小さな母とし，弟妹は 
自分の子女として，無意識的に觀念する操になる©であ 
る。これが一般の女性の無意識心现であるが■•それはそ 
Q 他に祖父母の養育、兩親或は片親との死別•兄弟姉妹 
の有無或は多少^の種々祺雜な條件の影驛によって極め 
て複雜な變形を受けることは男性の場合と同樣である。 


この機にして吾‘は幼兒期における父母に對ずる愛 ti? 
が原型となり、其後〇男女問0愛惝關保がその原塑によ 
つて規定されるのであみ。そしV ■以上の櫟な具合にゆ 
く0は先づ现恕的な方であるが、一般には同性親との® 
協が充分に出来ず、その結果異性親に對していつまでも 
愛着してゐる人々が基だ多いので«>る。®高の理想は^ 
族金 M 於平等な社會 W 人間になることであるが' これは 
現在まで0社會狀態では"なか^^實行闽雖なことであ 
る。しかし■全然不可能と言ふわけでもなく、努力の仕 
方によつては姓说出來6のではないかと思はれる。 

とにかく性的無意識心现は複雜であり，特に女性のそ 
れは贝性のそれよりも遙かに複雑なのである。勿論意識 
心理にお S ては男性の方が女性よりも複雑であることは 
IIJ 實だ。この事柄は從來女性が性的、家^的© ft 事に〇 
みとぢ込められてをり、^性はこれに反して經濟的、文 
化的、政治的仕取にのみ主として活動してゐたことに原 
因が あると m はれる a 從〇て、一般に男性は意識心理的 
1 C は女性よりも遙かに大人で あるが、 無意誠心现的に Jd 
赤ん坊な Q であ P 、 女性はその反對に窓識心理的にば男 
性よりも暗いが"無意識心理的には男性よりも遙かに技 
術家なのである。それは從來の社#が父權旳な男天 T の 
社會であつたため!' C へ女性は男性の暴力に對抗する必要 


S3 


上 自然に 性的 無意識 心理における男性支配の 技術を體得 
したので あらぅ。そして女性の 性的無意識 心理の 底には 
男性に對する烈しい憎惡が潜んでゐる。それは意識心理 
上で男性に支配されてゐることに對する反抗であり、役 
锊であるのだと思はれる。精神分析學ではこれを捃性器 
羨望と稱してゐる。これに相當して M 性は女性に對する 
罪障感をもち"それにょつて去勢願望 H 恐怖の感惝が生 
じるのである。 

31に從來 0 商品經濟的階級社 俞にお S ては戀愛とか結 
婚と宵 ふことも 必然的に商品 化されてゐ T •純 粹の愛 情 
關係を M 3 することは至難& ので ある。從 つて、 階級社 
命における封®的な結婚生活は無意識心理的には商等淫 
寶だとも考へられないこともないのである。これと反對 
に、 例へ 淫铙的性關係 でも 封翅的性關係ょり優れた愛情 
の現 ®的 純 粹性がある 場合 もある。と 言つても、それは 
道德的 な M 俽判斷 をした わけで id : ないことをお斷りして 

e く。 

尾高氏編の「刚親とは何加 j i 言ふ本の中 r 「自由と 
解放とを欲する妻は多い〇だが自分の肖 11 J と解放とを社 
會の問題として者へろ妻は少 S 。 しかし妻の解放 s 中に 
自己の解放を見出す夫に到つては皆無である。」と言ふ 
言葉があるが"これは至言であると思ふ。 

男性と女性との無蒎識心现 


( C 0 ) 

男女が相互に求め合ふのは種族保存本能に基く胎内復 
歸願望のためであると一般 ir 考へられるのであるが"そ 
れにはもつと深い暫舉的な意味がないであらぅか。 

扔女が相五に求め合ひ、愛し合ふのは/兩渚が相互に 
相手の中に自分〇半身を iL/l J l して、それと一體にならん 
とする本能的傾向であると思はれる。吾々人 r{a は死すベ 
きゾマと不死の生殖細胞とにょつて楢成された複細胞生 
物であり，從〇て、死と不死卽ち死と生との矛盾が吾々 
にはある。吾々はゾマ〇死ぬべき運命.その有限性に雜 
いて愛し得る異性， 61 J ち r マにおいて自分と相手とが同 
一のものとして感じ得られる機な興性の中に不死の生® 
細胞を見出してそれと一體にならぅとするのである。そ 
れが吾々の種族保#本能なのである。それ故に、一切の 
性的本能の發動は永遠の生命への他れを您味してゐるの 
だみ考へられる。 

ゾマに基く吾々の個體保存本能的、經濟的、階級的活 
動はすべて限定されたものである。窗、あ#、 M 力等は 
その活動にょつて如何に獲られたとしても、それが個體 
の滿足にのみ關係してゐる限り•それは苦々の短い牛 ： rf 
期 ( tfl 屮にだけその窓 a をもつてゐるのであ幻.從つて" 
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それらは吾々の肉體の死と共にそ0意義を全然失つてし 
まうのである。と言つてもこれはその意義を否定するわ 
けではない。ゾマに蘇く吾々の活励は重大な意味がある 
のだが、それが他奔のゾマを排しても自分〇ゾマを主强 
しようとすろ自己中心的(ナルチス的〕傾向をとつた場 
合にはその35義が餘りあ6とは言へないのである。しか 
し，自分が他^とグアにおいて同一化することが出來れ 
ば•その時には相互に生殖細胞的な種族保存本能的、象 
放的•民族的不死の永遠性をグマに基く個 BS 保存本能 
的‘經濟的、階級的活動の中に感ずることが出來るので 
ある。それは恐らく人生における殺も大きい喜びであら 
う。そして" .eln/ マにおける自分と他#との同一化も 
それが职に形式的に/ C け行はれたのでは却つてそれは自 
己屮心的であり•神經症的なボロが出るのである。隨つ 
て、そのためには撤底的に自己分祈が行はれて、他者と 
の同一化を妨げる無意識心理的諸耍粜が除去されなけれ 
ばならない。だが、それは至難な£:とである0 

男性と女性との性的問題は吾々の永遠の注命に關係し 
てゐるだけに m 大な問超である。從つて"それを m に垾 
賤なものとして抑脈することやそれを神聖なものとして 
ドグマ化して感傷的に考へることは正し S 處镫ではな 
い。それ故に•生命の問題も科學的な立場から具體的に 


漪へられることが必要だと思はれる0 £ラ 

(十一 r 五、三) 
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精神分析に對し日本人が示す抵抗 

矢部八重吉 


一、ナルチスムスの抵抗と 

陰性治療反應 

フロィドは 五種の抵抗を擧げ，その內抑腿の抵抗、轉 
嫁の抵抗及疾痫利得の三者は自我より發し、罪感の抵抗 
は超自我より、そしてもぅ一つは H スより生ずるものと 
してゐる。外にナル チスムス 0抵抗と IK ふ も 〇をも論述 
し、 該抵抗は殆んど難攻不落であまた罪感の抵抗 
は•それが同一化 rc 依 prws けられた」罪感で&い限 
り■その示顯辻極めて困難であると言つてゐる。ナルチ 
スムス及罪感の揩抗は所謂治锻の陰性反應を澌らすもの 
でI此所に分析#の試金石が示される譯である。從つて 
此の抵抗を如何に處踨するかと云ふ事が多年の宿越とな 
つて®つた。最近 メラ ニ H •クライン、 エド ワ 1 K •グ 


ラヴァジォ I ン *9 ヴィ了及ひ メリク，シ 4ミテべル 
ダ等の研究は、此の難11組に多大の照光を投げかけたの 
である0 

二、全能念虛に據り支持される 

否定とそれに據る防鹅 

嬰兒畤代には抑壓以外0他0防禦が働いてゐる事はフ 
ロィド も 述べて ゐる3 が•その本體は何物であるかは明 
らかでない。唯彼の云った「否定は抑壓の理智的代償で 
ある」 と云ふ言葉は此の防御 1 C 關聯 U 何かの喈示を與へ 
てゐる樣 m 思はれる。ナルチスムスの抵抗がその緩和に 
困難 & る 所以は、 否定に依る防禦が全能念 ® (ナルチス 
ムスの木質)で支持されてゐ ると 云ふクラインの主張で 
說明出來るであらう。否定が若しも道理の力で說伏され 


稍神分析に封し日本人が示す抵抗 
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よぅとする時に益々頑强とな りゆく ものとすれば，それ 
はその裏面を支持してゐる全能念虛の爲だと合點して差 
支へないであらぅ。總て防禦は，侬つて以つて防禦され 
てゐる事態を和らぐるにあらざれば緩められない(ダラ 
ヴ T 1) のであるとすれば，否定そのものに對し直接 H 
夫を凝らす事の全く徒勞な〇を，我々は知らねばならな 
い。 lit 所に於てか我々は否定で防禦してゐるも S は果し 
て何であるかを究め I それに分析的努力を注がなければ 
ならない。 

三、心肓中心の錯雜した防禦網 

リヴィアに摅れば•否定で防御¥れてゐるものは不安 
と憂體狀態である。不安はリビドー化】 ilnilion で 
緩められ(クライン〕.齋爵狀態ば賠償 ( KeBtitution ) で 
和らげられる(シデべルグ )0 が、加虑性がその 絕 m 
に達し(生後六ヶ n よ P 1 苹迄$問 ： r 口唇性感の获现 
(主に咄乳による)以外に尙ほ未だ攻擊慾としての外向 
が不充分な時代への返行又は定瑢が深いと、9ビドー化 
は難事であり/またナルチスムスへの退行は■賠償行爲 
(主に强迫症として出る)を不可能ならしむ。否定 1C 抜 
る防禦は斯くしてそれ自身有爲轉變を經由し•極めて錯 
雜したる、しかも稂緻なる防禊網をつくる〇防魏網中般 


も M ^ic 示 3 れるものをクラィンは心窗 (seotomizp tr r 
or domul of psycllfosaluy) と呼んでゐる。心盲は投 
出，搦取.轉位•その他の抑壓前期の防魏で助けられて 
ゐる〇 : :: 

四釣合抵亂の恐怖への 

. 防_としての抵抗 

防^網は錯雜であ〇が爲に絕滅し難く、精緻であるが 
爲に揋亂され易いのである。絕滅し難いのは難攻不落の 
觀$:與へ"褪亂され易いのは、銳 S 感受性を示すのであ 
る。兩漭共その翦面には常に金能念 E が砌き，それを加 
聲して S ) る。それは最も恒久性%帶びた、而も nfl 斷&く 
搜亂され深とする釣合 stai quo の保留を企てるので 
ある。釣合は堪へ易い狀態をつくる。所謂因循姑息、事 
勿れ主狡が守られ、彌縫的安心立命が獲られる。それを 
榄亂させる事は平地に波を起すのである。此の心现機制 
は多くの®協で出來てゐる。被分析背は分析の迆歩を欲 
しない、それかと云つてそれを褪めない。彼は分析を受 
くる祺で一穂の釣合を設定した。それを破られるのを恐 
れるのである。彼は飽まで變史を望まない •現狀維持を 
溫 守す る。分析者との關係で設定された釣合を提亂され 
たくない (去勢恐怖)ので ある。 


% 


37 


五、ナルチスムス抵抗の頑强なる一例 

例へホ自分が扱つた葸者の中に足掛け五年になるも0 
がある。始めたのは二十六歲の時であつた"週期的に激 
し s 消極轉嫁が示され、その fill 進步が殆んど全く遮られ 
るので、分析を停止するの止むを^ない事も M 々あり、 
また本人の中出にょり中止した事も數回あつたが、二一 
ヶ月の中にまたやつて來る。症狀はクラィンが叙述する 
バラノィ了の投出に加ふるに否定が强く示されてゐる。 
機嫌が好い時でも殆んど註釋は受けない。®兒症も可 
なり^しく m められる。少し機嫌が惡い時にぅつか0註 
釋を試み〇と忽ち tit 激してしまぅ。聯想として吐意識的 
理 KI 附"自己に都合の好い"勝手な事柄を喋舌る以外に 
は何ものもないノ砹も■韻强なる柢抗の表示として知られ 
てゐる絕對の沈默が數 R 綾く^もある。そして無琊&註 
文，出來ない相談を持ちかける。此れは金能念®を投出 
して分析奔に榮附けるから、分析漭はどんな事でも Hi 來 
ないも0)はない(■ナポ V オン空想)と云ふ心持の表现で 
ある。何祺も自己 Q 發言に基いたものなら可いが_きつ 
と同一な旬で他人が發言したものは直ちに峻拒すス〇分 
析時問中分析^が試みた註釋中にある文句を¢1時否定し 
去るが，その舌の根の乾かぬ中にそれをその儘自己創^ 
锚神分析1:對し日本人が示す抵抗 


のものとして分祈者を遣込める武器に利用する"健忘を 
支持するの tc 心育を以てするのである。同時にバラノィ 
ア〇特徵である敏感さとあるもの 1 C 對する觀察の JE 確さ 
とを失して居らないのである。 リビドー 化の企！ I は殆ん 
ど失敗に終る。それは註釋中少しでも慰藉となる様な言 
葉が加へられると•分析#は機嫌をとるのである、詔ら 
ぅのであると侮藤の態度を以て應答し ( h スの投 my 時 
と TS と*人を愚弄するものと憤慨する。好意を以て遇 
すれば遇する 程、 親切を見すれば見する 程、 愈々猜疑を深 
め、その翦而に何らかの謀計でもあるものと邪推する"患 
济は飽まで恩を被るのを脈がり、凡ゆる懇切を拒否する。 
賠 fit 行爲がまたひどく禁制3れてゐる。例へば，感謝と. 
云ふ念が意識されない。それを言動で表现するのは業腹 
と感ずるのである。賠愤は ® 際に爲されねばならな S 。 

(Kst it 一一 t ion li to be do Is 】.n reality -8 chmicleborg )。 

假令•意！ i 的であっても、 IK 想では駄月なのである。そ 
れは M 罪(去勢)願望の現®的(象微又は代償物でも 
可)表示でなければならない。それの病的表示は卽ち强 
迎言動(洗滌 症、 儀禮强 ia 症^)である。パラノィアは 
笫二次型防禦であるところの强|£1症狀で防がれるのであ 
る(ダラヴァー ) 
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六、 啓蒙を退けるナルチスムス 

的抵抗と普通人 

前述 CD 患^は極端な例ではあるが、同一の機制 Ir 依る 
抵抗は强弱明暗の逮ひこそあれ、殆んど哿遍的に所謂常 
態^として通川して ゐる 日本人に認められる症候の樣に 
思はれる。殊に上脎階級、存識嗬敎 W 紫•一言に云へば 
ィンテリ級にそれを示すものが頗る多い。自阈の歷史を 
他國人に斟ぶ埃及人、自分の子の歲を他人から聞かされ 
る親.之程深 S 健忘症 I'c 稲つてゐるものは少からぅ。そ 
れは「見て而して見えず、聞いて而して聞えず•言ぅて 
而して云はざる J ものである0「見たい、聞きたい、語 
りた SJ 願望 1 C 對する「見ぬ•聞かぬ、語らぬ」と云ふ 
三猿主義に依る反應柳成である。此れ明かに否定症狀で 
あり，心窗の基礎となるものである。此の防禦が破られ 
か k る時に捲ぎ出される支柱が全能念姐であつた場合に 
頭迷不屈、他人の說を絕對に容れない、啓蒙を斷乎とし 
て退ける事とな P •それが若し外#の現實の大部分を否 
認若くは誤認する樣な恰好で示3れる時に、70ィドの 
所謂 轉跑神經 症狀に 對 するナルチスムス 塑症狀(精神症) 
i 診斷して裝支へない事を我々は知つたのである。 


七、日本人のパラノイア的 防趨と 

アムビヴ r レンツの顯示 

否定で防禦されてゐるリヴ" 7 の所謂不安と憂餺狀態 
は等しく超自我固有の苛酷性に因してゐる。クラインの 
云ふ嬰兒時代に旺盛を極めた加虑性は H デ"ポス前期の 
超自我の基礎となつたものであるから、成熟栽の超自我 
が示す苛酷性はそれに依り遊だしく强められてゐる。此 
の苛酷性に基く不安に對する反踮(防锲)に二通りある。 
一つはパラノイア的投 m (苛35してゐろ側、卽ち超®我 
の)他はマ-一10發作(苛貴されてゐる搦取物又はエス 
〇投出}である (E し veiso 後者の弛緩期 (Eelon 
1£1中に示される憂欝狀態は加虐性に對するアムビ 
グァレンツ反應卽ち罪感に基くものである^罪感はリビ 
ド—化の試みであ〇/その表現の一つが觉識されたもの 
が劣等感であるとすれば，劣等感は常にその積極側、補 
塡としての優等感と一對をなす アム ビダ 7レンツの 顯示 
と 見られるであらぅ。此の 相反 併存性感精が 現日本人® 
特有性の一つを爲すに至つた徑路は、恐らく次の如くで 
はなからぅか。 


39 


八、 劣等感の顯示としての歐米人崇拜 
と面洋學徒の示す憂髒狀態に對す 
る 防 鑕としての 心® 


明治維新以來•所謂世界の大勢に目烧めか k つた日本 
.人はそれょり襲來する急激なる刺戟の爲め一大衝擎(外 
傷)を受けた。その結果常態なる木能醇化(畀確〕に依 
る fll 應性能$:展開するの暇&く、興常態なる補掼、反偃 
構成を以て Rn に合はすべく餘儀なくされた。そして此の 
彌縫手段ば一時的でなく恒久性を帶びるに至つたのであ 
る。_街徹ぎに基く鎖國思恕は俄然その消極補塡， eli ち 
劣^感で示される事となり' 歐米人の祟拜(獨練#念〇 
投出： r 泰西文物への S となつた。そして此の泰西文 
物と0做初の接觸#、その導人の先驅となつたも〇力西， 
洋繆徒であつた。第一に髒學.兵學•次いでエ學、科 
欺、 續いて文學 、美術， その他總て 0 學藝，技術思潮等 
が破竹の勢を以て H 本に流れ a み、凡ゆる社#の階級に 
浸潤した。歐米人崇拜(劣等感)は先づ M 洋學徒■知識 
階級.ィンテリ層を倭し，彼等は泰西人に代つて大衆の 
獨尊信念投出の的となり、欽慕敬服の對象と&つたのは 
强ち無理ではない。西洋の m 物を學び、それ$:椏倣し， 
そしてそれに通ずる事が無上の得意、至商の誇りである 
嵇砷分祈に酎し n 木人が示す抵抗 ■ 


のは日本人 固有の劣等感の補塡であり•同時に此の補塡 

が麗(劣蓮として豪され樣とする)卽ち鍵狀態 

に對する 防槊で ある 事も疑ひの餘地ないで あらぅ。 


故 


九、日本人の島國根性 


歐米人$:崇拜するものが同時に m 木人の歡錄の的とな 
るのを誇りとする(劣等感の賴極補塡、厚ち優等感)の 
は明らかにアムビヴ T レンツの顯示であろ。相反 W 存性 
の一方0顯示は他方の防觀と E られょう U 劣等感の防禦 
として萊される優等感が揽亂される時に喚起される二次 
型防禦は否定であ^^そしてそれを支持するものが全能 
念慮である場合に心1111が示されるとすれば"泰西文物^ 
入 CD 先驅となつた西洋^徒の持前であるかの如く兒ゆる 
僻見、偏執、狹#:等は此の嵇の肪魏と兒做されるであら 
う。所謂學背と稱せられる者の中に常識(现實感)の缺 
如を誇りとするものがあるとすれば、それは心音の認識 
を現 I 1 認識〇拒否(否定の外 报化) に依り防禦してゐる 
ものと云[±れるであらう。现贤認識の拒否は金能念慮を 
以てする ナルチスムス 0抵抗となる。揶取されて 不安の 
源^(リビド ー 化されて ゐない 超自我の樋成要素) とな 
つて ゐる もの ?: 投出して"それに攻擊慾を 向ける ものが 
パラノィア 的防製であり，搦取物の投出が禁制され， そ 






40 


それに内攻攻擊慾を向けるのが憂髒狀態である(クライ 
ン)とすれば、 m 本贝族性は確かに前#の傾向に强 S。 
所謂 rn 本精神•武士逍なるものはバラノィア的防禦の醉 
化と姑られるであらう。朱醇化な此の防辦は猜疑、邪 
推，嫉妬等で示されるものであらう。殊に嫉妬(男性器 
羡望)は去勢恐怖•その防禦又は補掼として、央愛の恐 
怖と共に0辟狀態と關聯してゐる(去勢恐怖 H 愛想をつ 

かされること-フロィド。)僻兄、狹^■邪推，嫉妬 

はパラノィア的防禦網の一部であつて、所謂 n 本人の岛 
國极性を構成するものであらう。 

十、. 反對と抵抗との差 

リヴィアの所謂錯雜したる、而も精緻&る防禦網はフ 
ロイド0ナルチス及罪感の揺抗と密に關聯し、そしてそ 
の眞相は如述の内容であるとすれば、日本に於て立たう 
とする我々分析者は可&り极强き抵抗を -m 期の內に算入 
•せねばならぬであらう。個々の被分析漭が示す抵抗と同 
一意義の抵抗が集 M としての社#からも示されると云ふ 
フロイドの言葉に我々は深く留患して•その發生の根元 
を究め，その輕減の手段を講ぜねばならぬであらう。旣 
に •己に此の抵抗に铬與するものと思はれる個人牴抗 0 
,二の例に我々は接してゐる。一つはフロイドの著普 


の譯容として设も廣く且つ古くから知られた一人が、そ 
0譯書〇一の序言中「此れで(此の譯寄を以て) フロィ 
Fi お別れすろ」と發表した琪、もぅ一つは可なり平期 
にフロィドの紹介に努め、一度はその技法に基き治療に 
應ずべき旨公吿した事のある精神治療家が设迸「描法と 
しての分析に全く愛想を盡かした」と吿白した 4 if 實であ 
る。精神分析を全然知らない^ T 喰 id: ず嫌ひの反對は 
(opposition not S 昏 tans 分析容が M 遇する抵抗をつ 
くるものでない。それは漸次斯學の知_が正しく咀嚼 さ 
れ(反應柳成、補塡でなく〕同一化が澌らされるに從ひ 
緩和されるものである。が、それと IE 反對に分析が或程 
度まで迆渉し註釋から獲られた知識が搦取されたに拘は 
らず同一化が流產した時に (クライン)硬き耑石に でも 
打常つたかの如き狀態が賴く。此れグラヴ 7— の所謂分 
析程過中の第二期、 ep ち抗抵期に入つたのである。前記 
11例の硏究济は恰度此の時期に逡巡するものと 辑做さ れ 
るであらぅ。 

十一、 分析 讀みの 分昕知らす 

分析の知識が反應構成，補塡としての役割以外を果さ 
ないのはそれが深く無意識裡に稂差さな5からである。’ 
論語讚みの論語知らず i 云つた程度の稃蒙を超ぇ&い。 
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« 






* V 


補塡は模做に近 vv 模傲は流行に似る。流行は先醍を以 

ロイドとお別れした」人は道を轉じたのである0 r 分祈 
に愛想を盡かした」人は僻兕卽ち先入主となつてゐるも 
のが、抗抵網の内に織込まれて、保たれてゐる釣合が揽 


V 

J 心宵に依る 


亂されか X 2時墨管れ衾宦對す—言依る 

防鹅と兒られるであらぅ。新思想に m する 恐怖、保守 主 
義、耳を薇ぅて鈴を盜むに近い现實からの神經症的逃避 
である〇 ( 終) 


7 0 兜生額面思宵像•購人者の福音 

フロイド 博士から本硏究所に寄贈せられた大宵像寫眞る裰寫して讀者諸氏にお頒ちして來ましたが、 こ 
の度大概 J3C 譯フ n イド全集原稿を肖像御購入の 方々 の內で御希望の向きに無代 お 頒ちする こと It なり ま 
した。全集譯稿は木邦分析學災上に於ける貴 m な資料として保推せらる、に惯するものと思ひます。只 
^今提供 m 來るものには『快不快原則を超ぇて』『精神分析學の興味 J 、 「ドスト イエ 7スキ ー と父 殺し』， 
『精神 分祈總論』中の各篇などの大物があります。 

原稿です から I つしかありません。原稿を指定して御申込み下さらば"なるべく御 ^ 望に添ふやぅに 
したいと思つてゐまず。! K 稿指定は先着順といたします〇フ IJ イド全集第二期刊行分に就いても御豫約 
に應じます。 

i 肖儆 B 眞送料共一收 一圆五十 錢 (特別 誌 友には 一割 引) - 


前神分析に對し日本人が示す抵抗 
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精神分離症に現れた男性，、〕女性 

木 村廉吉 


自分が 1S 際に觀察した精神分離症 ( s euler の云ふ 
82 -15-017】13115 , 或は1^§115*の云ふ«63<^5 1 1>2034 
早發性痴呆症)の患苕の中、男の患#四十例及び女の m 
容三十例に就いて、なるべくくはしくそ〇病歷や經過を 
調べた結粜を比較して見るに，次の機な相逾がぅかじは 
れた。 

家庭關係では長子なる事が與二 十三 ^に對して女三十 
七^;兩親を同じくせざる兄弟姉妹なる事が男十六^に 
對 して 女は二十 二 ^で、統計としては餘りに少數なが 
ら•兎も角男が多く入學試驗等の髋带や或は他の社會的 
影響が誘因となる 〇に、 女の方が複雜な家庭關係の影鄹 
を受けて現實から遝避する樣になり易 s 事を，暗示して 
ゐる D 

又_兩親との關係では，男の場合は父の嚴格なる素三 


十四^•母の嚴格なる^十六^"父を好み或は父と親し 
い^が二十一^ V 母を好む者が六十七^&るに對し•女 
では母が殿しい老が二十二^を占め"母ょり父を好む苕 
が贝〇二十一妗に對して女では三十五妗を占めて居り、 

ヱデ"ポス錯綜觀念に關する數では扔と女と逆の結果が 
あらはれてゐる。すなはちヱディボス錯綠觀念を ftt 全に 
解決するか否かといふ質的の關係は m も角"觉的の關係 
では同性の親ょりも異性の親と親しみ易いといふ事は" 
正常の場合と同じである Q 

別に奶の神霊宣十名に就いては.父と親しい翁が 
十^,母を奸む若が六十九妗で•その傾向は更に强くな 
つ てゐる。 これは 神經症 5 f の場合の方が病前の感情や事 
實が確實に調べ得るとの相異も あらぅ が"又一面餘りに 
父が嚴格であると過敏な超自我を生じて本能欲求との問 










に强い精聾藤 1 して；一經嫠 f 易 5 f 容易に考 
へ得られる。 

病前の性癖の上では•無口、交際ぎらひの者が男六十 
八^に對して女五十^で"女の方 f'c 餘程少いのは口如^ 
論の達索な傾向は如何なる狀態に於ても與が女に敵せぬ 
事を示してゐる。しかし il £ 常の場合はこの相違はもつと 
もつと大きいにちがひない。女性の雄辯が五十^&ど i 
いふ爪は帶通の摁合には考へられ WC 

肛 n 愛的性格 AlmlcBrakter の强ハ #± 5J ' r 三卜 4 
女 y 四十七％で，反對の傾向—に三十 i 女に十七筘 
で、2かに女の方 y 强いが' これ遙る程度まで女の 
衆庭に於ける役 e や ft 祺の關係から來る數字的影■もあ 
らぅ。正常の場合を考へても同じ 3] p であつて、片つける 
とか物を容しむとか云ふ消極的方而は女性の分措すると 
ころである。 

別に•四百九十八名の精神分雜症の入院患^(扔三百 
六十名、女百三十八名)の病型に就いて見るに，破瓜病 
は奶八十七名に對する女二十八名•證性鬻症は贝二 
十二名に對する女七名、又緊張病型■八十三 f 對す 
る女五十六^となる。男女總數の比率を對激として各病 
型の男女の相瓦的丙分率を求めると，破瓜病型、妄想性 

癡 i 装 SS 五十螽女 S 四十菪 Q 比で兄ら 

稱神分^症に現れた yi 性と女性 


れて、男に稍々多く、とれに反して緊張病型は男三十七 
祐に對する女六十三％となつて、沲かに女に多い。破瓜 
病 や 妄想性癡果症が 幾分と も秸極的であるのに 比して、 
緊張病が拒絕症♦拒食症等の天の邪鬼 Q 傾问を示し、又 
顏をふくらませ口をとがらせるなどの女性特質を多く症 
候として持つてゐる點と M ひ較べて興味が深い" 

又、女の精神分離！ 5 H 羿の病型が5]に比してはつきりせ 
ず永い|10觀察しても遂に定められず、又噪辦痫との確然 
たる！！別診斷を下し難い事が經驗されろ。すなはち臨米 
的には女〇耥神分離症に於てはホワィト A . WMteo 云 
ふ如く，噪鹊病との關係が近いといふ琪迓が见られる 
し，又精神分析的には7 n ィドの云ふ如く女子の y ビド 
1發連の經路が贝に比して不明瞭であり、從つて同執位 
遛が曖味であると云ふ點も或る程度まで窺はれる。(完) 
(編輯者附記)木村氏の論文中には精神病學の術語が二 
三出て^るが、本誌の讀漪には親しみの少 S 諸もある 
取ゆ幺、簡眾に說明を加へておく。「精神分離症 J と 
云ふのは、時にまた「精神乖離症」と譯してゐる人も 
ある。「早發性痴朵症」と同義であることは木村氏稿 
中に解說してある通りである。 

早發性痴呆症は普通に五 ft に分類せられてゐる。 

(一)取一痴果，又は類破瓜病、(二)破瓜病、05 
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緊張病、(四)娶想性瘀型、(五)混合性病型。 

第一の單〗痴呆は早發性痴果に典通なる種々 G 精神轲 
狀を有してはゐるが、その程度が輕微で、別に氣のつ 
かない內に漸次に痴嵌狀態に進み行くのをそ©特徴と 
してゐる。第二の破瓜病は思春期に起 U 勝ちであるた 
めにこの名があるらしく，前^に比すれば"多少急劇 
に發病するが、初期の数ケ月問は不眠、頭痛•食慾不 
振，鹿瘦などの症狀があるばかりで精神症狀はあま P 


去勢コムブレクスの 


• .本號は r 男性と女性」の比較硏究を特輯頤目とするの 
で•その m 要な共通問越である去勢 n ムブレクスに就い 
て研究の大任を課せられたが、幸に米國シカゴ在住 、 F 
イツ出身の分析學教フランツ • KV キサンダーの去勢に 
關する論文 (coucorlli 【一 g the Geness-of the cstratisl 
co -3 psrx;by F . Alexander , lso ) が驻だ要領よくこの 


著しくない。第 H の緊張病と云ふのは何らかの意味で 
患#が精肺又は肉體の或る部分を緊張させてゐるので 
この名がある。眉間5:しかめたり* 口唇をとがらせた 
りしてゐるのが峦通にある型だ。笫四の妄想性病型と 
云ふのは幻资 ，幻聽 、幻視，被蒂妄想•追跡妄想、誇 
大妄想などの主症候を有するものでぁ0。第五の混合 
性と云ふのは•以上四種類の混合して發するものを云 
ふ0 


Ha . 

加藤已酉三郧譯 

問題を說いてゐるので、それを正 [ H に譯してその责をふ 
さぐことにした〇この講義は一九三〇年四月二十九日、 
ラウョ ー ク糈神分析學會に於いて試みられ"後にドィツ 
文の「國際精神分析學 B 誌 J 一九三〇年第三.四合併號 
に發表せられ•更に C . F •メニンガ ー 氏英譯して來誌 
『精神分析評論」誌上に揭げたものであった。 
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X 

私はこ、で或る心理狀態に就いて述べて見たいと思ふ 
が、その心理狀態に關聯して*私の患裳の一人が彼の幼 
時の m 要な夢を想起したことがあつた。その夢が彼の幼 
時の m 大な經驗と關係のあつたと云ふ聲は，去勢恐怖の 
由來に就いての吾々の說に权力な確說を供したのであ 
る。この夢を児た男は一時的不能に惱まされてゐろ若い 
美術凌で，全く忘れて居た幼時の夢を最近兇た夢の分析 
操作中に想起したのだが-この幼時の夢を意_に呼び戾 
した骰近の夢と云ふのは次のやぅなものである。 

r 黃色いチ4キを猗た！！業師か举圆家か5輕業師に 
特有なあの姿勢で、その肉 frs 力を誇示してゐた。その足 
は獨特な踏張り方をしてゐた M 

「_岡家」^就ては、大いに運動して、筋肉を强くし 
やぅとて先日質込んだ運動具を思ひ出した。こ0患者が 
肉隙力を HI 大視するわけは' その前の分析談合の時に解 
つてゐたのだが"强くなりたい i 云ふ願望は、彼には減 
退した性的能力〇代偾であり、劣等と感ずる不快 (C 
打勝たんためであつた。肉體力の買被りは不能想若には 
全く珍しくなぃことだ。 

「黃色いチミキ」に關しては、金と金貨とを聯想し 
た。貨幣は彼には肉體力と同じ役 H をする。それは生萌 

虫勢 n ムプレクスの由來 


能力の代位であり、不能 MC 起因する劣等感に打勝つ手段 
なのだ。 この 劣等感 Q 過度補愤に货幣を利用するやり 
方は亦 M 々見受けるところである〇例へば"人品〇缺け 
て居るのを貨幣で補愤しやうとする戕分限の如き……。 

足の特別な踏張り方では、性交中の女の足の位置を思 
ひ出した。彼は彼自身が女だ、卽ち去勢された、と云ふ 
のは自分の性器が使へなかつたから、と思つたと附加へ 
た。 

この夢の意味は明白だ。患箝は夢の中で、「事實私は不 
能で、女のやうだ(女のやうに足を顿げて居る)けれど 
も、举腳凌のやうに强く、澤山貨解(黃色 VV チミキ)を 
持つて居る」と云つて居ろかのやうだ。この夢は彼の不 
能を慰める爲めに H 夫されたもので、これに使刚された 
機制は減退した超添吹心の&慾に取つて代る肛門性感及 
筋肉性感への退行である。 

こ m 夢はとれ等の關係を彼に說明し•又これまでの分 
析で分明した事を要約する fc 良い機#を與へてくれた。 
そこで彼が不能を補偾しやうとした心现的手段を說明し 
始めると、彼は突然浮んだ幼時の想 出と、 夢を語り出し 
た。彼が三歲の 時， 女中が五歲になる隣家の娘の足を强 
いて開かせて、その XXX を彼に無理に見させた。解剖 
上性に相逭のある事を初めて知つて’彼はひどくまご〇 
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いた。その晚•彼はこの娘を夢に見たが•その XX から 
は美しい長い紐が下つて居て、 彼 自身は その 紐 1 C 吸ひ〇 
いてゐた Q 

この夢は明らかに、彼が前日この少女にベ-ースの無か 
つたのを觀た事實をごまかして居 6 事を意味する。それ 
とは別1 C 、この少年は夢の中で乳を吸ふやぅに性器を吸 
つた m で、 乳を吸はせて貫へない事(口#快感の剝奪) 
の不安をも否定したのだ。女性器を觀た、めに彼の去勢 
恐怖が强くなり、又彼がその上赤ん坊の頃母の乳房を失 
つた幻滅を rn ] 嫌に金く忘れやぅとした反動を示した事か 
ら察すると、彼の去勢恐怖の源 _ M は早期に經驗させられ 
た母の乳房から引離された事である。嘗て以前に立 L びの 
源であつた母の乳房を完金に失つた事があるので，ベニ 
スも失ひはしないかと恐れたのだ。少女 0) 性器を a た事 
はこの恐ろしい期待を非常に大きくした。そこで夢は少 
女は先張りぺ M スを持つて居たと主張する事で彼§:慰め 
たのだ。『ぺニスを持たない人なんて焐るもんぢやない0 
だから. ベー f スを失ふかも知れ/ X いなんて事もあり得な 
い」と。夢はもつと先走りして I 「ベニスを失ふ事があ 
り得ないばかりでなく- m 實人は何も先ふものでなく. 
乳を吸ふ決樂の滿足さへ持つ て 居るのだ、この快樂は詭 
も力づくでも取上る事は出來&い」と e へ云つて®る0 


私に說明の附かない夢の唯 I つの，部ば-長い紐で女 
性器を^はしてゐること^——^乳房とベ il スとの凝縮—— 
であつた。患客がこの紐と臍緒とを聯想したのは奇妙に 
忍へるが、夢を見た三十年後にこの聯想をした〇.だか 
ら、夢とどんな關係があるのかは解らない〇三歲では確 
かに臍緒の存在を知らない苦だ。 

この般近の夢と/それを分折して居る中に再び意識す 
るやぅになつた幼時の夢とを較べる今 m 若の B !] に著し 
い相似點がある。最近の夢では一種の去勢を意味する不 
能を肛門性感の滿足—貨幣—にょつて慰めやぅ i し 
て居るし、幼時の夢では去勢恐怖を 口# 性感で和らげて 
居る。そこで離 fL させられる事と，肛門滿足の 削減と、 
去勢恐怖との三若は、齡愦队 r はしつか0結合され て 居 
り"同一感愦肺に馬して居る と 結論せざるを ^ない 0 
S やそれ以上に、口锊と肛門との二つに關する性感滿足 
の t [ f 恋が性器前期になされると去勢恐怖の生ずる感愦的 
恶礎が準備せられると云つてい X 。子供がその早い性3 
前期0發育中1 C 、快樂には總て終りがあるものだと錄ゆ 
ると1不幸な快樂喪失の期待は彼の中に深く根を張 P 、 
rr くて性的快樂に對して去勢恐怖を以て反應する®を錄 
える。この解釋は總ゆる場合}' C 於て、現實的去勢#威が 
決して起ら&い場合でさへも見られる去勢 コム ブレ クス 
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Q 全般を說明す今去勢恐怖は，幼時の幻滅と快樂喪失 
と云ふ典塑的な性器前期的經驗に深く根差して居る0 
この幼時の夢が想起された條件は亦技法上から見て * R 
要であり、分祈處遛法の態礎原现〇何たるかを明かにす 
るに役立つ。明らかに"二つの夢 k 同一感情恶礎を布し 
て M る。现下6夢が分析され"その锻祚内#が忠漭に意 
識されると、彼は幼時の夢を想起したのである。幼時に 
抑 M せられた m 柄が想起せられるのは常にかくの如くに 
してだと私は確信してゐる。现時の被抑網無意識思想内 
转を意識に槪す^にょつて、同祿な又は同一の幼時0被 
抑蹈物への近が開ける。向分の不能に關して如何に自分 
を慰めやうとしたかを私の患^が自盌して始めて、彼は 
幼時の去勢恐怖を、自分が如何に 支配しやうとした かの 
機制を想起することが m 來た。 

このやうな事愤は、许遍的な技法上の原理の基礎！^あ 
る。それにょればかう斷定せられる，現下の狀勢(勿 
論先づ第 一 に现下の心理的狀態の^驗例として〇轉嫁 ) 
を分析することが幼時に抑■せられた物を意識に^す優 
上の道であると。これを經濟的に^察して见ると鄯惝は 
一®明 {! 一になる。大人に&つてからの抑! n'^ は幼時の狀把 
によつて條件附けられてゐる。これは‘人々が幼時に抑 

去黟 n ムプレクスの由來 


鹏したと同 一 S 情 Q 性5同一2も2を大人 
に なつて からも抑腿すると 云 ふ事を 意味す る。 大人の狀 
勢と幼時のそれとの間の 著しい相 連は、自我の力と 被抑 
腿衝動との間の關係が違つてゐると云ふことの中に在 
る。弱い無力な幼時の自我にとつては、成畏した自我が 
荇易に解決し将る稼な^:藤をも抑壓しないわけに行かな 
い。それ故*大人になつてから抑 M せられた物を意識出 
來る糨になる機會は、それに相 M する幼時の被抑 m 物を 
想起する機 fT ょりは遙かに大きい。換言すれば/ , t 大人に 
&つてから無意識化せられた内容を理解すれば、昔から 
抑壓5れてゐる本能感情に對して自我がこれを潑透する 
力が增大する。轉嫁と云ふ狀勢に於 s て患#は彼の 
幼時からの被抑應狀勢を繰返すが、幼時の自我の代りに 
成長した自我は、この感情と1533はねばならない〇加ふる 
に、轉嫁に於いて働いてゐる感情はそれに相當する幼時 
の感情ょりは强くない。何故な，らば、それは後荠の性驗 
例に過ぎないから.抑 M せられてゐるもの i 全部が分祈 
中に想起されるのではないが"想起し得るものは大體， 
分析漭への轉嫁の感情內容並びに現下の SC 生活上の狀勢 
の感惝內容が愆識されてからのみ、想起せられ料るので 
ある0 C 完) 
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右ご 左の 象徵的意義 (グ H ルナー•グォルフ〕 


发の一文は現在西 ESI パルセロナに t トラ—贫の危雛を避 
けてゐる筠逸精神分析哩界の新遜ヴォルフ m 士の論文でぁ 
so 愧士 U 今パ w 、 y ルボソヌ大學に1 M 座を分搲し•沿 
近興味深い数瞼を行った。 

「右」及「左」の槪念は一定の立级からの方位を表は 
すのみならず、原始部族•中世紀及近 ill 地方に於ては神 
秘的な意味を 翁し， この神秘的意味は年を追ふて其の象 
徴的色彩を濃厚 ic してゐる。今13に於ては右と左の槪念 
は一定の E 的を有する大衆の) S 動を指示すろ。左は最近 
の现れ方に依ると•國際化及國境撤廢の計锻を 表し、 右 
は國家的及分離的計喪を示す。右 m の運動は「獨裁」制 
度卽指導し指揮する個人の支配の下に實現せられ、左芻 
のそれは大衆制權の旗印の下に置かれる。斯くして政治 
の方面に於ては右及左0原理は明確な意義を有するに至 


中 尾 破邪譯 


つた。 

一般に此の fi の槪念は最初の象徴的內容を失ひ、言語 
としての本來の屈仲自在性の幾分を喪ひ、幾變遷を經て 
遂には單なる名稱に過ぎなくなる。科聲の任務の一は近 
代の杣象的な思想の下に腿された古代の象微的愆義の發 
見——時には探險——に在ると云へょぅ。科舉は之が發 
見に努めて力を注ぐべきである。 * 

筆者はニケ年以來の性格分析學上の硏究調燕の結果、 
幾多の事象、並に右と左の象徴的表現に關して多少 ( D 光 
明を得た。 

凡ゆる生物は右側と左側とを宿する。然し人類は右侧 
に對して多大の優越性を感じる。人間が實際に行動する 
のは右側からで あり、 我々の視费も此の E ?: 理に影釋せら 
れて我々が事物を認める Q も先づ右側からである。これ 
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は賞驗の證明する所である。此の證明の確實性は尙繪逛 
を寫眞に複製する場合にも立證せられる。卽對物レンズ 
の兩側を顚倒して右側に在るものを左側に在る様にす6 
と、凡ゆる綃链は右側の效银を求めて描かれてゐると云 
ふ眾なる理由から直ちに似而僞に衷はれて來る。対論、 
人類の中には多數の龙利きがあるが、彼等の中の大部分 
は、股近の硏究に依ると•精神的或は肉體的に缺陷のあ 
る若•若しくは精神病漭である。少數の例外としてナポ 
レオン、ゲ^テ、ベ—卜1ヴ*'ン、レオナルド•ダ • ウィ 

ンチ等は暫く 1 \!を措くことにする。斯くして原始民族の 
RI 1 に於ては左利きの數は#常に多く •時には其の割合は 
右手を完金に使用する漭の割合を越えることがある。古 
代民族も亦之と同じ特色を示し，左から右に走る文字の 
羅列法は軍なる部分的現象に過ぎない。 

動物が左利きか否かと云ふ證摅を發见するのは少々困 
難であるが、此の點に關して行はれた^驗に依ると、一 
般に動物の動作は左侧で行はれる。例へ If 鹿は左の角で 
閊ひ"馬の^ r #" は左であり"右で跳躍する il に手綱を引 
いても思は迮脚で跳蹯す6。獅子其の他の野獸は左足で 
餌食を引ちぎる。 

右と左の M 要性は一股化して? b る凡ゆる傳說に於て一 
致してゐる。左側は f 苦しい、惡魔的な，危險な」、又 
右 i 左の象徴的意義 


r 魔術的 1 C 效顯あらたかな j ものとなつてゐる。右は 
「良くして 1 E しい J ものである。多數の國語に於て「右 J 
と「正 し S 」 或は「眞直ぐな」の雨語は同一の語源を有 
し，「左」と「下手な」或は「歪ん tf 」 の兩語も然0で 
ある。 例へ ば 前者は佛語に於てはいづれも ^0 it であ^ S 、 
獨語では 3 cht であ P 、 後#は佛龉では VV づれも gaucr 
であり，獨語では一 : nr である。惡勉は常に左に居り， 
糜術的な若しくは宗敎的な動作は常に左側から始まる。 

架喪の中にも I 或6宗敎戰爭の場合にベンジャミン部族 
の中から「右手を使はない」七百名の典士の迸拔された 
ことが, ie されてゐる〇 

此の原則は人間0顏貌に就ても明かに觀察される所で 
ある。例へぱ B 眞に撖つ T も•顏の左半而と右半面と0 
間に如何に大きな相違があるか r 容易に解る。先づ陰 g £ 
を折半して右半而を燒附け lm に之を ill して左側にも同 
じ右半面を燒附ける、同様にして兩侧とも左半面の寫眞 
を作る•こ0二枚の寫眞は全く共の表現の型を異にし、 
二人の違つた人々を夫々 B した钹に見えるであらぅ。 

右半面は我々の經驗の基礎となつた雛型に類似し"之 
に 引 代へて左午而は無感赀 な、 種族の特徴を反映する表. 
愦を示す。右半而は生活的 fe 印象を與へ 、左 半面は暗 
い、沈んだ、 或は時には一晤智的な" 抽象的な、 神秘的 






50 


な印象を與へる。各種の肖像に摅つて捋た贤驗の結烘は 
近々一冊に纏めて刊行する豫定である。不思議な ことに 
は蔽；一術作品は、幾多の變遛を經て生れた歐洲〇もの i み 
なら中，野 a ! 人、 希 M 人、埃及人、 ゴチク 時代の 繪盡， 
彫刻，兒宽の素描に至るまで皆同様の法則の下に支配せ 
られて ゐる。斯ぅした經驗、殊に葬式の假而、木乃伊に 
现はれてゐる樣な死の錯錄的表現に影鄹を及ほした跸驗 
から 生命©法則が 杣川される。卽ち 、此の法則に攄れ 
ば、右側は倘性に應じ、左側は宇帘性、鉱結性、赪族の 
連繫，超側人的粘神、她に崩壞、死を說明する。此の法 
則は励物の世界に於ても殆んど不變である。動物の顏貌 
に就ても同じ經驗を繰返へ せ ば、結果も矢張り同一であ 
る。動物の右半 M は牌注的， M 人的表现に合致し、左半 
而は其の種族の俾遍的、典型的表現に一致する。 

以上の結®は尙之を深く確めることが nl 來る◦「右半 
而苑」及「左^ M 宛」の先の背像を或る人に示して"之 
，を性格^上から批評させるとする、其の人は恰も我々が 
右に說いて來た羞別と In] じ方向に常に判斷を下すであら 
う。其の中で深く興味のあることは耥神病漭の示す反.應 
である。寫眞の中から彼等は「左半而宛 J のものを獨り 
で選び出し、之を凝視しながら■やがて死に就 S て語り 
出すであらう。之に反して健全なる者は好んで「右半面 


宛」のものを選び出すであらぅ。右が侗性に應じ、左が 
棘に 應ず るとすれば、左利きの器が個性を持たない0で 
あるから明かに、多くの場合に於て劣等性を示すのは當 
然のことである。他方、然し又同一の理由からして、左 
利きの中に個人的性能を超えて種の勢力を保祈する超社 
#的人物が出現する0も不思議ではない。原始種族及動 
物が左利きの傾向を布するのも、之に倣って理解せられ 
る。 と 云ふのは、彼等の中心勢力は恰も種の特質的勢力 
卽ち生殖であるのである。斯くして®後に我等は、近世 
卽ち個人支配の近世が「左」翼の原則 t 卽ち II の勢力を 
統合して個性に 反抗す る原則に對して 脅 成を 感じ、自衞 
を企てる狀況を理解することが出來る。 

t ハクの分析も亦我々の所說 1 C 大&る論據を谢すものであ 
る。夢の表出は神話及魔女物語のそれに類似してゐる。 
個人の生命の法則は同一であり，人類の生命のそれに一 
致する。母胎内の胎兒が人類の金變遝の痕跡を轲する採 
に、我々の魂は永く {チ{山的、原始的法則に支配せられ 
ス0夢の中で左が1]1要な位遛を占めることは、之亦現在 
と過去の世界の問 S 相關を！15すものである。 

最後に結論として、再び政治界に於ける右とがの m 要 
さに立ち返らぅ。 
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凡ゆる大衆運動は象徵的關係の意識の燃燒にょつて或 
る種の级徵 if 1。 f 裏 S 1 類似十 
字形(例へば卍形)を選ぶのも—それは偶然の I 致に據 
るのではなく、寧ろ秘密な關係の直觀的認識に據る〇で 
ある。十字形は實に深い意義を权するものであつて、右 
に廻るが如く見えるものと•左に廻るが如く^えるもの 
との二種 1 C 描かれるが、いづれも數々の傅統的您義を備 
へてゐ50左に廻るが如く II えるも £o は本來 r ッヮスチ 
力」と稱せられ、支那語の「二千」から m で' 共の用ひ 
方に^じて「全」卽ち地上の全祺物、地上の帝國竅，全 
世巩を愆味する。 n 本語では「ッヮスチヵ」は永遠の坐 
命を意味し、怫敎では「永遠の述命」•全への融合を裘 
はす。要するに左迥り十字形は集含關係の標識である。 

右廻り十字形は、神話の中で人 fin に敵意を抱いてゐた 
「氷」、「石」の二巨人を倒した善神「トル」の槌を表は 
し、原素的勢力を人格化したものである。卽ち戰爭の象 
徴、集合的勢力を抑腿する個人の象徴である。 

此等の象徴の犖引力及效见は理性の注意を逸脫し•潸 
在意識の奥嵌に沈んだ生命の ri 的法則から浮び出る象形 
の光彩として.又以上 [r 述べた右と左の 1st 則の如き頭初 
の原則の結趿としてのみ现解せられてゐる。(了し 
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或る偏食兒童の、レ理 


紫 i い程蒼い顏をし，瘦せ細つた十歲の女の子を私 
は前に呼んだ。彼女は"クラス中で最も身體が小さく肖 
氣勝ちで*成錯も行儀も遊だしく劣等であつた。その骨 
張つた顏には■自棄的な反抗的な陰慘&表情が滿ちて居 
り、額には子供らしくない深い溝が縱に二本まで 通つて 
ゐた。私が今呼んだのは、彼女が管の樣に遲刻し、宿 
f 無視し、忘れ物 f ? ついて製する爲であつ 
た。しかし、今まで度々の訓戒も效艰がないのでほとほ 
と手を燒 S てゐた。彼女の僧 M と■怨みの顏を見.下し 
て、遂に私は訓戒を止めょぅと決心した。 

「お前のお父さんは靴屋の職人だね•每 !H 仕事がある 
〇かい ？ J 

子供は宵を振つた。彼女は二階借 P の身分である0 
「お母さんは何をしてゐる？」 


大束視 一 

「赤ん坊を負つて內職して^す。」 

「五年の兄さんは何をしてゐる？」 
t 戸外で遊んでゐます。」 

「お前は？」 

「學校にゐない時は何時も赤ん坊 c 女)を抱いて遊び 
ます」 

「外では友達とは遊ばないのか J 

「ぇ 、 OJ 

「宿®をしなかつたり遲刻したりするのは、其の爲か 
い？朝學校へ來るまで赤ん坊を抱いてゐるのか？」 

「ぇ气」 

以前から私はこの子に偏食0疑ひを持つてゐたので， 
次にかぅ訊いた。 

「お前 I 御飯は..どんな物を食べてゐる ？ J 
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「御飯少しと溃物だけです。」 

「外の物は 嫌 ひかい、 甘い物も食べない か？」 

「漬物の外は皆嫌ひです。」 

T 家の人は何を食べる？」 

「5:やお魚やトンヵッや、御窠子も食べます 。 J 
「御 S 子は誰が食べるのだ？」 
r 大て s 赤ん坊が锭べ±す。」 

「ぢや•お前は赤ん坊にお苋子を食べさせて•自分で 
欲しくないか？」 

「ほしくありません^ 

ns 、 いつ頃からお前は渍物嫌ひになつたの 
だ，赤ん坊0時からかい？」 

「七つの時からです〇」 

「その赤ん坊は幾つだね？」 

「三つです。」 

「赤ん坊は可愛いか？」 

「可愛いです。」 

私は思ひ當つた。突然の理由のない偏食癖と競爭若と 
しての赤ん坊の出現の時期とは殆ど一致してゐる。私は 
翌日•更に母親$:呼んで訊いた。 

母親は li 草股を穿き.問組の赤ん坊を背負つて敎室に 
入つて來た。彼女は「全くの話、去の恥を申上げ&けれ 
或ろ偏食兒童の心 m 


まならねえので J と云ふ所から口$:切つて，先づ自家の 
貧窮を訴 r 次に I 般的好1に伴はない1の存在す 
る事を講釋 し、 吾 _ 分議如何に二六時中、子供の事 
ばかり心配してゐ6かを力說した。彼女0抱いてゐる敎 
育上の理—■、經濟的必然昼に、結 S 自由主義 
に陷らねば&らぬ事を淚と共に語つた。 

「 T ? も良くした物で"上の男の子二人は大變活潑で、 

I しよつちう外で遊ぶばかりですけんど•あの子は本當に 
私の云ふ事をよく聞 VV て手傅つてくれます。親爺の什事 
のあるなしや、貸錢の人り高を毎日心配してくれるのも 
あの子だけで御ざ了ます。」 

彼女には' 其の子が學校に於て學業操行が劣等である 
とか、敎師に對して反抗的であるとか云ふ事實は■殆ど 
理解し難い所でありへ又取るに足らぬ 4 K であつた。子供 

は家で 從順で ありさへ すればよい ( Dt ; から-0 

しかし、その子の不健康 i 偏食については"彼女も些 
かの關心を催した。彼女はかう言つた3 

r 體の弱いのは生れつきで御ざ了ます。本人が好きな 
ら何を唆べたつて&いぢや御ざアませんか*この二三年 
で急に好き嫌ひの變つたのも矢張り年のせいで御ざアま 
せう0」 

私はすつかり閉口して1ともかく健康〇爲 t 表面 3名 
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とし，「偏食、干供らしくない心 M や手傅ひ、赤ん坊の 
執救、」を饑じ*「戶外漣勁と宿越の勵行、遲刻の全廢 J 
を命じた。特に僉物の變化と榮養について多少の關心を 
持つ事を希望した〇彼女は屑をそびやかし"口をふくら 
ませてから答へた。 

「それはもぅ应く存んじて思ります。私も時にはぁの 
子が可哀さぅになつて、金さへぁれば三四年前の樣にデ 
バートへ連れて行つて， ラィス カレ—や蜜 s くら ゐ胺一 
杯食はしてやるので御ざァますけんどど 

果して數 H 後の作文に、その子は母親とデバ—卜で身 
分不柑應な蔹遊をした m を迸いた。私は" VA じめな子供 
と*醜い母親とが"デバートの食堂や起ルが f 典の突發 
的な现想を滿足させてぬる時の悲恰にも沿嵇な姿を想像 
した。 m 舍^や^03#の持つ、日常生活から全く遊離し 
た安易と快樂への笑ふべき现想が•如何に T ' 供の心理に 
影^するかといふ事 1 C も思ひ及んだ。 

月に一度くらゐ、デバ！卜の豪遊(生として免ふ事) 
に連れて行かれた子供が，妹の出現と經濟的 m 情の爲 
に、その享樂を斷たれた事と偏兌との fin の關係を考へて 
E た。私の推觉は次の樣でぁつた。 

——幼兒時代に甘やかされた彼女は、姝の出現にょ〇 
て急に變へられた自分の待遇に對して次の機な態度を執 


つた。 ep ち•一つには偏愈によつて雨親の愛への拒否と 
抗議を表はし、一つ1:は珙業も遊戯も投棄て i ! n 中赤 
ん坊を世話する祁によつて"新來容ヘの妥協とその赤ん 
坊を母の手から奪ふ事を策し，又一つには母へ絕對順從 
であると同時に父(及び先生)には非常に反抗的態度を 
見せるのである--と。 

私は彼女に、兩親へ幼兒的な過大な愛を要求する S を 
止めさせ，兩親への定着及び妹への m 憩を解放しよぅと 
努めた。兩親は雨親、妹は妹，自分は自分といふ考へを 
確立 させよぅ i した。彼女は兩親への怨み-赤ん坊への 
憎惡を想起する時"非常な衝励を受ける樣子であつた 
が、漸次に私の計遨は成功した。ーヶ月程で彼女は偏食 
を 止め、 妹の傍を離れ•珙業の方も多少上つて來た。顏 
色もよくなり、幾分肥つて來た樣であつた。 ( 完) 

心现が發達し 

て來るにつれて食物の嗜好も變遯してくる。 

t £ 食物め蜂# ^^^ K ^ iii £ 的で - ^ '〇分析處置 

が E ： 腸に影驟することは著しい 。 (KV 
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結婚恐怖症の分析例 

北山 隆 


镟報 M に揭げ VJ 1 S やぅに、米 U 拒住、ドィッ出身分析游 
7ァィゲンバゥム氏は疫逝せられ17:0氏は常硏究所と親しい 
關係にあつた0で"1\:か弔マろ蓝味にてこ、に氏の踰丈0^ 
P. Feigen プ sill; Structure of a Case of Ga'lsphobie 二 930 の 
大要を紹介す sj 
X 

彼女は現在三十才で十一年前に結婚し、旣に十才の女 
兒を持つてゐた。平素は陽氣な女で非常に昔樂とダンス 
に熱中し、 m に散歩•旅行•乘馬と云つた様な肉體的運 
動を好んだ。元來向分では窭とし母としての生活に滿足 
してゐるつもりであつたが1結婚後一年して，突如ある 
恐怖症狀が起つた。しかも"その發作の鹿に實家へ歸つ 
て兩親の慰撫を受けると直ぐ恢復すると云ふので，遂に 
は贤家から還へらうとしなくなる始末であつた。事^こ 
の十年の問、彼女は殆ど實家で暮した。 

葙婚恐怖! 1 E の分析例 


その發作は、輕い骚1 r 袋語，不眠等に始まり，踅い 
存には一^特に彼女に婚家へ歸る事を勸める人があつた 
り、又は彼女 CI 身で3!;の方がょいと考へたりした時には 
必ず數 m 乃至數時問に 7 L つて起る0だつたが^ —金身が 
霞るえ*落ち込む様な感じが胸元に起こり、 n の鈍痛が 
あり、水が#みたくて什方がなくなり"それが TH 點に達 
すると"口に何やら吧へ出すので4>つた。その唱へる事 
にょつて幾らか氣がすむらしかつた。(その言葉の中には 
明 { H に死の不安を表はす物があつたリ) 

注目すべきは"かぅした發作の起ろのは"彼女がその 
胆前に、母(生家)の世話を熱心にやつた時であろ m で 
ある。彼女は常に「母に何か變取が起りはしないか」と 
云ふ事及び「僧-惡の感なしに、 M を見たり與〇祺を考へ 
たりす る事は出來ない」といふ覼念を强迫的に恐れて居 
外出先で母0安^ 1C 對する位拙力^常な？ r - r # 作と 


I 
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なつて m れる場合すらあつた。 

母への忠實と親愛に引換へて、彼女は常に父親を惡く 
云ひ.不從顺.で m 暴な役に立たぬ人間だと责めつけ，分 
析中に贤銳の事を云ふにも常に「母の家」と呼んで、決 
して「父©紫」とは云はなかつた。 

彼女の結婚虫活はどぅであつたかと云ふと、勿論不感 
症であつて性行爲を忌み嫌ひ、た e 長い問自己の XX に 

觸れてゐる事：-「永遠0剌戟 J と彼女は云つたが- 

のみは多少の滿足にな' S らしかつた。 

右の如き神經症の由つて來たつた原因について、分析 
〇敎へる所は次の様であつた〇卽ち.父への强 S 近1愛 
的衝動と共れに對する抑壓及反動的傾 IS3 の現れとしての 
同性愛放びに母への定费。之が原因として最大最强のも 
のであつた-と0 

各症狀について詳言すれば、第一に彼女の不感症 i 變 
態性慾に關 して(£ 1 彼女が九歲の時、ある男(それは tc 
に父であつた)から性的誘惑を受けた都に契機あること 
が注意される。之は他の本能的經驗と： H ハに彼女の興性嫌 
悪を將來し' その爲に正常の性的發展は防げられ I 異性 
愛的傾向は 阻まれて 母への定涪に y ビド— が悉く 吸上げ 
られてしまつた 譯で ある。 結婚後•彼女は夫と 母と を同 
i 化し、母への死の願望と不安を も 夫へ轉位 した€>であ 


〇て、彼女が夫と窺を持つ事の出來ないのも此の隱れた 
同性愛の爲であつた。 

この「母が死ねばよいと云ふ願望」は當然ひどい抑 M 
を受け、 m 罪的励機から母への過度な愛情と不安が起つ 
て來たのである。理論的に云へば"彼女の超自我は自己 
の原始的&エスが持つ愤惡に攻めつけられて、過度な不 
安といふ變妓によつて巧妙にも其の苦痛の重荷を M 自我 
自身で引受け，それによつて「母が死ねばよ si 云ふ願 
望」を滿足させてゐたのである。 

母親への强い執薄と同居願望とは彼女の無意識にある 
「母が死ねばよいとの願望」と一見全く相容れない物の 
樣であるが，實は此處に恐怖症の典型的な機制及び神經 
症獨特0傾向が見られろのである。彼女が無意識に於て 

自己と父親とを同一化する-男性的態度をとる—事 

を、父への相反並存的態度こそが此の神雛症の核心であ 
つたのである d 

ダンス综の活潑な動作を好んだ事については、贝性的 
傾向より來る物の外に"アブラハムの所謂「神經症衮が 
持つ、動く事へのタブー的恐怖」が反對の形に於て變形 
された物として存注する事が想像される。 

八ヶ月0分析によつて彼女の肉體的症狀は消失し、口 
に何やら唱へる事及び種々の不安も止み、性生活も常態 


I 
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へと快復した。そして送に十年間執着し綾けた母の許を 
去つて、新く自分の家庭を立派に作0上げ、一個の旣婚 
夫人として又親として獨立した。 

以下に，最初ょり數 M に般る分析治療の經過を報吿し 

ておく。 

篛 I 回 

M 夫人、背の低い、筋肉質で，仲た力强い腕等，一般 
に男性的外觀"聲は太く抑榀に怒つ仁様な强い农现があ 
る〇まるで咳が胸に支へてゐるかの様な•叉は固く縛り 
上げられた者の嫌な洽好を度々する。肉分でそれに氣が 
つくと急に姿勢を變へる。聯想は困難で連續せず、數秒 
をおいて爆發的に反應する。輕い憂！ r 病氣に對する不 
安0 • 

露 —— 表面に ii ぇろ父への同一化。母親への m 行傾 
向、寢來で胎内的な姿勢をとつてゐるのはそれと關係が 
ある。猜極轉嫁の微候として恐怖、罪の意識などあり。 

第—回 

患者 a ) 夢 —— (赤ん坊を持つてゐる)義妹が來て、子 
供が荷車に嶸かれたと齿げた◦彼女の小さい娘は外で馬 
に乘つてゐた。でも彼女は M かなかつた。何故なら蛛も 
一向興遛してゐ& s ので、彼女をからかつてゐる©だ思 
つたから0 

結婚恐怖症 Q 分析例 


X ——彼女は浴衣とセ I 夕 t しか着ないで寄席へ行つ 
てゐるので困つてしまひ"聪かしく思つた。 

又 I 彼女は暗い 道に 立つて恐怖を感じてゐた 。そこ 
へ一人 s 女が來て「一緖に散步しませんか？」と云つ 
た。 

聯想——彼女が散步ゃ乘馬を好む事。前梃寄席へ行つ 
た讯爿一人の女」は老人ではなかつた。彼女は一人で外 
出する S は殆どない。 

夢の分析——不安と焦燥の夢であり、 m 大な心的菸藤 
が明白に見ぇてゐる。疏初の夢に於ては義妹と去勢コム 
グレクスとの同一化による男性器嫉妬及び之に對する願 
望が兄られる o ( 荷車が子供を礫いた事に〕他の夢には去 
勢コムブ1/クスと深い關係のある露出傲 I が表はされ、又 
母への退行的傾向も見ぇる(暗聞への恐怖)更に分析％ 
と母との同一化が、彼女と散步をしよ、？ i 云ふ女によつ 
て示されてゐる。 

要點 I 性への恐怖、死、それへの羝抗〇母への退行 
的傾向，(死？)露出慾。以上三者はみた去勢 n ムブ V 
クスに關係があるらし。 

第四回 

^^暗い部屋に走り戶がある v 母がその戶を押し戾 
した途端に母が話し出した。まるで氣が狂つた樣 m 。 彼 
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女は濺いて外へ飛出し*人を呼ばぅとした。しかし母は 
やがて哿通に話す機になつた。その時に急に彼女は赤ん 
坊を抱いてゐるのに氣がついた。 

聯想 —— 彼女は娘を生んで、六ヶ月してから山へ行つ 
た。彼女はそこで氣 S : 失つた事があつた。「氣が狂ふ」と 
いふのは"氣を失つたと同じ事な otf ◦夢の中の母親は 
贤際ょり老けて見ぇた機/<;。部屋は丁度こ0分析敦の部 
屋と同じであつた。それから又「氣が狂つた」といふ事 
に關しては•彼女自身が度々氣が狂ひはしないかといふ 
恐怖に捉はれるのであつた。それに彼女は、分析療法に 
於る自山聯想法と「氣が狂つた様に話す事」とを•一種 
特別に關係づけて考へてゐた。子供につ S ては、彼女は 
この十年間子供を抱いた事がなかつた。 

夢の分析——典型的な轉嫁性の t ハ v 分析苕と母との同 
一化*去勢コムブレクス ( M 性器羨望、 M 性器としての 
子供を持つ祺、無生物時代への退行的傾向(死の衝動べ 
分析盏と母との同一化 j 抵抗。 

第五回 

夢-小さい火事、それが大きくならない中に誰か r 

消してしまつた。大きな焰ではなかった。彼女は義妹の 
男友達を一ん a た。 

聯想—十五歲の時、彼女が勤めてゐた商店に火事が 


EI つた。その時の煙と興奮と、そしてヒステリー性呪文 
發作の中で一番ひどかつた時の恐慌とを想起した。 M ち 
彼女はもぅ一つの火淇$:思出した。それは彼女の茲所で 
起つた物で•彼女が叫ぶと父親が飛んで來たが、父は光 
景に怖れをなして何の役にも立たなかつた^友達」とい 
ふのは、彼女は遂に一度も會へなかつたが、間く所にょ 
ると大變背の高い良い男で' a 妹はその扔の事を何とも 
思つてはゐないと云つてはゐたが。 

夢の分祈 I 男性器空想(勃起/小さい焰が大きくな 
る* _しい背〇高い男)。父(分祈 stc 對する失望と不 
信用(大きくならない中に消してしまつた。深い所 K 
は去勢コムブレクスが明示され、彼女が53性器のない女 
性であるといふ性決定に 7 R 服する事への嫌惑と、與性器 
を與へなかつた，兩親への非難が示される。 

第六回 

夢——(分析銮)に他の場所で#ふ爲に彼女は步いて行 
つた。そこは rtT 間で翳學實驗室であつた。分析衮と今一 
人の膝容が居て、分析者は半分藥の入つた瓶を手に持つ 
てゐた。 そしてから 云つ た。「これを お飲みになる とい 
、の だが。之は貴女の爲に作つたのです 。 J 

又，彼女が前に勤めてゐた所の樣に髙い場所にある部 
屋〇一隅に分析泝がゐ て、 靴歷の採に靴をこしらへてゐ 
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た。 r お磬者が靴を作るなんて可笑しい」と思つた。分 
析赛は別人のやうに見えた。 

X 、彼女は自分の家の方へ上つて行〇た。寶際〇家と 
は違う0だが。彼女は手に包を持つて自分の se の方へ上 
つて行つた。彼女の直後に一人の若い男がゐた。その男 
もやはり包を提げてゐた。彼女は少し怖くなり，男が彼 
女を追跡てゐるのだと思つた。で"少し速く步き出し 
た。一人の小さな贝の子が「あの男は货女をつけてゐる」 
と云つた。家に入ると彼女の旣婚の兄•その妻、その小 
さな赤ん坊がゐた〇 

聯想——後：にゐる坍は分祈荠の事であろ。二人とも同 
じ包みを持つてゐるのは"彼女が分析^と同じ樣に考へ 
る^を分析^は强ひてゐるからである。「男の子」とい 
ふの tt 寶際彼女の衆にゐる。 

夢の分析—分析#への積極轉嫁(瓶は母を表はす〕 
と共に嫌惡が(も I 人むると云ふ所に)見える〇藥瓶を 
得る事は M 性器狼得の意味がある。從來しは<出てゐ 
る「小さい物」といふのもさうである。分析^を輕蔑せ 
んとす(去勢する)傾向、卽ち靴 M だといふ事、分析背 
に對する兢爭意識(二人とも包を持つてゐる ) 

後に跟いて來る若い與は分析者であると同時に•更に 
父.男性器•子供の同一化、ひいては焚便へと迚紐する 
結婚恐怖症の分析例 


同1化を示す物であ0。又忠者がょく£1ぼしてゐる搜性 
便泌は男性器抑留を窻味する。つまり女 XX から取去ら 
れた男 X X を肛門に於て保持せんとするのである0 
要點^—分析涔に對する相反並存的態度をこ X にも示 
してゐる。肛門性感、便祕の心理起源、刃性器保持願 
望。 ， 

第八回 

^—何所だか判らない家に居た。どこもかしこも目 
茶々々で、狼狽した時の樣にいら< してゐた。膝 igo 
樣な部屋に彼女の_妹がゐて、一人でべプドに媵てゐた。 
寒い日で風が烈しく■力—テンは窓に當つてバタバタし 
てゐた。彼女は r 何故窓を開けて©くの？，新しい空氣 
が吸ひたいから？」と訊いた。窓の外にはグニフンダが 
あつて、も一人の義練が其遨で赤ん坊を抱いてゐた。 r ど 
ぅしたの•その子は黑ん坊みたい 1 C 武黑ぢやな5の？」 
と彼女は云つた。赤ん坊が泣いてゐるので義妹はゆす0 
乍らあやしてゐた。そこで目がさめた。 . 

聯想^——力—一 K ンのバタ^^する事については、昨萣 
寒かつたので彼女は窓の開いてゐるのを苦にしてゐた〇 
赤ん坊については■彼女 Q 夫 Q 妹がこの頃姙娘した^を 
彼女に吿げて • r 藥品を使つて姙娠防止を試みてゐた r 
に失敗した」と云つた。彼女は黑人の赤ん坊が好きで 
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先日こ X へ來る m 単の中でも一人 E た。「あわて i ゐる」 
といふのは、 昨日彼女は此處へ狼狼て i 來たの であり、 
_ 室の P な」 とは この詼療室の事であみ。尙 、彼女は 
ヴ_フンダ付きの家が好きであった。 

夢の分折 —— 寢室に於る彼女の實際上の冷淡さが赃婊 
恐怖を强め H ゐる。この去勢恐怖が分析療法に轉嫁3れ 
てゐる 0 + . 

備考—母たる禀，叉は女性たる事への反抗。 

:: X 

I 右の症候に對する分析的診斷 
ゾ l '( a ) 肛門期及び男根期の定着。 

< b ) 著しい去勢恐怖。 

?) 胎內への退行的傾向。 


( d ) 夫に對する相反併#的態度，.■及びそれに由 
來する諸種の態度。 / ' 
( ey 轉嫁の困難及び抵抗。 • 

一 r 父れ愛に對する失望と不信用とが彼女の異性愛的 
傾向を全く破壞してしまつたらしい。その結课として母 
親へ定着する祺になつたが、れつきとした同性愛には陷 
らなかつた。 

三、不安症狀はどぅ.やら去勢恐怖に根ざしてぬるらし 
く、不安の直接原因は母の死に對する願望への恐怖でぁ 
る0 

尙ほ其後引き羧いて行はれた分析も•右の診斷を確瞭 
する所がぁつた部を附言して證く。 £© 


福澤 I 郞滓畫研究所 (最新畫風敎授) 

本鄕區駒込動坂町三二七番地 

: 詳細は右へ問合せられたし。 
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r Jur 




時 


評 


時.. 言二題 


大槻憲 


I 、豐太閤の誤てる败策と今日 

移蔬孝次郞氏は、戰带社すればする程その國 M は强くなると云つてゐる5 
うである。租は氏の論一者を精しく讀んでゐるわけではないから-この紹介に 
就いて文献的塞を持つこと S 出來 S が，相當傾倒したことの 
ある人から聽いたことであるからこれは恐らく誤りの&いと/ j ろであらうと 
思ふ。或は氏の言說 i し&:くてもよい。一 {19 にファシズムの哲學漭たちはさ 
う云ふ意見を持つてゐるらしいことは疑ひの餘地はないやうだ。無論この言 
葉が全部的に問違つてゐると、私は云は5としてゐる〇ではない。相葉や拳 
闘はあまり無理をし&い限り、^數を踏めば踏むほど强くなると云ふ titt 
極めて」般的な命姐としては眞實‘であらう 〇併し戰 爭は生命に 關 すること 
で、その點ス•ホ—ッとは違ふのだかふ、ス•ホ—ッに就いての眞理がそのま』 
戰爭に宛てはまると W : 考へられない。私は 7 a イドと 共に，戰带は恐らく人 
類が人類である限り，いつまでもなくならないものだらうと思つてゐる〇式 
は戰爭罪惡論者の神經症的 M 柄^憐笑すろものではあるが"さりとて戰爭識 

美論^の病的サディズム i ナルチ K ムス的誇大妄想を苦笑するものである0 

時 評 
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女中と泥棒 


不老泉院主 

五21十五口の各新開は、餿岛區の某 
博士邸の女中％夜半泥棹に襲はれたと铵 
孩に訴へ H たが、後 K それが^であつた 
i 分つたと云ふ- r ゥス4-報導してゐれ〇 
本人‘分析診瞄し乂見 fc の T はないがこ 
れはヒステ リ ー 性の 妄想 T あるらし{思 
はれ朝日新 110 の記事1:依んと Y ^ e) 
中で^初は^一分•か賊を細紐で純し上げ?; 
啓だつたが何時の m にか逆1:純られ六渺 
にな9主人に rF へ?:もの」 i ある〇この 
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一言にて被へば.私は心理科學衰として戰爭を一先づ價値觀を離れて見たい 
と思つてゐる。勿論、惯値觀に卽して E るとき(卽して見ることの必然は固 
ょり當然であるから y 或る戦爭は罪惡となり、或る戰爭は_美すべきもの 
となるだらぅ。 

私は嘗て木誌上で、ィクゾ—と H チオビアとの Rfl の戰爭を論じて"これは 
自然現象としては當然であるが、道德的には惡である。少くともムソリーこ 
の政治的態度と手腕とが拙劣であつたと云ふことを論じておいた。私はそれ 
に就いて、或る讀者から質問を受けた、私はフ T シズムに加擔するものであ 
るか.と。私は明かに答へる。私はファシズムを逍德的見地から全部的に^認 
することは出來ないが、旣に拙箸『新しき立身道 J の中で云つておいた通 
り，極めて一般的な意味に於いて、生活態度の秘極性を主張するものである 
から•もし7 T シズムに稂極的な而がありとすれば(それは確にあるのだが) 
その限りに於いては、私はフ"シズムを " RM するものであると。では"ファ 
シズムに於いて是認せらる i 生活態度の稍極性、能働性とは如何な6意味に 
於 VV て r あらぅか。それは、(一) ® 國の力(民衆の生活)がそれに堪え# 
る限りに於いて、(二)國找全般が起自我の苛责を被らざる如き方法にて爲 
される限りに於いて、(三)その結梁が隣接國民の幸福となる限りに於いて， 
である。さて、これ緙三つの條件の解釋如何がなか-^問題であつて、その 
解釋の相通に 現下 流行語の 一った る「時局認識」の水 掛論的 問 M が# するわ 
けで あらう。 

A 國が B 國から侵略又は支配せられ -S ことが S やであるならば" A 國は B 

溷の干渉を許さない程度の武力を備へるより外に道はない。それだけの武力 


妄想か分祈す5ぐ'叨かにヒステリ1症 
候 U 於ける一人二役と同 C ものである0 
t ステリ1發作中 e 症候に於いて患者は 
一人で贝女二人役を rH 3 時1:演じ S ものだ 
1云ふこと^"フ&ィドの『分析懋愛 
論』(大機課〕®中1:詳しく畨いてぁ5。 
この女中 S んの中で始めは泥榨ぐ男 ) 
iL て咨分を紼，し*後1:は自分(女〕と 
して縛1£られてゐ SE 分か發見した 
❿だ〇このやうに愍れむべき自分か作り 
上げて主人の救助 Bn 梁に訴ヘん£した i 
ころを見5と、どうや b 泥禅は阢萤的 Li 
變裝せられ r : る主人の分#で II なかつ?; 
かどうか。我等分析苕はこの女中©主人 

夫娶に對す 6 エディ •ホス，コム r レクス 

か想定せざ 54- 得ない。殊に彼女は主蟠 
の遠緣に®るもの uilK ふから…，：〇 
なほ m 亊中に tl 攒け- C 「窓や抽出の狼 
籍は夢の中に^遊祸者の如く包分でやつ 
たもの」とある。丹分 B 身が抑々「窓 J 
であり「抽出 JT あるの•ねから"これ11 
自分で窃分か縛しれのと同ヒ寂哝にな 
る〇邾新聞©記事にょると「昨年三月以 
來同家 K : 展はれて*/:が、度々泥棒に铟 
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を備へ中して(或は備へるの努力を拂はずして)徒ら fc 正義や道德の4題目 
を唱へることに依つてのみこれを防通せんとするが如きは、これ幼兒的全能 
念虛.の施術の類に外ならない。弱肉强食は、善悪を論ずる前に、自然の現實 
である。我等は現に、弱#たる魚 m 肉野菜の類を食つてその生存を保つてゐ 
るので ある。 もし跺格に正^道德のお姐131を唱へる&らば、吾等まづ神の造 
り給ひし魚鳥菜染の類み喰ふことをやめなければならぬ。さう云ふものは平 
氣で喰つてゐて.自分のみが他の生物(又は他の國人)から喰はれることを 
不正不逍德とするが如きは、これ明かに分析栽の所謂心音 ( Kn トミザチオ 
ン)である。 

B 國が A 11 を併合すると云ふことは、或る葸味では B 國の自己防衛でもあ 
るのだ。何となれば、隣國に幼兒的全能念磁の魔術に信賴して何ら現實的な 
生の營みを努めざるぼや^-した國がある時は、やがてその A 國が更にその 
隣國なる C 國に依つて併呑せられるかも知れないと云ふ可能性があるから、 
さうしてその可能性が寅現せられたならば • A 國を併吞したる C 國辻倍の力 
となつて B 國を脅威することになるから、さうなればやがてまた B 國は C 國 
の前に A 阈同樣〇迎命に陷らなければならないと云ふ可能性がさしかふつて 
ゐると見なければならないことになるからである0 

た^と >に誡めなければならないことは 、 B 國が自國防衞上 A 國を首尾ょ 
く併界したとすると、そこに味をしめて"極めてナルチスティヴシュに、幼兒 
的全能念慮0心盲點が急に猢大せられて、必ずしも併呑しなくとも自國の防 
衞及び發展の上に支障0ない C 國や D 國、否更に B 國、 F 國までも併#し得 

るもの X 如くに考へ勝ちになる i 云ふことである。そこにファシズム贺學の 


はれ t : 夢 J tr : と云ふ0 
* とかく御婦人方は泥槔がお好&4見ぇ 
る。成裎"一切の努は女にとつて泥祷に 
外ならないやうだ〇何±なれば、彼等は 
彼女等ん襲ふて戶口をこぎあけ"內の寶 

か规 ひ 去 s t のだか£> . 〇 ところで* 

その M 棒は大抵の极合、外に&るので IX 
なくて、內1-ゐるの/:0この楹合11主人 
T あるら しい•か 13= て痫父の看護 1 C 疲れて 
眠ってゐ Tlnll に泥棒に襲はれて姙娠した 
と袞ふ話で識潘の間 U 大則煺か想起 Lt : 
妪の場合は父親であるらしく私に思はれ 
る。女が泥棒に對して割合に济涪いて*) 
るの tr なるほど故あるかなであらう。 

女の悲劇性 

「要すろ II 愛と [ t ——手段とし- C 1 I 職* 
泐機としては兩性 nil の命がけの僧惡だ。 
ではどうすれば女 li 治浚され^—救はれ 
るかと*ふ問 sale 對する私の答へ^ 1 £君 
U 聽合/:いことでわらう。女1:子供を作 
ればよいの K 子供が女1:は必观なのだ。 
男はた>迆具に渦ぎなぃ。」と、-1ィチェ 
は『この人を見よ，！の中で£つてゐる〇 


時 


0 
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妄想性と病理性があり、我等分析學徙の戰爭觀との分離點がある。宛も ，X 
X が目指す家に忍び込み1最初の|二點を首 M ょく乒に入れると•調子に梨 
つて別に X まなくともい i 他の荷厄介な品物 t - でも大風呂敷 1 C 包みこみ"さ 
てこれを舁ぎ上げょうとしてもいつかな腰が立たず、まご-^してゐろ內に 
{承人に眼をさまされ.到頭骼察に突 m されると■云つたやうな滑稽な場而を演 
出せんとしつ i ある s ではなからうかとの不安を我々は某々ファシ3國の某々 
ファシ B 政治家答の言動に就いて憑應するのである。何となれ•は、さう云ふ不 
安は爲替桁場の暴薄•正货0流出.物 M の狂隞、ィン7レ必至の趨勢などの 
形をとつて站々國民生活の金般をおびやかしつ X あるらしいからである。そ 
れ等の政治家は連りに別の政>1蓄流 Q 「認識不足」を云々してゐるけれど 
も、心窗點の撾大が何れ0側にあるかは、分析芨の判斷に俟つょ0外に逍は 
なからう0 , 
こ、に於いて我^は.數百平前に太閤秀吉がとつた大陸政策とその破綻と 
を聯想する。彼は P 1 内の統一未だ必ずしも十分に成らざるに"その勢力の大部 
分を瓒げて朝鮮征伐と明國威嚇とに向つたのであつた。その結果は、朝鮮國 
內を傾かに騷がした r けで®質的には殆ど得るところなく，明國をも大いに 
脅かして太閤及び日本の威力を示し得たつもりでゐたらしいが、事實はその 
正反對で、〇:本0面目を却つて失墜した0であつた。明國に赴いた秀吉〇使 
者は相當大きな S を云.つて明國王を脅かすやうにとの太闇の命を帶びて明國 
へ波つたらしいが、先方の威力を見ては急に小さく&つて太閤が明國王キ 

ら日木の國王に封ぜられることを懇齦してゐると口から出まかせに云つたも 

のらしい。(それは明國の記錄に殘つてゐる。 ) 一人か二人で出掛けたのだか 


彼はなかなか分 rr 的！ i 銳い男である。佻 
し女は子供を^つて I まだ救はれない极 
合がある。それは愛す^與の子供でなけ 
ればならないから： i ころで分析せら 
れざる女に i つて手段としての 5 J 以外に 
isli 愛すべき男と云ふのは殆どないのだ 
からそこで?;とへ子供が出來てもそれに 
金部的に滿足す^ことが出來ないらし 
い e そこ11女の宿命的 ffi 劇住があ S や5 
だ。これを救ふものはた ST 分 rr のみであ 


らラ ( 


i 

音 


と 




老生は四月末に上州方 W 5: 一迴問ばか 
D 旅行して來 T : が"その間、丁度端午の 
節旬な yHIIli 按へてゐる t のだから"民 
家の前 Itsfi 幟が至 5 ところひろがへつて 
roi のか見て" K の磔 m は脤つてゐ£わ 
い、と低殿に立つて微笑したことで&0 
た0 

ところでそれと同時に"子供たちが至 
る t こるで"紙筇を拗げてゐる風贽な見 
て"これは 3U3K あたりではお正月 U つ奋 
ものであることか知つて， a 5だけ U% 私 





：C5 


ら生命が惜しければ誰だつてさう云ふだらう。そとで明國王はい V 氣持にな 
つて，「太閤を日本國王に封中」との封®を使若に持參せしめた。太閤は使 
者を引見して見ると、自分に朝貢する旨の返畫かと思ひ0外「日本國王に封 
中」と云ふ文面であつたので，大いにァテが外れて怒つたので_必ずしも忠 
君の心から怒つた(さう云ふ風に一般には誤解してゐるやうだが)のではな 
かつたらしいのだ。 

太閤は晚苹になるほど頭の調子が狂つてゐる〇で.そ0事は•拙著『新し 
き立身道』の中にも柑當詳しく論じておいたが，この朝鮮征伐顷からそろそ 
ろ疑はしくな0て來てをつたらしく私には思はれる。 i にかく、自分の力に 
も當時の口本國民の力にも合はない、柄にな VV 大裝裝なことをやつてゐる内 
に、 eK 家の勢方は衰へて行つたのであらう i 私は思つてゐる。さうしてそ 
の衰への中に割り込んで行つたのが德川竅康の狡智であつたらうと思はれ 
名。して見ると、家康は漁夫の利を占めたわけになる。家康は秀吉の大風呂 
敷的 m 極主義&失敗を [ M 前に見たから"鎖國して國力を內に充搜する政策を 
とり、結局それは消極主義となつて，國饯生活を蕃微せしめた。 

一體、わが固の歷史を見ると、週期的 1 C この大陸政策が繰返へし行はれて 
ゐるらしく思はれる。神功皇后の古へから"幾多の m 件を通じ、秀吉以後で 
は明治初年の西鄕隆盛の征韓論、併し何れも徹鹿的にはこれを支配し得なか 
つたのが，日溃 • B 露の m 役後に始めて、 n 本越國以來の願望が實现せられ 
たので"わが國民の全脂念磁(ナポレオン•コムブ V クス〕は相常の程度に 
まで高まつて來たらしい。併し現在に於ける自分の力と自分の必要と云ふこ 

とを服中に遛か.ずに、あまりに慾張つて荷物を搔集め"大風呂敷に詰込みす 


時 


評 


は不思 mTC 感じがし no 併 L 分析的に考 
y 直して Ji ると、必ずしも不思鳞ではな 
か9|:。正£:%五=;1季節の變9目と沄 
ふ滋味で U 問じであ A ら Li から O S う 
して季節の變は fHm 期の娘微となる 
らしいこ±11、大機署『精神分析瓿本 j 
の中 U 論じてある通りだ。出茚期の级 m 
fcs 释に紙- ie を揚げると云ふことは、3 
世城望の象©:的充足である&しい〇鲤が 
出世魚と宏はれて&るから M 幟1¢やはり 
同じく出 lit の级徴であろ事は巾すまでも 
ない。 M 幟 t 高く扱が S (出世す5が" 
それょ at もつと高く揚が5のは紙^で 
あらう Oi こるで"麵4游とは何の關保 
があるかと A 々 u 訊くで^£>う G V つ (1 
傲で幻&^他は总である。關係な3、う 
であるが：の魚化し- C 鳥となつ n らし C 
私には思はれるのである of 莊子』の逍瓰 
敬篇一一出て來る北大魚化して大風と 
なる話のやうだが、これ U 人 ra の無意識 
作恝の贤展過^上から證明出來 S やう 
だ〇何 i なれば*こめ fi 1 !! なるもの II 本來 
「酣」1:外ならぬらしいからだ)支那の 
龆門を超え t ; る飩から出世の錄起が出て 
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ぎると、遂に腿の立た&いやぅな結果になるだらぅ。そ0時漁夫に利を占め 
られるやぅになつたらば一體誰が责任を負ふのか〇贵任を負ふべきものは死 
んでゐても•負ふ V く餘儀なくされるものは元々责任のな SM 衆なんだ、次 
代の民衆なんだ。然るに「民衆の聲は信ずるに足らぬ，一のださぅである。 

一一、實驗心理學の藝術性 

私は本誌前々號に平稻田大學心理學敎室内田勇三郞敎授の運轉手作業障害 
の寶驗報#を批評した ところ， 敎授はその批評に感謝せられ、且つ我等の硏 
究會 mm 席してその運轉手試驗の結果に就いて多少辯明的解說を試みたいと 
云ふ依賴があつたので，我等そ0)申出でを菩んで受納れ、五月十七日夜の例 
#に敎授•及び1戶川行男氏を招待した。然るに，運轉手試驗の結果 1 C 就い 
て別に群しい辯明はなく•我等の r 图を試驗材として■クレ—ベ？/述續加 
算法の實施をして兒たいと云ふ取出であつたので、我等いさ V かべテン m か 
かつた形であつたが"同學のょしみを以て甘んじてその試驗材と & る ことを 
承諾した。 

多くの讀若諸氏も恐らくは御存知であらぅ如く、連續加算法と云ふのは、 
加算 Jfl 紙を用ゐる。その m 紙には一位の激字(アラビヤ數字)が數十行に S 
つて羅列してあり、各行凡そ四十字から成立つてゐる。被驗背は先づ G と8 
とを加算して14の數を得れば、10位を略してた^4の字だけを.加算せられ 
たる〇〇と G との中 RI 1 に書きつける。次に只今の G とそ■の次の y とを加算して 
その結果を(同じく10位を略して)兩數字の中間傍に書きつける.一こわやう 

にして加算し進み行くこと一分にして試驗者は『•一分 fj と號令 5: 下す。す 


ゐ.ろらしいが、その Mrafe 超え n ば舰は 
龍 i なるのだ。それかわらぬか"紙流1: 
は M 々「龍 j ts ふ文字が記され r をろ 
のみならず人厠の SI を描くにしても龍の 
如 §* 英雄のを採ぶにき4つてゐるやぅ 
である0 

然5 !i U V に面白いのは、 この 舐蕊〇 
ことを 英語ではやは 9 「葸 j ( Kite ) と一:ム 
び、ドィツ踣では「瓶」 ( じ 3 chs 〕 ipf 
ぶことである〇人頰學脔笠一一とつても一 
つの興味ある■主®ではなからぅか？ 

初淵と處女 

同じ<上州旅行中の一採集であるが、 
老生は法邮溫典 K : 行つ?:ところ"そ0入 
P のところに『初淵」と立札し；：溪流が 
あつたので"フト立锥つて見 T : o それは 
3しわ T : し11尺ばか9長さ三 fia 程しかな 
い小さな岩間で"云は \ r 可愛らしい絃® 
の m 0 如きものであつた〇そこ f : # け刚質 
の四角9ぼい沿石で出來て >9" 而も流 
れの幅が狭 t つてゐ AQ で、そこ一一至 a 
生でゆつたり i 流れて來 f :7 k がこ V で念 
にせ > こ主 L {なリ、押し^ひへ L 合つ 
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ると、被驗者は今書き入れた數宇の下に二」を引く。このやうにして進む 
こと十五分。各分键に r 一 j 線を引く。「やめ！ j の號令に一同鉛筆を©い 
て頭を搔げる。と0やうにして休んだ後/數分にしてまた始めの命令は下 
り、今度は五分 11.0 にして再び休息となる。 

このやうにして作業能率を檢迹して见ると•「常人、健康漭、定型」と『異 
常人、不健康教.非定型 J の二種が發挞ぜられると云ふ。前^の成績を曲線 
型に圖化して ill ると•「初頭高く漸次低下して五"六分 H を砬低とし•再び 
上昇し、休憩後は茜だ高き點から始まり緩かに下降する」0ださうである。 
後者のは一定の形式はないらしく種々な樣相を示すらしい。 

私は本誌前々 M 木 P ! に於いて「私は加 m 試驗をして見ないが，して a れば 
必ず上#型(非定型の一種-であるに相違ないと云ふことは想像がつく。さ 
うして『如何に緊張してゐる時でも茫然とする瞬||1]」を持つと云ふことも多 
少は首肯される"」と寄いておいたが，試驗の結梨は艰して「曲線的上昇型」 
で、「始めの取付きが惡い」のみならず「休息して却つて能率が下る。取付 
含あし」と云ふ診斷を受けた。さうしてーヶ所だけ「注意の H アポケット 
(茫然とする瞬 la ]) あ 0 」との rf 吿を受けた。これは自分自身の豫想を翦書 
#せられた VT けで1それ以外に何の感想もないが、客觀的方法を誇稱してゐ 
る實驗心理學と S ふも〇にも隨分假定の多いも〇だと云ふことを今更のやう 
に痛感した。その假定の二三を私の氣付いたま X に次に擧けて見る。 

一、肆意的に定められた時刻の十五分間に於ける作業成織を以てその人そ 
の日の一日 fin の作業成縝を象徴的に示すものと定めたること。(か、る假定 

の理由は試驗が比較的單純容易であることを必要とす.るからである。) 


時 


0 


て法れ警 f f 形 S 9 K t 。 

C れを r 初淵 j t ' は雄がつけそめけん 
名なり？-我知られど t " 赏い命名 
である0法師溫崧を出で、笫1に出會す 
淵ふ S 識的意味からの命名かと思は 
れろが、併し無寐識的勁概ではどうして 
‘ r 處女の淵」と云ふ宽味であ8と思ふ。 
全く初夜處女の如< ags 1 な感じの淵 T 
ある。それで思ひ^つ T : のだが、處女と 
今钾旮馴ら[ I してゐ£語はも i 「 初女」と 
帯いたのではなから3か。「初女」ではあ 
んまり tx つき PL 過ぎてゐ sis ふの 
T 抑 ml せられ「初 Jtlr 處 JU 轉位せら 
れたので uti からうか。識者 e 示敎を待 

っ。 

風呂桶病 

大槻著『精祌分析雜稿』中には室生 III 
思氏の風呂柿11-珙の話が出てゐるが、最 
近！一氏 U 吏?:都新開1:1 r 四方山話』の題 
下に風呂抑の琪を班いてゐ|;0その1節 
か左1-引用して见ょう0 

r お沿にはい ytr がら 一本の チ3ゴレ 
T 卜を卿る£:と It 、 ひと月|1二度{らゐ 
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二•一位數字の加箨と云ふ坻純•機械的、無0造的な作業の成紐を以てあ 
らゆる種類 0 作業成錨を象徴的に示すものと足めたること〇 ( この假定發生 
の理山も前條同樣である。) 

三、 定型の決定が尙早であるやうに思はれること0 ( たとへ尙早でないま 
でも"か X る制定の意義と價値とに相當の疑問あるべきこと J 

四、 被試驗淠の被試驗中の行® I の誠 S を當然のものと定めてゐること〇 (私 
も寶を云ふと多少而倒くさくなつてい、加減にしてやらうかと云ふやうな衝， 
励を膦間的に^ぇたが、それを克服して終始誠贤に遣り遂げたが、學問に對 
して同情と尊敬の&いものが果してどれだけ正 iE にやるかどうかは遊だ疑問 
のやうに思へるとと〇) 

- ..• - * ? ' . . 1 • : . • / .. r ' 

これを要するに、性驗心 30 }!學も甚だ多くの假定の上に立ち，その眞现は假 
りに眞理だとしても象微性を帶び•如何にも藝術的要素に m んでゐる ことを 
知つた。併しこれは敢えてあやしむに足りないことで-人 fal のする一切の耶 
は廣義に於けろ藝術であつて，優秀なる科學教も畢觉天才であると云ふ點に 
於いて藝術衆と變りはないと信じてゐる我々としでは、決して珍らしい發兄 
ではない。た r 精神分析を藝術的であるから不確焚だと云ふやうな一知半解 
の批雛を加へる自稱科學游たち m 向つてこの m 實を明示しておきたい と 思ふ 
のみである。少くとも耥神分析學は、實驗心理學ほど太躇な假定の土には立 
つてをら中、これほど胃險的な象徴主義を豫想するものでない と S ふことだ 

けは、 私の斷言し縛ると C ろである〇 ( 完) 


あつれ。これ (I 私のから： U が诞求する 滋 
锭分らしかつ no (不老诳院 nr からだ 
ぢやない、竭ろ心だらう〇晚秋1:は柿を 
啦べろこともあ^^冬は蜜柑を舐^日も 
あつ?:が > 丧葉若萊のこの顷 It 甘い蓰子 
つつまんで f & 殿 llii い D お湯 s ' ら首 
だけ山してそれか喰べ〇ことは却々うま 
いものであつれど 

氏 II とつ X 風 R 桶が母 Bfr でもあり棺柿 
でもあることは右言及の文中にも論じて 
あるが、':ではどうやら胎內浓微の方 
が判然と in てゐ S やうだ。口唇の滿足は 
胎内生活再现の方法だとフ1レソチ|1云 
つてゐ5•か、成程と思はせる。 W 家の子 
佻が時々菜子を頬趿つて風呂へ這人るこ 
とな奸んが 、I う十成を過ぎ r : らそん 
なことはやらなくなつ1:〇宗生氏の幼兒 
芷も段々昂じて來5やうに恩はれるが" 
人の雄でも心配だ。氏 it 紐いてかぅ畨い 
て*>る0 

r けふもお湯にはいつてゐる涖中に" 
海を隔て/;鸥の友人から m 郓が谙いて 

『サヶハ イヨ イヨゥマク " nna ハツネ 

- I イタ i ガチ J 1番かれてあつ7:0」云々 
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to 

こんなつ t らないことか云つて來る0 
にわ ざく ®報とは、丈士なんてものは 
何と云ふ弗常識なものかと果れた〇尤 i 
これは 或は辭世か L 知れぬが、何れに I 
ても不健全な心现 V や。我綷この年にな 
つて、 こんな 病的な抛痴話し1-深刻がつ 
1:同 ffff を舒せてゐ5やぅむ惡趣味か恥づ 
るやぅに なつた〇 

風呂と小便 

風呂と云ふと、0家の男兒等1十銥未 
滿の顷|:は"時々風^嵇へ小便な仕込ん 
だものら L い。それ11兄の方がやつれら 
しいの； T か、二つ迎ひの弟の方 i 見てゐ 
て兩親^は肤つてゐ t : と：ろを見ると" 
その陬氈に於いて典犯でぁつたらし<思 
へる 0 KLK 桶が母眙の级微だとすると" 
この小使の象徴的愆葙は相岱判然しむ1 
のとなつて來 Ao 

風呂に小促と云ふと"私はぺルギー" 
ブルッセかの rt 、 ネケンビス」(小使小 
僧〕 を 聯想する。有名なものだから ifS 
んも御存知 K らうが、五、六珑の E 裸體 
アブフクブ 


の男兒 S 像から下の水 B 

〇に永遠の小 M £ 垂れ流してゐ00その 
小便が喷 7 k になつて*るの r ある〇こ n 
^兑ては誰しも微苦荧な禁じ得ないらし 
い。これくらゐ人 nn の幼兒的饑 IM 慾5:風 
沿性感とを滿足させ - C ゐるものはないで 
あらう〇四 JJ 十七 H の朝 H 新1]0にはごの 
小便小僻が桃太郎の邮舶織か溶て小便し 
てゐる爲眞'か拟げられてあつれ。例の 
「神風」號が v 》ギー前都訪問- U 際しプ 
ルッセル市设が锌て同新 P 3 社から贈つた 
桃火郎陴羽織か小偕に715せ^「親交の表 
徴と すること V なつた」の•たさう T あ 
る。成程小便小份はベルギーの桃太郎に 
相違な からう。 

小便小^から私©口 itt 聯想は、故速水 
御舟带伯の立小促の話とこ V に揭 trf : 没 
进とに走つて行つれ。速水班泊は m 端辟 
袈の摄の上に往んでゐれが、姪に山て m 
の上から放 M . L その M が下の地而に速す 
ろやうにいをんで逋くへ放つのが久しい 
以前からの努力であり念 M であつ t : さう 
■たが t 遂にその0的を速せずして死んで 
しまつ?: c rTJV ビ -J スト S 優越感 J i 



題しこ iIC 描げ t:a 诳は昭和十一苹七 fl 
十三日都新聞 1 C 載せられ r : もの(石田と 
しか氏作〕であつたが、これも M じくょく 
マネケ V ビスムブレクスを衷现し得 
てゐる0班中の主人公は「我^が信消川の 
永源ぢや j V 」聚誹してゐる。服道性格溝 
は名界慾が强いと云ふこ t に乜つてゐろ 
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が t その 名#慾の本質は打分が祖先(水 
* 源) II な a こと ^以て尤な S もの i する 
のであらぅ。「流れか汲む」ミ云ふ甘葉 
が あ S が、 これは 結局小便 (X 液；}な汲 
むこと 1 C 外ならないのだらぅ〇フロィド 
の如き t 相 Iff 尿逍性格潘だらぅ。何とな 
れば、彼 U 世界屮！ is 分の小促(赭神分 
析哄〕な fais させ T : から……"次の土 M 
若の文 t 幸1:してこれに關係があろ。驻 
だ面白ぃ話であ5。 

風呂と尿道性感 

土屋秋货 

今被かぅとするこ iflmlt 市内の某^ 
潘 J 1 で見 fc ことである。その錢满 M の風 
DC 補 U 男溢と女湯とか隔て5壁に接して 
設けられて?>る0そして、その風呂柿の 
水而から上方二尺ぐ5ゐの場所に硖に接 
して、丁度街路ゃ公 EJ にわ3水飲み場の 
桡な怡好 & L た小？ i 7 k が作られてある。 
それ！！餘 y に水飲み場の探な拾好をして 
&1 Q ので跟なる裝飾用の 9 t 水と it 見えな 


い。だが、それは 7 k 飲み操としては餘り 
に不通常な揚所1:設けられ弋ある〇不思 
讁に思って番裂 ！ i 坐つてゐる錢溢屋の主 
婦11翊 n てみ S と"彼女 U 「あれは装飾 
ですょじと答へれ。しかし、それは跟 
なる M 飾以外一一無窓識的な焚; li 性がある 
と私は思つれ。 

菇_心理的[:,觅れぱ賊呂は身體か荷淨 
にす S 場所であ5が、無尨識心瑯的に考 
へればそれには深長な意哝があ*。 

人叩〇一坐と人俗とは深い關係があ 
る〇特 LLH 本人において ts その腿係は深 
い樑に思はれる。赤ん坊は生れるとすぐ 
に商溢に入れられろ〇そこに人 rill の一生 
と入浴との般初 Q 關保が始められる？觉 
識心理的に見れば商溢 U 旣 U 過ざ去った 
胎内虫活 Q 附着物を诜ひ去つて"現世へ 
0 新ら しい生活か準備す st : め：！用ひら 
れるのであ 5 が、無愆識心 g 的に考へれ 
ば珩溢は羊水とコムブレクスされ5こ£ 
にょって赤ん坊に1って新らしき母胎を 
尨 味す る〇從 つて產拗に入& ことは 現# 
人として新ら r : に入肋する こ i か惹味す 
る。それ故に asllmis 及び母胎とコム 


ブレクスされ T & ると思ふ。この樣[:考 
へて來 si 入浴 t 人間の性生活と诹ぃ無 
意識心现的な關保があろ¢0に氣付く。何 
となれば m ^ ともに母胎への m 歸を愆味 
するからである〇だが人々は® Em 中には 
主として意識心理的な趙內我及び自我の 
機能が活動してゐるから、 H ルにおけ5 
この樣た無觉詉心理は A 浴0隙^意譏的 
に鸫臉 S れるこ i は飱んどない。もし& 

S とすれば、それは M 怙と名づけられて 
もょいであらぅ。そして、頓惜が開ける 
のは無湓識心理と意識心理 i •か急激 U 交 
鉛すると rnl 時に離れる m 光石火の刹那で 
it ない’と M ふ。一般に HKH おける無 
意識心理が现れ5のは眞夜中の肫暇中に 
窓識心理的な超 S 我及び B 我の機能がそ 
の活则£ゆ*めた際である0 

この採に風 R と產湯と母胎とは一舣に 
j ムブレクス？れてゐるから、入浴の ESS 
に您識的な超哲我及び自我の機能がその 
活働をゆ S め S と OP ち簡 Jylfctn へ [1 氣力 
ゆるむと、好い m 持； i なつて小便な ' f る 
溃がある。中には大便をする深なたちの 
惡い者もあ se 此缕は主11子供^多ぃ探 
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であ^そして、こ H は尿迸性 S 或は En 
門性膝へ®.定苷と關係があると思は H 
る。前記の錄•湯屋に設 IT られてあ S 啜 ? k 
1逍性感的無意識心理か#華する役割 
な果してゐるのではないかと思ふ。卽ち 
喷水が無湓識心理的 U 放尿の代 ft になつ 
てゐる S で|1ないかと思ふ〇 

更 UA 浴 U 關して U 、 それと宗敎的儀 
式例へば灌顶とか灌佛或は禊祓など k の 
無愆識心现的關保、正-;)元日の朝湯め快 
感"洱來の無货識心理(#に溫泉へ新婚 
旅行す5のは相當蒽味深妊であ*〕银々 
興味深い硏究材料が少くな V '。 

ハ十二、三"甘11) 

新職業 リスニング 

延島英一 

五月十三日の週刊 n XF ンタィムスに 
「5 K * ーング . °新しい職 m •同情的な¥-」 
七いふ記事•か載つて*るが" K 內容は次 
0如く粘神分析から見て中々而 E いもの 
で&る〇 

アブフウブ 


X 

今米？サン S ル K ! i 新しい S が 
生れてゐるが • tT れは f 時 na 三弗、半時 
問二弗の料金で、他人の苦情や述懷か聞 
いて仕事な q である。だが此職業の 
皮切 P さ nr ; は-ーユ11111クでわ6とい 
ふ0 

II ユー®丨クーーー人の若い婦人が職業 
を探しにやって來 n 。 兄が®者なので® 
々相談した锻句、む分の思ひやりの深い 
叩と魂か金 ( C 換へる；とか考へついたの 
である9大將彼女 U 子供の時から思ひや 
り深く人の泣首を M いてやれ^天分がめ 
つた©であ50 そこ T 做烛附の T パ，卜 
の一室を借 P 、 其前へ腰掛 H 合のい V 椅 
子を一一脚並べ"新聞へ「貴方の苦勞と惱 
みを思ひやり深<阳いて上げ±す」とい 
ふ廣赍を出し?:のである。 

す5と問もなく农_かやつて來た。其窖 
は米 MT " 2勤の途中立寄つたのであ 
る。彼 ( t 二弗分阳いて It へば深山だと1? 
ってゐ n が"結！：！マルー時 fill 話し込んで 
し i っ ne 彼女のお客は一部分中年の人 
?;が、中でも作 1 : 躲を -if つ fcp 、 姐に婿 


を取つた9して一つの家に住ん' C ゐる始 
が斷然多いそ、つであ 
夫婦暄曄し?:妻対もやつて來る。彼女 
逹は大抵二弗分御葶主をさん-^にコキ 
下ろした上"氣持がサツバリ tfc といつ 
て仲底りに家へ碲つて行く〇扔の咨は、 
歸る時大抵話の鸱か折られなくて大變有 
雛かつれといふといふ〇 

此新職業の話は想ちロサンゼル K に傅 
今ではハリィ1>ツブとロサンゼルス 
がノ此界に於け 5職業的リスナア の ii 大 
の 中心地 とな つ fco そ L て此 9 K ナア 
は 、 fr 問 1 パつまで料金 1 弗で「有益 tf 餅 
神 的助貧 」を與へる無數の 所謂「心理 取 
希」 の 商 ®のとても 邪 €になるといふ。 

»サンジ H ルスのリスチアは"赀 JE 0: 
な中年の者である) V スチアの aai:lt 
一つの规約があるが"それは助貫を興へ 
ぬこせで fo る。だが此職業が非常に氣づ 
かれのす&仕^でわ5こ iII 疑ひない0 
又成功する錄に JIMsi 同情^常に胸に 
た、へてゐなければならない0 

父 

以上の m 都©挠 U 、 此リス -I ングとい 
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ふ職業0本奴は、一種の方タルグ K C 前 
神的冼ひ沭し〕を生ぜしめるにあるが、 
か、各ものが獨立して存在す S ことは V 
社會生活に少からず他利 T あるこ iK い 
ふ生で4ない C 職業的 リス ナアが あると 
すれば、見梃なく誰にでも泣苷や"蔭 U 
や、■謗や、中傷か撒き散す必要が大い 
に狨 V るか•气 S 他共に H ネルギ I の大 
きな節約と t £ る Jr かりか"思ひも寄らぬ 
迷惑と紛糾の生ずる機贷が汲減すること 
は跬ひを辟れない。 

今： n の社會生活に今少しく科學を適用 
す 5 精神が硪んならは、此リスチ rti ど 
は公3?を以て適饬な敎育と訓練を與へ、 
各地に散在せしめるのが常然の邋跋であ 
SO 5- ぅすれば稀々な無益 TX 人問的關係 
の麽擦4、大い1:緩和され5のである0 
本誌一一宵てゥヰ—ンの分析表ステ I ケル 
博士が、苘市！2嫉妬治療所を設け n こと 
が報ぜ&れたが"それは科棋的に組織さ 
れたリスニングである探に思はれる。 

孤す 5(1 此麟 業としてのリスナーめ發 
生といぶ : c とは、科睽應用の發遝及社# 
生活の將來に JS して"大きな示唆を我々 


に與へることは否めないのである〇 

短刀を懷にする女 

不動坂住人 

: ••一--‘，、 - ♦ 、•，一* 

伊原询々闽苁が先喷、都新聞の夕刊に 
連載してゐた一 f 刚菊以後 j の內に、中村 
小時 i 云ふ女俊の話が出てゐ t :。 而白い 
女でぁ-^〇彼女は京都の西陣の炅服超の 
柩でぁ->たが、架が沒落しれ、めに十八 
旗の時に大阪の北の新地で蔹赛になリ" 
随塊宗光などにヒィキに5れてゐ ?:o 
後、明治四十五年に，上京して俩胶氏の1¢ 
話で宮戶座へ出るこ iU なつれ0 
「咄 U 昔 K : 戾 S が、小時がま•た若かつた 
Bsir 上方から m 诳へ遺つて來て、女の 
くせ L 1 新櫛や芳町でしき9に豪遊 I て、 
當時花柳界で uprl 題の人物でぁつ f ;> 雄 
い- P ぅな英人で、それが犸のヤ - r なキリ 
S としれ柿へ^して、何時も懷 i !2 は短 
劍を t つて居 a 々 J か、 1 T う， J - e この蹄人 
1-呼ばれれ越者は誰れでもきつ i 轶烈な 
同性愛か捧げるやうにな S とか、その E 


洛の朋飛が何ぅいふ sar そぅなるかを^ 
n ても"馆人は必す口をつ r んで秘密を 
語らない、 tL 秘密か語 si 例の短® I で 
殺してしまふと言はれて焐るからで fc る 
i か"现に劳町で米八といひ、後に女優 
となつ?:千歳米坡ゃ、新橋の名妓で羽左 
術門の妻とな：^後に桂使辟©第二夫人 
となつ r : お鲤が、小時に涉中になつたと 
か"そんな唏がしきリにあつて"新聞で 
も番令立 Tfeo 」 

み伊股氏は®いてゐられる。いつ T や木 
誌の！ r 同性愛 i 異性愛』號で見 r:KE 齊 
氏の轺介せられた英阈の女流小說家で同 
性愛者のラドクリフ•ホ—; V の^を聯想 
せしめる0新聞に出れ寫&を見て t 如何 
にも男性的な女だが右の行動は男性ゴム 
グレクスか館出させてゐて"殊に懷に短 
刀を忍ばせてゐると11"鈒に人つた。ベ 
U ス象徵 i しての愈味があまり II 判然し 
過ぎてゐる位だメ女だてらに钱奔苡ひ tx 
どするのは W 踏社1派の連中か以 V 日本 
では嚆矢 i-rss かと思つた£"やは5 
先例があ S のだ0 . 
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大槻憲二著 


裉補改訂第王版 > 四六阪_ 口箝二葉 
定惯加錢 . 送料 6 錢 


冷本®の四大特色 

— 、现代日本人が讀者たる? ITS ： 忘れてゐ'ないこと 

二、 斯嚳の組織的知識を與へるこ i 

三、 货例はみなわが國のものを堝げて興味多く說 
けること 

四、 その理諭的极搽につき叨快にして翦を從やす 
いとと 


第一章精神分析とは何か 

( I )無意識の發见。他限術と辂神分析 < r ) 夢の| 
mUo その方法と赏例。典 m 的の啟。（5[)無怠| 
識と精神症、神轵症、無 a 識の特徴。相反並存> 
性とは。 

第二章精神分析の科學性 

( I )科取とは何か0 ( I ) ■々な解釋の可能。 

( I )解榨と®識〇 (置）科學性の祓雜〇二港選一 
と無忘識。 （ V ) m 複決定。竹取物 55 分祈。 01) 
所謂科舉者の偏見。 

第三章精神分析の機能 

( I )柄的の心理0ナルチスムスとは。¢1)各柯 
の理論。抑■說。9ビド-說。 M 力説。ヱディ 
ボス説。幼兒性感說。生死本能說。（ II )柄鉍の 
治锹。分析と綜合 e 弗®啬の分析 6 ( M ) PI ! 論の 
應用。言詛舉的興味。文教學扣興味。源氏物語 
分析。 

第四章起心理學としての精神分析 

三つの見地とその綜合。（1)_的见地。（ I )周 
所的;1他。（ I )經濟的見地。 

第五章精神分析の發達 

(I) シ十ルコー及びジャネ _ 0 (I )フロイドの 

史的地位及び特徵〇汎性慾說解■嘲。 （ II ) ユング 
ア- ドラー、 その他の分折學者の特徴。（皿）國 
際舉會と硏究機關。 

笫六章精神分析硏究手引 

( I )我が阈に於ける硏究史及び文獻。 （ I ) 術訪 
表解（索引）。 



ア■フフゥブ 


東京精神分析學硏究所出版部 




靑先に乘る三尊 

大槻氏恶『倚神分折識本』に出てゐる 
「脔ぃ花士靑光」2色彩级@ 
の硏究 として 而白かつたがノ本年三 n 三 
B の朝日.新11«『鄕土こ_ュース』椭1:出\ 


4 noil 湯か &0M 信 rKJt&ssJB 
その參考骛料 ic な S 。 

「北 § lp 乙村乙寶寺境內大 BSS 
に瓯っけたある寫筠師が後日の記念に i 
前後 111 回 1 i 且つて『燃たる三®』をフイ 
ルムに JPC め st : めマグネシュ ー ムか铍い 


. 擊' X . 二* 

ね4こる、こ nts 知ら cssRti 三 e 
の薙が『脔光に茱つて南天竺 tc 向はれ 
t ; jt 大錢ぎミ…… 一寸笑へ ない信仰で 
す。」 

やは9资光は日本で1神型だと無窟戥 
觀念ゼられてゐ it の iJl える C 
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母^忘 n る 


形式や9耳剌風に， 

人物 わる：兄妹とあ5贝 
時51代 

研 人 nnchKKrr なら何做でも、 If 云ひむいのだが、假〇 
にあ S アバート0一室 iL て if いて1ょい〇そこ[1あ泛 
y に華类でなく、と K つて殺風赀でもなく，適度の甘さ 
と新し2の漂ふ W 平らしい居間であると御想膽か一 g つて 
おく O m 曜の午前十時顷、初夏 en 射しは明るくて舟葉 
1:た[ I むれ芯微風にも莩節の- f がすが L さが匂つてゐ 
る0 

ァバートの住民たち： T この好 R 和にマつか plult ら 
つ' r : らしい。兄！一本！2疲れた眼を戶外に遊ばせ、編物か 
手にし t ; 妹は傍にゐて時折不安さぅに"その兄か見守つ 
T ゐる。すとし前"彼铥か訪れて來?:男がある。個リに 
ある劣としておく。その男はい之おもむるに兄 1 C 向つて 
〇を切つれ〇 


倉 橋久雄 . 

ある與えらい事をやつたもの tr やアないか。そん時、 
君はぼんとに死ぬ氣だつたのかい？ 

妹蘇いたわ。會社へ電話が來て、今あ&たの兄さんが 
デバ I 卜の屋上から飛び下りました，つて云ふんで 
すも© . 

ある男そいつ、よほどあがつてたんだなァ。あんな所 
から飛びおりてたら*今頃は多分この部屋中線香臭 
くなつてろ時分だよ。 

妹親切な人が居るものね。あたしあん時、もう大丈夫. 
ですからつて、皆さんの御厚意を堅く御斷りして兄 
と二人で歸りかけました仍。そしたら"どうしても 
货 - k 一人やるのは 心配 だからつてき か & VV んですも 
の。 i うとうその方に家まで御世話を御 M しました 
の。その方つたら圆タク0>代まで出して下さるの0 
あとで お拂ひ しようとしたら"#々とらないんです 
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もの。困つたわ。 

ある M ネゥノ人間美しく生れとくもんですなア〇 

妹いやだ.わ'それ女の人よ〇いま生きてゐれば、恰度 
あたし逵の母さん位のとしかつこうの人だつたわ0 
あたし，別にその事云ひはしなかつたけど•心©う 
ちでは、母さんに世話して貫つてるつもりでゐた 
の。 

ある男その人"息子さんでもなくした事があるんだね。 

妹あたし もさう 思つたの。それなのに/兄さんたら" 
とつても不愛想なのよ、ろくすつぼも3も言はなか 
つたゎ。 

兄あたり前ぢやないか。いきなり僕に抱きついて"倒 
れたところをどや^^と大勢で手ど y 足ど0琪務所 
へ連れ込むんだもの。 

妹そりや、兄3んが手すりの上&んかに登ろんですも 
の〇詭だつて飛び下 D だと思ふわ0 

兄•たからつて何も手どり足どりしなくつたつてい i ぢ 
やな S か- 0 ' 

妹あばれたん? f さうよ。、 

兄あばれると M つたんだろ。僕は暴れた記慌なんてな 
•いよ。 ' ■ 

妹&かば夢中だつたのね◊どうしてあんな所へ登つた 
母を忘れ5 


C? 

兄僳は高い所霜いんだ。管さうになるんだ。その 
くせ登りたくなるし■登つても見るんだ。登るとそ 
こから下を見ずにはゐられないんだ。一たん趿いた 
が股後"ァスファルトの魅力は游い後家5んのやう 
に傥をひきつけるんだ。同時に、その上に蛭のやう 
にへたばつてる僕自身を幻想して慄然とするんだ。 
そして想ふんだ。僕がこの弱さを征服しない限り. 1 
僕は人生の敗殘蔣たるの述命をまぬかれ得&いだら 
うと。で、侯は昨日、僕が勝つか_アスファルトが 
勝つか、二つに一つ，命をかけての勝兔を爭つて見 
ようと思ひついたわけなんだ。それなのに、あそこ 
_へ立つや S なやたちまち救はれちやつたんだ。馬鹿 
々々しいつたらありやしない。 

妹馬鹿々々しいのはこつちのことよ。私なんか"つま 
んない兄さんの冗談〇ために • 一週に十も老けちや 

,つたわ0 

ある男すると、兒つけたのはそ Q 人なんだね0 

兄きつとまへから僕に眼をつけてゐたんだと思ふ。僕 
は同じとこを何度も行きつ戾りつしてゐた らし かつ 
たから：：‘： 。だけど"よけいな御 fill 介2:するもんぢ 
やァないか"あの婆さんも。何にも自分の息子でも 
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ありやしないくせに . 0 

妹そんなことを云つて、兄さんはあたしをおいて死ぬ 
つもりだつたの。ひどいわ。 

兄僕 T * 自分で自分の神經質をもてあましてゐろんだ。 

妹だからつて、妹をおいてきぼりにしてい i つて理由 

M にはなら&いわ。あたし達母さんに死&れて二人つ 
きりの兄妹ですもの。 

あ S 男そりや，もてあますもい i が：：：どぅせ舞 ^ it 
くるつと廻りや.神經なんて•そこいらの柱にでも 
かけといて，ぢやア.神經さん、留守をしつかり賴 
みますよつて、 a んで家を飛び出さなければならな 
+ いんだから……〇 

妹まるで鬼ヶ岛征伐ね。だけど、神經つてそんな簡單 
なもんかしら：：〇 

ある男(兄に)君も度胸だめしはそんな時 1 C して、つま 
らぬ考へはよしたが si よ。 

姝兄さんは小さ V ;時から可愛げのない子供だつたんで 
すつてね。よくお父さんが云つてたわ。 

ある男よくないなア。親としてさぅいふ無實住な放言 
をするとは . 0 

妹きつとお父さん自身が子供だったのよ。心理的に… 


ある男成程*それなら一®わかる箬なんだがね。子供 
は子供同志つて云ふ事もあるから……0 

妹 W やだわ。それぢやまるつきりの子供ぢやないの。 
ある點はチ供だつたのよ。ま T 子供と大人の湿血兒 
だと思へばい i わ0 

ある男混血兒はよかつた&ア。 

兄僕あるとこ^で聞いたんだが、親が子供を可愛がる 
0は•それが自分 Q ナルチスム K0 延長だからなん 
だつてね。 

妹何アに，ナルチスムスつて？ 

兄それはギリシャの神話から出てるんだよ。美少年ナ 
ルチスムスが彼を慕ふ美少女エヒ"丨の聲に耳を借 
さず，た V ひたすらへ水鏡に映る自分の姿に兑いつ 
てゐたん rc が、水中の美ルノ年はそれに近寄らぅとし 
ても近付き雞く、それを捕へよぅとしても柿へ得な 
いので、遂 JC こがれて溺れ死んでしまふ。そのあと 
から暌き出たのが水仙の花，〇まりナルチスムスだ 
つたつて云ふわけさ。 . 

妹わね。ギリシャ神話つて 、： fo 

兄この神話から自已戀慕症または獨尊觀念をナルチス 
ムスと云ふ意に士つて用ひたのが•君も知つてる7 
ロィドなん/ C よ0 
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銶だけどナルチ X ムスつて•一寸云ひ 1 C く VV わね c > 

兄ほれ V 俗に云ふ「自惚れとヵサ氣 CO ないものはない」 
あれさ。 

あろ 男す ろと 子供を可愛がる のは、 水鏡 1 C 映る子供の 
姿をした自分$:愛でるわけなんだね。 

兄だから言ふぢやな S か。瓤に似ない子5:鬼つ子だつ 
て：’：〇 f 

妹その鬼ひ子が兄さんだつたのね。 

兄さうさ、だけど子供の立場からすれば、これは親0 
得手勝手と云ふものだ。' 

ある 男;;僕がある H 靡場での見聞だが"：：： 五つか 六つ 
位の坊やが> ちやんの仕事を 見てゐたんだょ。 その 
傍に母親が、つまりその職人の細君が並んで立つて 
ゐたんた。すると仕事の合110に職人がチンと手ばな 
をかんだ。見てゐた 坊や も チンとそれを眞似た Q 勿 
論 そんな 小さ 50 がやつたん だから， うまくゆく は 
づがない。ほつベたかなにかをょごしたらしい尸そ 
れが また可愛かつたんだうう。それを ふいて やりな 
がら"坊やの母さんが云ふことにや「こ〇子つたら" 
お前さんに似て、ほんとに而白 S 子. ff よ」この子 
にしてこの親ありで、手前の啜のひと言耳に して" 
この親父-〖丨と笑つたものだ。 

母か忘れ S 


妹あたしも4るわ<>サラリーマン o > 家庭よ<>やつと一, 
日の筑荷をおろして、今夜も絀君と坊やと三人、•樂 
しい、 我家の晩餐の車を圍ん•た. と あるしがない月給 
取の風 m を思ひたまへ。席上坊やの云はく「父ちや 
ん〇今 H は課長に おこられな かつたの」父ちやん答 
へて「ぅん、父ちやんは ネ "今日とても要領よ くさ 
ほつたんだよ、」そこで坊やが，「ふ—ん•だけど • 
母ちやん"僕だつて父ちやん位になれば•父ちやん 
よ0ももつと-^、ぅまく課長に叱られ&5やぅ 
に' さ ぼ〇て見せるけ ir なァ LJ これを聞いて la 父 
どのは最愛の ワィフをかへり見て ニヤ， と 笑つて • 
誇らかに將來課長をごまかすであらぅ枠の勇姿を幻 
に描 5て見る の だ、 と。 

兄よし‘僕も 一 つ。今日は第三號へ行く日なんぢや 
が、止むを得ん災難で，坊と奧を連れて、奥多縻へ 
ハィキングせ にやな らん〇さる m 役 さま。 心の中で 
こぼし<玄關 へと 立つたものだ。5ざ出陣といふ 
際 に* 坊やの云ひ草が pfl き物だ。「母ちやん•たま 
に行くんだから’今 n は父ちやん虎めないでね。御 
诹のあとで僕が筱ころぶと坊や牛に なりまず よつ 
て，母ちやん云ふけ ど" 供は母ちやんみたい に 起き 
て、角をはやすことなんてないんだから… 、 J そ 







78 


こで相手0牛な〇山羊なりは•相見合つて微苦笑し 
たがァお亙ひに"さても嬸しき我子かなといふ m 持 
ちであつたさ5だ。 

ある現(兄に〕君にはかう云ふ揷話はなかつたのかい？ 
兄僕には母親といふ安全瓣がなかつたから.：：〇 
妹.つまり、かうしたものを芽ぐむ温麻地帶が不足して 
たのね。 へ. 

兄懊は出來る/ C け、親父を好意的に見ょうした。けれ 
ど*親父には S くら引いても引いても引き X れない 
ものがあつたんだ。 

妹つまりかうなんでしょ P 合理的な理由を父さんのあ 
< れなり*これ&办"それなりの行爲に見出して"見 
付かつたものをそれどん^^引いてつたの 
ね0 

ある M すつかり引いて了つたのに"なぼ父予¢0情では 
說明しきれないものが骑つてたと云ふわけだね〇そ 
れが君をデパ—卜〇屋上へた i しめた一つの现由な 
のかね？ ‘ 

姝その外に，兄さん.があんな事をしたのは r 關谷さん 
の影響もあるとあたし思ふわ0 
兄 gM 谷か？あいつもまた_ひ疲れて倒れたん ； jjo 
ある男何だね。その關谷つて云ふのは？ 


妹親友ですの。名人は伶 i 險な所に遊ぶんだなんて-よ 
く云つましたわ。僕は省線がまるで供の足下べ滑0 
込んで S 4 も來るやうに V ホ ー ムに突人して くると 
き*この機命に飛び込まうつて誘惑を切に感じる。 
それをぢつと自制してゐるとき I 番人生 Q 睡惑的な 
而に觸れるんだノ&んて申しました？：そのく 
せ"とう <それに負けて飛び込み&殺5:して了つ 
たんですわ。 、：；/广 
ある男すると"いは ir その男が負けたので、君もます 
<不安を感じて來たといふんだね。 

兄關谷はよくがんばりました。僕もあと二三回したら 
きつと强くなれると思ふんです。 

妹あら"兄さん。二三回だなん て、 まだす るつ もり？ 
ある男君はいつだつたか母さんを忘れたと云つ てひど 
く氣にした事があつたね。僕 il それとこれと何か關 
係があるやう&氣がするんだ。 

妹あら*違ふわ。母さんを忘れたんぢやないわ〇だけ 
ど關係つて どう 關係が あるの？ 

ある男それにつ S て僕は二三、君に聞きたい事がある 
んだ。答へて吳れるかい？ 

錄答へるで しよ。ねえ•兄さん、 答へ るわね。あたし 
だつ て" こんな 事もう二三度 もやられちや 甚ん ない 
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わ <> そして裸 K : なるのよ。心の隅々までぶちまけて 
裸になるのね。それが健康への最善の道だわ。 

兄しかし僕は自信があるんだ。锲は關谷が死んでか 
ら，いつでも省線 CJ )' ホ—ムの最前列に立つてためし 
てゐるんだが"もう大丈夫.びくともしない自信が 
あるんだ。 

妹そん? X こと 云つたつて、關谷さん見た S に7ラ^^ 
と 飛び込んぢやつたらどうずるの。あたしいや / C 
わ。いやァよ。自信なんて結局地 m なんだわ。いつ 
ぐら<と來るか一寸先 / d : 間よ。そんな時になつ 
で、ばつと思つたつてもう遲いわ。ねえ"忘れちや 
いやアよ。自信は地霞だつてこと……0 
ある男その母さんを忘れたつて話をききたいな70 
妹それよか、兄さん"鶴ちやんの話をなさいよ J 鶴ち 
やんつて兄さんの心の太陽な0〇でせう，兄さん？ 
兄馬腿！兄貴を冷かすやつがあるかい。だけど*あ 
,の人、僕にとつては高 a の花だつた。何遍近よろう 
と思つたか知れなかつたが"とうとう近づけなかつ 
た 0 

妹をかしいつたらなかつたわ0あの時、あたしが粲を 
きかして二人だけにしてやつたの。さうね、それか 
79ら四五時間たつたかしら。どうなつたらうと行つて 
抵を忘れる 


見たら*二人とも元の位澄のま i でゐる 0。あとで 
聞.いたら御天氣の轉けしたん？ つて ：•••• 

ある男で*その後は？ 

兄しばらくたつて"關谷もやはり fc 0人£:想つてる二 
とに僕は氣付いた。外の IB にやりたくなかつた。力 
ねてから鶴ちやんも彼のことを憎からず想つてゐる 
ことと察してゐたものだから"彼等の f とりもつ 
てやつた。 

宋馬 mfiLo 时汝あん時、負けるまで爭はな力〇たの？ 
ば S め M ら投どやつた？ f せ投げ— 
ら、何故あ Q 人 Q 足下を選ばなかつたの？ 

兄僕は關谷が好きだつた〇ふたりは兄弟のやうだつ 
た。だから關谷のために*僕はあ Q 人に指一本さ《 
觸れなかつた。 

ある男それはどういふ事になるのかね。 

妹指一本も觸れなかつたなんて噱よ。きつと手位握つ 
てゐた普よ。結局自信がなかつた〇ね。もしあの人 
が兄さんに手を卷きつけて*あ S 番はしい薇薇 
の®で兄さんにキッスを求めたとしたらそれでも 
兄さんは關谷さんに讓る與氣がおあんなさる？ 

也馬鹿な奴ざ。何ァにそ S 男の事だよ。とうとう.あれ 
程の美女を逃して了つた。楔は口惜しか〇た。僕が 











せめてあいつ位〇而なり姿么りを持つてゐたら•み 
すみす人手には渡さなかつたものを…… 

妹また立候補すれば、ょかつたのに，：。もつともつ 
まんない顏を立てたがつた罰なんだから、緣がなか 
つたと思つてあきらめるのね0 
兄關谷と僕との仲もそれからはあの , A の分だけ隔りが 
出來ちやつた。 へ ： 
姝鶴ちやんその後，あたしとデバ—卜に行つたとき， 
下を兄さんが通るのをぢつと窓から見てゐたわ。 

兄そんな事があつたんなら*何故その時云はないん 
だ。 

妹すベてが過ぎ去つたあとなんですもの0云ふだけ未 
練がますといふもんだわ。その時あたしが、誰れか 
知つてる人でも通るのつて冏いたら•あの人つたら 
隨分人が出てるのねつて云つたつき U だつたわ。 
ある男何んだか"しんみりしちやつたね。どうだい母 
さんの話は？ 

妹 さう ね' もう S X ょ〇なさいょ。い I 潮時だわ〇雨 
がしのつくやうに降つてゐ60その中で彼はもう俏 
. 度振めむいた取だらう。ひたひたとあとをつけてく 
るあの不氣味な足音におびやか-?れて，：…それから 
だわね？ 


兄遨ふよ。ジリジ y と太陽が照りつけてゐる〇犬が畏 
い舌を出して往來にのびてゐた。 •■ 

妹あら'つまんないの。 

兄僕は留遛場から刑骐部屋へ引き出された。型通00 
訊問だ。父の名は濟んだ e さて母0名は？ 

妹僕は云ひ淀んだ。答へられなかつた。思ひ浮ばなか 
つた0 でしよ0 : 

兄相手はせせら笑つた。何んだ！生みの親の名を忘 
れる樣な奴が階級戰の闘士でござるとは 〇 
妹思.へばその嘲笑も常然たつた。だが侯は云つてやつ 
た。 . 

兄他人 1 C とつてはある場合"僕〇母の名は必要だら 
ぅ。たが，僕にとつて、その fio 子である僕にとつ 
て"それは不要だ。なぜなら、母はいつも僕と共に 
あろんだから…•：0 

妹母さんと呼べば直ぐにも答へてくれ！ 9 ほどの近み忆 
あるの'たから • ：…〇 • 

兄だから强ひて覺えて*ずとも5 i んだ。 ： 

妹勿論それでも相手‘は笑ひをやめなかつた。……でし 
よ。當然ね•それ。/ C けど，一寸センチな现屈付け 
た， つたわ。 :： 

ある男すると，それ过一時的な忘却なんだね？ , 
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妹自分で分析 & さいよ。きつとその時の心理が合點い 
くわ。 だけど兄さんも•い X かげんに母さん S : 忘れ 
ることだわ。それなぞも忘れるほど兄さんが母さん 
を想つてゐたことに&るんだわ。結局！ 

ある男それに君も•ちよいと忘れた位のことをさう氣 
にするのはいかんなァ。 

妹母さんはあたしの生れたとし，兄さんが三つの時死 
んだから、それから兄さんの頭には•母さんといふ 
はれものが出來て事 fe にうづくん‘だわ。 

ある 历どうだい。兩の險 をと ぢれば、母の而影が彷彿 
と出て來やしないか。 

兄しないね。あれほど楔は手ばなしぢやないよ。 

妹とにかく早く母さんをお忘れな3いよ。兄3んの母 
さんはほんとの母さんでなくて、た^感傷の對象に 
過ぎないのよ〇まごまごすると私の方がい、人こさ 
へて、兄さんを忘れちやつてや5わ。御小遣も出さ 
ない兄さんなんて数えといてもつまんないもの。 

兄こいつ，近代娘みたいなこと云ふな！ 

ある男(外を指して〕誰れか，遠くで合甌してますよ。 

妹(見て〕あら！ほんとに來たんだわ0兄さん、兄さん 
の太陽の御入來だわ。 


(祈から、ひるのサィレン、激しく J せ) 1*'©^) 赛く：…0 

ある男あ^いつ0間にか、外へ' ' m てる。あの早いこ 
と！まるで彈丸のやうだ I あ0人もむかふで手 
を展げて待つてゐる！ 

妹(大琛で〕兄さん！力一杯かけるのょ。轉んでも轉 
んでも、起きてかけるのょ。 

ある男あ、これで新しいマリア氏の御誕生だ！わし 
は年のはせいか、腹が減つたやうだ。 

妹0フギオのスィツチを入れ*〕とやがて、かすかに結娇行. 
進曲が流れ SL てくる^あたしも立派な班師だわ0 
昨日の飛び下りをネタに早速ひ i 狂言書いて•鶴ち 
やんと兄さんとを結んでやつた。锜さんどう。成功 
らしい わね。 

ある 男好む と 好まざるとにか、はらず、兄さんも長命 
するでせう。 なにしろ 相手が鶴3んだ から…… 0 
(結娇マーチ、 i す生す B く*永^1:-〕 

— 終—— 


母を忘れ5 








故大佐の令孃たち(マミフィ上ド s 

岩 倉 具榮譯 



その後の一週間ほど忙しい思ひをした ことは 彼等の生 
涯中でも珍ら しいことで あつた〇彼等が寢床に入つた時 
でさへも横になり休んだのは彼等の身 fis だけ ff つた。彼 
等0心は何時までも•あれやこれやと考へ拔き*繰返し 
語り、それが何處，：…であつたかを不思議に思つたり、 
決定したジ、思ひ出さぅと試みたりした0 

コンスタンチアは彫像の様に横たはり II 手を雨脇にお 
き，兩脚は互ひにキッチリ組合せ、毛布をあごまでかけ 
てゐた。彼女は天井を見つめた。 

r お父樣のシルタハクトを門番 y やったら，お父樑に 
叱られるかしら"どう思つて？」 

「 P 1 ] 番にですって？」とシ』セフィンがガミ^^と云つ 
た。 「何だつ てまた門# なんかに？何だ 〇て そんなを か 


しなことを考へつ t なさつたの！」 

「何故つて」コンスタンチアはゆつく0云つた T あの 
人は度々お葬式に行かなければ&らな S からよ。そして 
私は —— 墓地であの人が山高相しかもつてゐな so に氣 
がついた Q よ。」彼女は言葉を切つた。？の時私老へた 
の，あの人にシルクハットをあげたらどんなに喜ぶだら 
うとね。私達は•あの人にも贈物をしなければならない 
わ。あの人はいつもお父様に大變よくしたのよこ 

「だつて」ジ a セフィンは、枕の上で身をもがき暗_の 
中で n スタンチアを見つめて叫んだ*「お父橼あの頭 
よ！ J そして急に•ほんの1_間•彼女は クスクス 笑ひ 
さうになつた。勿論•彼女は一寸でも忍び笑ひをしさう 
に感じたのではない。それがくせだつたに雄ひな so 數 
年前、彼女が夜中に H 费めて話してゐた時*彼等の癖麻 
が一寸持ち上つたことがあつた。そして今*門番の頭 
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が、目には見えないんだが 、お父さんの 帽子の下で•缴 
燭の樣 に，ヒ •イと消えた*……忍び笑ひは段々高くな 
つて行つて。彼女 f ± 兩手を振®しめた。彼女は一生懸命 
，笑ひを止めょうとした。彼女は暗闇に向つてきつと眉を 
そば立て「赞えていらつしやい Ji 恐しく M 格に云ひ放 
つた。 

「明 H になつてから決めてもい』わね。」彼女は云つ 
た0 

コン スタン チアは何にも氣がつかなかつた、彼女は溜 
息をついた。 

「私達の化粧着 t やはり染めなくちやならないわね、 
どう？」 

r 黑にする ？ j ジョセフィンは 殆ど金切聲のやうな調子 
で 云つた。 

「さうね"でなかつたらどんな色？ j とコンスタンチ 
ァは云つた。「私は考へてゐた0ょ —— 外で黑を蒗てゐ 
るのは、何だか"本當に眞面目らしくない し， それから 
私達が盛裝してる時や家にゐる時には1」 

「でも、誰も見やしないわ0 j とジ3七フィンは云つた。 
彼女は夜着を蹴つたので兩脚が露はに出た。で、彼女は 
枕に添って上の方へず P 上が0•もう一度その耽を殆ど 
下敷にするやうになつた。 

故 大佐の令 mt:s 


r ケイトが見てよ、 j と n ンスタンチアは云つ 7 I「そ 
して郵便屋さん/ C つても見るかも知れないことよご 

ジ 3 セ7ノンは自分の化粧着に均合ふ赤黑いスリッパ— 
のこと" n ンスタンチアが S つもはいてゐたぉ氣に入り 
の"どつちつかずの綠色の Ky ゥバ10こと、を者へた。 
黑だつて！二つの黑い化粧着と二 m の黑い毛0ス y " 

パーが•黑猫の樣に浴室に這つて行く。 

「それが絕對に必要/ C とは思はな v > わ。」と彼女は云 
つた0 

し£らく沈默が賓。て"やがてコンスタンチアは云つ 
た。「租達はセイ a ン便に間に合ふやうに明日注意窗を 
つけて書類を郵送しなければならないのよ。1今迄私 
達はどの位手紙を受取つたかしら？」 
rf I よ 。 j ■ 

ジ■セフィンはそれ等の手紙の凡てに返事を書いた。そ 
して「私達はなつかしいお父さんを亡くして大變悲しう 
御座います」といふ言葉を喾く飪に"卄三遍も彼女は慟 
哭してハンクチを使はねばならなかつた。そしてその中 
の何遍かの上では"淡甫色0淚を吸取紙の端で吸取らね 
ばならない程でぁつた。不思議な m だ！彼女は吸取紙 
を載せる事は出來なかつたらうに—併し廿三回 も 載せ 
たの亡。とは云へ今でも"彼女は自分に向つて悲しさう 










84 


■に「私達はなつかしいお父樣を亡くして■大變悲しう御座 
います J と幾度も云ひながら•泣か 5 と思へば泣けた Q 
で态つた。 

f 切手は滞山質つてある〇 ?Ji コンスタンチアの方 
から云つ*。 

「ぁら、私知^ないわ Li ジョセフィンはすねて云つ允。 
'一今そん& ことを 私に訊くなんて、一體 どうしたの」 

「今一寸氣 m か X つたものだから」とコンスタンチア 
掠おだやかに云つた。 

再び沈默が續いた r ガサガサ—チ"ロチ"口と何か 
步く音、ボンととびはねる音が聞えて來た。 

r 鼠よ」コンスタンチアは云つた0 

「パ>厨もないのに垣が來ろ答ないわ」ジョセフィンが 
云つた。 

「でも鼠はパン屑のない t と知りはしないわ」コンス 
タンチアは云つた。 

.不愍の思ひが痙攣のやうに彼女の心を締めつけた。 
可哀さうに！鏡茲の上にほん©少しの ビスケットで も殘 
しておいてやれはよかつた。鼠が何にもありつけないの 
を思ふ士ぞつとした◦鼠はどうするだらうか。 

「彼等は一體どうして生きる工夫をするのか考へられ 
ない わ」 と彼女はゆつくり云つた。 


「誰が」ジ，セフィンはたづねた。 

，すると n ンスタンチアは我にもあらす聲高に云つた， 
「觀達ょ 。 J 

ジ"セ7ィンは怒つ亡。「お- T 、 何てくだらないことなの、 
コンスタンち やん！」 と彼女は云つた。「设達に何の關 
係が^るの？あな rc 眠つてゐるの？ j 

r 眠つてるとは恩はな•いわ、 J n ンスタンザアは运つ 
た。彼女は眠つてろるかどうか確かめょうとして眼を閉 
ぢた. 0 彼女は眠つてゐた。 

ジ "セ7 ノノは # 骨を ^ の漾 1C、 膨を引き寄せ、 こぶし 
が耳の下に來る樣に腕を組み V そして枕にきつちりと頰 
を押し〇けた0 : 

11 • ■ 

事件をこんがらしたもう10 Q ことは、その週に彼等 
と一緖に、乳母〇アンドルウズが泊つてゐた ことで あつ 
た。モれは彼等^身〇問違ひであつた。彼女等が看病人 
にさう賴んだのであつたから。それはジョセフィンの考へ 
つ5た -C とであ〇た。その朝——さう，昨 H の朝，遨者 
が行つて.了〇た時、ジ"セフィンはコンスタンチアに云つ 
たのだつた〇「看病人のアン K ルウズに一週間お客にな 
つて來て貧つたら vj? 面白くな5こと？1 
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壤 


r*r 敵！」と？ v スタンチヤは云つた。 

「私は思つた 2 き‘ 7 ぶは直ぐに親け た。 「私 
はアンドルウズに今日午後給料を渡したあとで、かう云 
へばよかつたん/ C わ。「アンドルウズ乳母や*お前が私 
達のためにす つかり 用事をすませてから後で，一週 [ HJ 吾 
々のお客になつてくれたら、私も姝も大變嬉しく思ふの 
よ〇』つて私はもし何なら私たちのお客機になる人 だつ 
て/〇とを附け加へるべき/<5つたわ I 」 

「だつて、あの婆 T やは給料の支拂ひなんか期待する 
箸&い； C!J とコンス>ンチ7は大きな聲で云つた。 

「そんなこと分らなくつてよ」とジ■"セフィシは分別く 
さく云つた0 

着病人のアンドルゥズは' 勿論、その言葉にとびつい 
て來た。.^れどもそれは面倒なことであつた。お‘客機扱 
ひにすると&ればきまつた時間にチャンと食琪の席に着 
かねば&ら&いわけである。けれども若しも彼等姉妹だ 
けだつたらどこに自分等がゐようとも*ケイト忙お皿を 
持： つて來る機に賴むことも出來•たのだ。緊張が過ぎ去 
つた今となつては"食事の時間は試練の樣なものであつ 
た。： 

看痫人のアンドルウズは、只もうバタの m を心配して 
ゐた〇實はバタについては少くとも，アン F ルウズは二人 
故大佐の令熵たち • 


の親切を利用したんだ と、 彼女等は感じないわけに行か 
なかつた。そして m の上にあるも q を食べて了はうとし 
てほんのもう少しのパンをねだるといふ氣狂ひじみた癖 
を彼女は持つてゐた■それから*^後の一口と云ふとこ 
ろで放心して——勿論それは放心ではなかつたのだが！ 
1もう一度下さいと云ふので^つた。之が始まるとジ" 

セフィンは眞赤になつた。そしてまるで难子布0網目$: 
拔けて這ひ出す小さな妙な溫を見たかの樣に 、その 小さ 
い、數珠の様な眼を深く伏せる0であつた。併しコンス 
タンチア0) 長い•莶白 _ s 顏はの X びりとして澄まし*そ 
れから彼女は遠く&-—遙かを一^見つめた。はるか彼 
方の砂漠を，もつれな羊毛の糸のやう 1 C 駱蛇の列が進ん 
で行くのを眺めるか.〇やう苽……〇 

「私がテュ！クスの奥樑〇ととろ 1 C 居りました時」と 
乳母のアン F ルウズは云つた。「あの奥樣はふんとに^ 
れい&小さいバク容器5:持つてゐらつしやいましただ0 
それはガラスのお皿〇はしつこに銀のキュ—ビブ r がひょ 
いととまつてゐて、ちつちやな7クを持つてました 
ょ〇そしてバタがほしい時にはその足を押しさへすれば 
キューピッドがか ir んで一切れつき出すんでございます0 
それは本當に面白うございました。」 

ジョセフ；はとてもそれが我慢出來なかつた。併し彼 








* 
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女はやつとの思ひで「それは隨分素敵ねぇ J と S ふので 
ぁつた。 

「でもなせ1 C 」と看病人アンドルゥ X は訊いた、眼鏡 
を通して眼をギヨロ <させながら or 誰も*本當に■欲 
しいと思ふ以上にバタを取りはしませんのに"ねぇ？」 

「ベルを嗚.らしておくれ。コンスタンちやん j とジ" 

セフィンは大きな聲で云つた。彼女は相手になつてゐら 
れる自信がなかつた。 • 

すると上機嫌なお姬樣のやぅに取澄ました若いケイト 
が這つて來て、年寄りのおしやべ0婆が今度何を留んで 
ゐるかを見るのでぁつた〇ケ f 卜は彼等の何やかやと嘲 
つてゐる皿をひつたくつて白い，恐ろしいジ Hyl の ク 
yl ムをパ タツと おいた0 

「ジャムを持つて來てね、ケィトトとジョセフィンは親 
しみを以て云つた。 

ケイトはひざまついて食器綳をガラ y と開け•ジ★ム 
入れの蓋をと空なのを見て"それをテ t ブル〇上に 
おいて忍び足に步き去つた。 

「あら"どうしたんでせう」と看病人のアンドルウズ 
が一瞬後に云った"「ちっともあ n ませんよ^. 

「お V 、何てうるさいの！」とジョセフ-ンは云〇た0 
彼女は唇を嗯んだ。「どうしたらい i の？」 


「n ンスタンチアはどうしようか決しかねてゐる樣む 
風であつた。「またヶイトを呼び立てるわけに行かない 
わ」と彼女は靜かに云つた。 

着病人ァンドルゥズは姉妹の二人を微笑で眺め乍ら，. 
待つてゐた。彼女〇眼は眼鏡の彼方にある凡ゆるものを 
逆散くささうにきよろきよろと見廻した。 n ンスタンチ 
ァは絕望して例の駱駝の方を眺め遣つた。ジ9セフィンは 
重苦しく顏をしかめ^—^氣持がぐつと固まつた〇若しと 
の M かな女のためでなかつたらジョセ7ィンと n ンスタン 
チアとは、勿論、白5ブラマンヂュ〇ゾ風の菓子〕を 
戶外で食べたであらう。急に或る考へが浮んだ。 

「さうだわ」とジョセフィンは云つた？マルマレード 
(マルメ ロの 果货 it て 作 D たるジャム 風の苑子 y があるわ〇食 
器棚にマルマレードがあるわ、取つてよ， • n ンスタンち 
ゃん0」 

「結構ですわ J と看痫人の7ンドルゥ.ズはげら^^笑 
ひながら云つた。彼女の笑ひ聲は、藥場にヵチ<と當 
るさじの機な音であつた0 r ―^「でもあまりひどいマル 
マレ—ドでなければよう御座んすがね。」 

一-一、 

併し何れにせよ•今ではもう長くはない C とだ。やが 
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卩はア VP ルウズも永久に行つてしまふのだ 0 それにァ W でしまつた0 ( 未完レ 
ンドルゥズ妙お父さんに甚だ親切であつたと云ふ事實は 
掩ふベくもなかつた。臨終に於いて彼女は晝夜を分たず 
父さんの介抱をした〇實ばコンスタンチ T もジョセフィン 
も一一人ながら、最後にはアンドルウズがあまり父の側を 
離れなさすぎることを秘かに感じたぼどであつた。何故 
ならば、二人が父に疏後のお別れを訣げるために室へ這 
X つて行つた時"アンドルゥズ.は終始枕頭に侍父の 
手首を握つて自分の腕時計を見てゐるやうな風を裝つて 
&た。そん&必要はある箬がない。それにやり方があん 
まり露背すぎる。父は二人に秘かに何事かを"•何事かを 
云ひ遺しておきたかつたと思れるのに：：：。.云つておき 
た5ことなどはなかつたのだ〇なに"それ fe ' ころでは& 

5 。 父は眞赤 にな®、 赤黑い顏をして•二人が這入て行 
つた時には振向 S ても) ife かつた。やがて二人がどうし 
たらょ いのだらうかと手持無沙汰に突立つてゐ ると， 父 
は急 ic その一眼を開いた。父がもし m 眺を開いてくれさ 
へしたら、 そこにどんなに變化があつたことであらう0 
父に就いての記憶にどんなに變北があつたことであら 
う〇 それに 就いて人に語る に 如何に容易であつたことで 
あらう。 併し さうはしなくて" た r 一眼^けを開いた0 

だ〇その服は二人を一臌ギ a リと脱み、やがて . ふさ 

傲大佐の令雄た 5 
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講 一座 


心理の相反並存性に就いて 

, 不老泉院主 

* ~ ■ ， * ‘ - - ' - f • r« 

今後時々、時事問 g を素付として臨 m 的講義を試みる 
ことになり、その翦一回目の责任が私に課せられた〇 
昭和十二年五月三十一 B の都新聞第一而「■器と記若』 
關に『悲しき狹 *—— 小國民に寄す J と！一して*次のや 
ぅた趣旨の文が寄書せられてあつた。最近フランス飛行 
機が南支那方而で不時遗陸した事がわが國の學校で放送 
せられた時.それを聽いて小學生たちは一齊に立上つて 
「萬歲 J を叫んだと云ふ。それは遥だしい狭®さで大國 
民の態度では&い。かくの如きヶチな根性を子佻等が持 
つのは親達や時代の爲政者が惡いから、その惡影驟を受 
けてゐるためである。三慰せねばならぬと云ふ論旨であ 
る。 t れは實に尤な意見，であるけれども"^者自身の心 
理を分析して兒ると"感情 tr はこの論旨と逆なことを考 
へて10るらしく察せられて基だ興味がある〇少くとも' 
このやうにムキに&つて物を S ふと£:ろは怪し S のであ 


る。一體"人 PJI があまりムキになつて物を云ふ時は"自 - 
分自身の良心に咎めてゐるのだと考へて羞支へな VV やう 
だ。卽ち、他人を批難してゐるやうに見えても•實は自 
分自身を批難してゐるに過ぎぬ場合が多い。次に寄稿文 
を少しづ、引用して小きざみに分析批判して E ょう〇 

「日本人の心の持方が最近極度にヶチ庭くなつたやう 
だ。日本のものなら何でも正し so 外國のものは皆惡い 
といふ俗惡な觀念がそれだ。」 

これは確にその通りだ。 e う云ふ倾向は幾分見える。 

國民意識が离まつて來•所謂ナルチ K ティッシュに•自 
己中心的に物琪を考へるやうになつてゐるので、本人は 
ヶチな考へのつもりではなく •大いに自信のある心妳態 
度をとり、兹だゆつたりした心持にな〇てゐるつもりな 
のだが、これを客觀すると，自惚が强くて、仙人の長所 
が目 1 C 入らぬ、 B 持のならぬ氣障な態度と認められるこ 
とは"これまた己むを得ないところであらう。た r 併 
し，これが後に云ふ小學生徒たちのドレ機に對する心的 
態度とどの程度にまで關係があるかと云ふ段に fe ると、 

私は懷疑的であつて、この筆^のやうにドグマ的にはな 
れない。 

「先日馬躍パ y を出發したドレ機が不屈の闘志をかつ 
て目的地に迫り &■ がら遂に魔の南支那方®で不時着した 
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時•丁度ゎが猶では事校放送你行せ九てゐたが、臨時其 
rllK として r ドレ機不時着」を報じたさうだ"その 
時、これを聽いた小舉生達は一齊に立ち上って「萵歲 J 
を叫んだといふのだ。何といふ嘆かはしき狀景だらう。 
もとょり我々もドレ機が'クン^^神風號の記錄を破〇初 
めた昉，異常なスリルと興奪とを赀えた。しかしこれは 
斷じて排他的&興游でなく世界文化のために新記録樹立 
■ 5 : 念願するものに他ならなかつた 0 J 

何と云ふ立派な人格であらう。我々はこのやうな人格 
苦を誇りとしなければならない。併し「世#文化のため 
に新記錄樹立を念願する」だけの機なら、それほど本能 
的なスリルと興诞とを凝えると云ふやうな t とが课して 
あレ得ることであらうか。我等心理學徒としてそのやう 
な心理事實を承認することが出來ない.もし「神風 J の 
記錄と云ふものが片方になかつたとしたら，飛行事業に 
直接個人的交涉のない筆盏が级してそれほどのスリルと 
興链とを铙ぇ褂たらうか。もし策若が自分を JH 直に错み 
て(分析して r 成程、もし「神風」の記録を比較する考 
へが(記錄を破られると云ふ不安が)なかつたならば、 
自分はあれだけのスリルと興诞とを覺え得なかったであ 
らうと云ふことを自認せられるならば、 611 ち策^は小黎 
生徒等を一槪に批難する£:とは出來なくなるであらう。 


實は私0如きも、ドレ機が不時翁陸したと云ふニゥスを 
聽いた時、まさか萬歲も唱へはしなかつたが、や X 會心 
0微笑を钱じ得&かつたこと5:吿白するものである。無 
論、他人の不幸を菩ぶと云ふことは、卑しいことであつ 
て、それは我ながら不愉快なことである。不愉快である 
と云ふことは自分の超自我の苛资を被ると云ふことであ 
る。それ故に.超自我の苛货を陂らないやうにするため 
には、始めから自分はさう云ふ卑しい考へはなかつたと 
云ふ風 tc 蔣へるに越したことはない。そこで自分のさう 
云ふ卑しい考へは自分の無意^の中に抑驅せられること 
になる•抑壓せられてもその觀念は抑歷せられたま、で 
無意諏の裡にうごめいてゐるので、それは投出の心现機 
制によつて他人に塗りつけられる。さうして自分はさう 
云ふ考へは始めからなかつた。他人(この場合.小學生 
徒等から轉じて日本人0大人たち〕がさう云ふことを考 
へてゐるのだと云ふこと 1C 定められる。 

無論—他人がさう云ふことを考へてゐることは S 實で 
ある。彼等は正直と云へば正直、超自我狀低いと云へば 
低いのだ。併し彼等とても一槪に他人 Q 不幸(この場 
合、ドレ機の不時涪陸)を菩ぶものではないのだ。た ir 
自分の甚び(この場合 T 神風」の新記録}を破られたく 
ないだけの郡なのだ。た V この二つの事實は矛盾なく存 
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立し#ない0で*小學生等はドレ機の不時谙陸に馮歲を 
叫んだ〇したのだが、それはた^「幸にして我等の記錄 
ば朱だ破られなかつた！」と云ふだけの意味であつて， 
「ドレ 機の不幸を蓀ぶ」と云ふ反面の意味はなかつたと 
見る方が：止しいのであらう。彼等小學生たちはまだ子供 
で心理は眾純であるから.これ等の矛/ i は來だ矛盾とし 
て彼等の態度の上に統一的に表れて來ない。我等は 成人 
であるから、「神風 j の記錄の破られざりし事の喜びの 
表現は反： ffi に於いてドレ機の不幸を菩ぶ如き形を必然的 
にと ると云ふこ とを 氣付いてゐるが故に•その端的な表 
現をさし控へる ( D みである。 

一體、 FV 機それ自身にしたところで.彼等が果して 
純粹に r 世界文化のために新記錄樹立を念願」するのみ 
でこの 企てを敢行したと「一敎師」氏は弯へ てゐ るであ 
らう か。 無論、 新記錄樹立は舊記錄打破を必然的に意味 
して ゐるので、 その點に於いて彼等は我が航空文化を敵 
視 して來たと a る こと だつて II 1 !來な s ことは ない。併し 
私は何も*さう云ふ蔣へ方を强調しようとしてゐるわけ 
.ではないが"さう S ふ考へ方の可能■性を十分に意識して 
ゐることの方が，これを抑！；して無意識でゐるよりは却 
つて健全であると云ふことを主張したいのである。土佐 
の海岸で顚涩したドレ機に對すろわが國民の同情と親切 


とはいたく怫國大使を感激せしめたと云ふが•一敎師氏 
は恐らくそれでまた得意に fe つて日本人の品性の高雅を 
誇ることであらうが、我等は却つて不幸を M つた罪亡ほ 
しをやつてゐるのではなからうかとの疑ひを一應はさし 
むけて見る。 

數年前•同じく朝日新聞社の安部飛行士が 怫國 製の機 
に 乘 〇 て ニケ月も か X つて 7 ランスへ飛行したことがあ 
つた。その時 フランス 國 民は朝野を擧げ てこれ を歡迎し 
た。在留の日木國民はそれを非常に光榮 として 感謝し 
た。 その 時日本の 一新聞記者は日本人のお人のょすぎる 
のに業腹になつたのか* フランス 製0飛行機で ニケ 月 も 
か、つても破損しなかつ たと すれば、 ブーフ ンス 機の優秀 
ST 說 明したことになるから、 7 ランス 國民の歡迎するの 
は 常 然の事•たと云つたので，在留邦人たちは憤慨したと 
S ふこと が、芹淨光治良氏の報吿に見 えて ゐた。憤慨し 
た 人々はこの HE 者のあまりにひねくれた物の考< 方に不 
快を感じ、折角の兩阈民の交驩に水をさすやうな言励を 
いましめたので あらう。 それは尤であるが、相手の心理 
に如何&る袈があるかと云ふことを觀破する力がないや 
うなことでは仕方がない。琪には翦がある。 その 蕋を何 
も かも承知の 上で、 表のつき合ひの m 來るゃうでな けれ 
ば國祭問の交際などは出來るも 0ではない 。人 ml はあん 
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まり本當の事を云はれると股を立てるも CD である。本當 
すぎる惠は必卞不_快 / C から"それは 無意識の 內に抑艇 
せられてゐる。抑壓せられたものに觸れられると憤慨を 
する、分析の抵抗を受けるのもそのためである。 

r 再度の挫折に屈せず三度び立つて敢然と自然に挑戰 
した彼に對する聲援の興爾だつた。にも拘らず，今後の 
日本を擔ふべき小國挝が•この悲報を聞いて萬歲を叫ぶ 
に至つては B ; に末怖ろしい氣がする、殿正な批判のな s 
子供心だといへばそれ迄亡が，實はそれだけ fo 問 Is は大 
きいのだとも云へる、親達や敎師やその他から•たでか 
りそめ 1 C 云はれた「排他的」 & K 葉が，無批判的に受け 
入れられた結瓜にょるので あらう ご 

子供の心现をこのやうに白紙的に、受磡的に0み者へ 
ることは出來ない。さう云ふ風に考へるのは"敎師の自 
惚にあらざれば認識不足である。子供は固ょり外妝の感 
化に敏感なものではあるが、この場合0如きを全部的に 
親や敎師や日本主逸衆のせいにすることは考へ過ぎであ 
る。そこにこの班^の n ムブレクスが^出してゐるやう 
に思はれる。策者の m 惡は遛は子供を對象にしてゐるの 
ではなくて•「敫師」、「親達」又は S 薄な日本主義者」 
にあるのであらう。子供にかこつけて^はこれ等の人々 
を難ず5のが： E 的であつたのだ。また實際 e うしてゐ 
0 座 


る。さうしてそれ等の人々と云ふのは恐らく m 者身邊の 
人既中その勤務しゐる學校0長又は同僚の事ではなから 
うかと察せられる。 

「かういふ蝕まれた菔心がやがてどういふ將來を來た 
すか、鞞薄な日木主義^等の三思せねばならぬ問題だら 
う•そして取敎密議會と態口云はれる文敎璐謎會などの 
まづ眞つ先に者^せねば&らぬことだらう"然しあの漉 
議會では却てさうした氣抟を焜り立てこそすれ、それを 
* 正するなど思ひも及ばぬことかもしれぬが」(一敎師) 
と書いて華^は稿を終つてゐるけれども.かう云ふ公 
憤らしい外見を具へた感情が、これを分析して见ると、 
實は跟なる一二の私憤の尤らしい瑕をとつて表现甘られ 
たも似に外ならぬ場合を I 我^はあまり 1 C 多く分祈觀察 
して來た。と云つても、只今の撝合•この公 m が公 tit と 
して通用しないと S はうとしてゐるのでは決してな s の 
だ。併しもしそこに假〇に何かの私 fit 的极柢があつたと 
すれば•この班#はその私 m の相手に面した場合1そ0 
m りが公 m の形態をとつてをればをるほど I 愈々處と時 
とを顧慮するととなし tc 勃發せしめる可能性と危險性と 
があると一 K ふことを特に注意しておきたいと思ふ。松の 
廊下 1 C 於ける淺野内匠守のやうに…：，。併し淺野内 K 守 
に如何なる內的正義があらう とも， 法#は外的形式を以 
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て判斷するものであるから•その形式に觸れたも0はと 
にかく所罰せられ&ければならない0だ0 

こ01敎師氏のやぅにムキ1€なり一圖に#へる性向0 
人は犯罪-^になる傾向があると云ふことを、私は特に注 
意しておきたいと思ふ〇これを分析すれば，4キには& 
らず一圖には考へな S で、他人に對して寬容であって> 
罪に陷る危險も少くなると云ふことは•以上の分析批判 
を M まれた V けでも誰人でもこれを容認せられるで あら 
うと信ずる0 



精神分析學語彙(廿5 


、分裂 Absvuung -この 詰 II 主 i してフ U ィドの『ヒステ 

yl 硏究』1:出てゐ5 0 その宵に於 tr る m ひ方に依 5 i 、 心 
现酢(卽ち聯想的- U 紡びつけられて*)る一群の M 念)は•常 
該心理群の不快なる内雜に考へ及ばない V うに i の能働 的な 
努力6なす扱合 LT その不快な内容か押し除けょ、' 忘却 L 
ょうとの過程•か起ろ、その過程か分裂と S ふの/： i 記述せ£> 
れてゐる。分裂1:依つて遊離した本部感情的部分は轉換ヒス 
テ症狀 X は强迫現象となつて變胳的な發散& するやう 1 : 
なる。犄神分析 ^の观論構成が逆步す5につれて、「分裂」の 
槪念は抑 M の槪念に變る ことにな つ ?: D - 
、節制 Ail —— 精神分析 文献中に於いて節制と云ふ III 


が用 i > られてゐ£な6ば"それは性的節劁、卽ち時々0性0 
的を果すことの差按へとして理解せられる、成人の節制 i 云 
ふ撝合には大抵は、性器的滿足の恙控ヘ、卽ち性交並 CA - UI 3 
慰の差按へを意味することになつてゐる。この幾按が本人の 
寂志の0發でわるか"他からの强個であるか ST 何れでもよ 
い。例へば、舟の上一:囚はれの身であ*など ± T 他资的の節 
制である。併し自由窓忠で節制 L てゐるやうに見えて t 無意 
識的挪惡悠や性の危險に對す5不安などからして節制して& 
る如^[ I 外觀上0發的に見えるだけであつて、眞の自由澉志 
的節制で fi ない〇或る人が節制を安んじてなし仰るやうにな 
つてゐないと、不安だの"一般的な神經質など1云ふ實際神 
經症狀が起きる。それ笠症狀は蒂植せら H ?: る性的素材の ia 
接的な中猫作用として見られる " (「赏際神經侃」の條參照 V 3 
それが E に昂ずる返行的並びに精神神經症的现级な示す 
やう[:なる〇 

一、抽象觀念支出 Ahstrakticpivvana -抽象的圯考過程 1 : 
於いては"具象的な祁物 - i 就いての用考過 IB の場介よりも， 
心理裝瓰はよ U 多 K の H ネルギー丈出を ti す。換苜すれば" 
よ”商度の神經思考作用(15163邑0口〕をなす0このやう！2 
して用ゐられ£ H ネルギーの多#な5ことか7 D イド U 抽象 
觀念支出 4 名付けたのであ S 。抽象的なもの♦か具鍬的" ell 物 
的た ものと 比較せられ、さう L て具象的な t のがその端的 
な"奉直な婺を以て"抽銀的、商辍的なものとそれ0身との 
n 3 の兹通か過大に見 VJB 時には、卯ちそこに一つの滑箝な兹 
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果沉生ず ao 抽象氍念支出はそ 0 時忽ち遇制となり"そ ^ ifi 
刹怎ネル Y 丨は渐嵇的快感として笑ひとなつて發肢せしめら 

れ气 

一 " S 志薄弱 i £ Abue:ie ——本能感情力微弱のため S * 志.術!®の 
缺如せ S こと。(菇镏疵1:於いて起ること腿々なれど"讯き强 
边神經症 (: 於いて起ることもあ P 、 後泝の勘合は"種々な本 
能力の相 B のためである〇) 

1、防魄>:>%515——不快なる内綷を葸識から通去け"好1し 
からぬ本能： g 慾求^侍我|:近付けぬやぅ|:ずるれめ1:、心理 
装置が驅使するわらゆる機制 X は機能に對する一般的名稱で 
ある。そ©やぅな|の種類は(1)抑脏、00退行^(5 
反®)憐成、(四〕遊雛、(五〕和きないやラにすること、笠で 
ある•か、 Klt またハ六)否定 _( 七)投出"(八)同一化"同 
一視* (九)孙華なども、不快 tc 內綷のものな窓識から遠去 
けろ II 役立ち、從ってこの點 Li if いては防辦過嵇の中!:筇入 
することが 出來る ly/ s の EI 因 (I その拒 i れ r: 6 t の、内容が 
本人の®:識にとつて不快であるが?;め T あつて"その拒まれ 
たものが本人の人格の規範的な部分(超 rl 我)に掖谙する fe 
めでめる拗合もめろし、そのもの"翦求に從ふことが现贸に 
容認せられぎろためでわる場合もある L 、 或( I その要求を滿 
すことが本人の經驗に微して倚我に位險てある(去勢的懲別 
.が待ち權へてゐるので)が?:めである扱合もあ KT 

1、防辦精神 #經^>: 2 ^^巨口 3^^155611 -^ n ィドは そ 

の堆期の敦作に於：，て"恐怖娬"强姒觀怎の如き11ステ9 1 

0 鍤 


狀態、並びに t K テ9■を伴つてゐ stK テ yi 糖神症を 
(もし その癍狀が明かに不快なる «ai 念への防 S 5 として現れて 
ゐる聪合に〕この45で呼んたのてあろ U この語は後年の精神 
分析文敝中 U は铪ど; J ] ゐられてはゐない。 

.^^ lM^^thetischGGefllEe - rt 部心规的にやむにや i 

れ Q 滿足を wof: めに心理裝 S が用ゐられ S ならば"心观裝 
E はそれ m 身 S 活卿だけで不快惑を柯ることが昍來る。美は 
快感とは S う云ふ性赞のものでわる。禁斷せられてゐるが故 
•U# 通ならば近付き雛いやうな部分の快感 t f のやうな沾励 
に依つて m 放せられ5。我々は禁断せられたものな4美的經 
從の故にとて大目に見るからして、さう云ふ部分の快感が氣 
付かれぬ内に附放せられることがあるのであ5。パゥル乂シ 
ルダ ー Q 璐見に依ると、蕖的鏗赏はそれに關係した责任感な 
<して本邡の0由攻發動が亨受せられるからで.ある〇 シル 
ダー茁1 r® 改心理帛 J) 

一 I 痫游 Aetiol 兵 ie ——神總症沾源としては"籾神分析^では 
II つの病 IKi 群か分ける。 

C 1) 嵇筑的"生盼的、迺傳的な L ので、それは治療し難い 
t のである。この蝕の t のとしては、個々の色情帶域 0 i ル密 
力が苡いこと、抑應彻内が强いこと。自發的 U 性的取熟であ 
るこ i 笠 J これ竦内的の B £^ のみが發娲か促す U 足らぬこ i 
が M である)そこ[:更に 

(二〕偶發的 GC 因〇必獎な場合があ5■•偶狡的 1 SII 3 とは個人 
が發逹の過税中に影^を及ぼす1のである。それ笠の內で特 
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に m 要な t のは、乳兒時代から六 jag 頃生での間に他©子供 X 
IX 成人から受けれ性的行劬への蹯惑と云ふ形で现れる〇或は 
成人か觏察するこ i に依り、又は成人の侧からの#成にょ 
9" 强义は不{女の肋驗4-持つことが原因となる。偶然 
的鸫驗の影孬ならば、精神分析に依つて撥無すること•か3來 
る。それのみならす精神分析1:依つてはまた、體質的契機の 
作 mu も影鄕』及ぼマことが山來60心身の相關と病源との 
事情に就いては「補足的連帶關係 j の條に於いて解說してお 

いち 


相— 談 

母の不偸に惱む娘 

問^—私は十六歳で某專門學校に通學してゐます。父 
は地方官吏で凌は中流以上の暮しをしてゐます。私が長 
女で十三と十の：一と七ッとニッの弟があります。父母は 
結婚當時から性格相反し一緒にゐても言葉ーッ交はしま 
せん。父は遊ぶとか娛樂とかいふととを嫌ひ、仕事に興 
味を持ち鼓 m を機械的に慕す ことを 好み、 それに 反して 
母は、他人から私蓮の姉とも見誤られる程若々しく箫飾 
り"そして單純に藉すのを好みません。 

そして二年前土地の高商を出た人(官吏〕 i 仲よくな 


り、彼は每 a 父の留守に來てゐて、父が歸つて來ると製 
口からそッと m て行くのです。今 S 私が歸猫して二人の 
關係がいょ^-濃くなつてゐるのを見て忠吿しましたと 
ころ母は「彼とはこんなに愛し合つてゐるの/ C から仕方 
がない。父さんにいつても離綠してくれないのだから、 
かうして二人は隱れて逯つてゐるのです〇父さんが死ん 
だら結婚するもか知れない。あなたはま/ C 年が行かない 
から分らない0だ。あなたは母さんのやうに ill ] 速つた結 
婚をしては s けない、自立の道を立て - Tm tliL きなさい。今 
は何にも^へないで M 强しなさい』と申しました。私に 
は世の中 G ことが分らないので何ともいへませんでした 
けれど，この世で親兄弟もなくたつた一人の父の默然と 
した淋しい生活が兄錢ねます。 

母とはどんなことがあつても離れたくありません〇併 
しこれ迄育て i 吳れた父をも兒猞てる氣にはなりませ 
ん〇さ ■りと て、全く性格〇異つた愛を少しも感じない父 
母二人を^うしやうもありません。又•私一人で&く後 
には弟妹もゐるのだと思ふ と、 胸がしめつけられさうで 
す。私はどう5ふ氣持ちで父 ® に對し、どんな風に進ん 
で行けばょいでせうか？(惠子 ) 

答-貴女の立場が如何にお苦しいか5:察して何とも 

答辯の辭に窮するほどであ0ます。ところで.私は普通 
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の答辯者のやうに"誰かを(こ〇場合"勿論、母栽を) 
ムキになつて m むことが出來たらまだしも樂でせうが" 
私は分析^としてそれをする氣にもならないので"なほ 
さら困るわけであります。勿論、 m 徳的に云へば母(繁 
雜 C なりますから今後御刚親とも呼すてにしますことを 
許して T さい)が惡く父に一點の非がないことは中すま 
でもありません。併し逍德的に激斷 
© 事^"^ f 少 IL もよ く^•ら cAhbi-ilil りは it \ Jb ~ ©てす 
かもドそんな t と全しぃ-そ-^ 

® 現に"母/ C とて自分 
の惡いこと位は百も承知の上で、己むに己まれずやつて 
ゐることなんですからね。 

併しかう云ふ事件は、衔體に云へば"少しも珍らしい 
ことではありませんね。^に典 M 的な場合です。父は仕 
事一方の眞而自な方だけに"性生活に於いてはどちらか 
と云ふと禁壓的で享樂的でないのでせう。さうして父親 
M で 岡く るし くて*遊び相手としては而甶くない人でせ 
う。母は妖婦型で荷閑婦人的で享樂的で性には解放的自 
由主翁的で^父の焚眞目面なのが蹈题^^^しいと云ふ氣 
持で，せう。それが母のよだ浩い内(少女的な氣持が殘つ 
てゐる内"父コムブ V クスの解消しな VV 内)はまだよか 
つたのでせうが(何となれば货女の父が父コムプレタス 
相 % 


の轉嫁對象となつたから y それが年飴と共に解消せら 
れて來ると、今度は自分が母親型とな办、性對象として 
若き 燕型の 人を 求めるやうになります。そこへ折ょくか 
折 あしく か现れたのが高商出身のその官吏なのです。母 
は自分が nn 違つた結婚をしたことを悔いてゐるやうに云 
つてゐますが、確に n . a 述つた結婚ではあつたかも知れま 
せん 〇 併し何人が そ0 結婚當時に於いて" これこそ!!11 遠 
ひのない結婚/ C と云ふ絕對的確信がありませう。恐らく 
母自身だとて，自分の結婚が間違つてゐるかも知れない 
と云ふ不安はあまり强く抱くことなしに結婚生活に入つ 
たものと思はれます0 

夫婦生活など X 云ふものは双方〇眞劍な共同的な努力 
にょつ て，やうやく 終生の契を完 うし 得るものでありま 
す。果して母にどれだけの努力があつたかは疑はしいと 
思ひます。一つには、貴女の御梁庭が相當にヒマで"そ 
の 上、 金に も困らぬからと 云ふ點もその因をなしてゐま 
す0 居して不善^なす左卑^^^^^^^- 

i M ひま t 

駐0怎き燕も#し段々生長してその母コムブレクスを 
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定四 
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呆版 

研—一 
究圆六 
出 • 〇 

版送胃 
部料. 
發六函 
S 錢入 


ノイフュルド原著 

平塚義角譯 

本書の內容 


ドストイ H フスキ—の精神分析 


一、人間ドストイユフスキ1の分析 I 1■の如き性格 Lr 父の繩想三、父に酎す S 
悄惡四、0腐 31 、彼の性生沽•六、^帝に澍マる態度七、父殺し八. m 邱九、サ 
ド•マゾヒスムス十、宗敎心现十二、彼の愛 ㈣ 心十二、彼の邵恶 S 十三"戀愛及 
び結婚の心现十四、贫闲と肛門性感十五-賭 M 癖十六、口唇性感十七、妫視慾4铋 
出慾 

5 卜 働 4.S ^ • ! » * t . 

11、ドストイユフスキ—の作品分析11 r 幼兒性感の瞄玆二，初期作品中の h ディボス 
11 r 彼の tlt9 スムス0分析四、 r ディボスへの還元 

11 r 分析者としてのドス トイ h フス キ— (附録)精神分析術語解說 


卒業すると，母コムブレクスの轉嫁對象としての贵女の 
母は捨てられること K なりますから、 i:' うせこの戀愛は 
長續きするわけはないです。その時"母は行くべき とこ 
ろがないでせう。父は勿論家に入れること5:肯じないで 
せうし、貴女方子供衆も白眼視するでせう。そこを考へ 
たら、さう云ふ關係は早く淸谅すべきですが、母 a) エス 
が起自我と妥協して、それが美しい詩にまで{尚められて 
ろろ現在では•何を云つたとて耳には這入 P ますまい0 
!#お氣の毒なのは贵女ですが、^^£1^る^ 
EH ^ ± 人 ft 年れ 1 る£ と^ f で^^きらめて"自分の兩親 


の生活を生物^的に觀察する冷靜な眼を早くお養ひなさ 
る事を希望します。：内罪なき^^ 

で 5 う云ふ心境 

にならうとしたのですが•今の我々は科學的な方法でそ 
れに達し^ると思ひます。それより以外に贵女としては 
心の平靜を保つべき方法はないでせう。一度父か母を私 
のととろに來るやうにす i めて御踨&さい。貴方一人の 
力では何ともなりませんよ。分析でもするよ0外に打開 
の迸はありますまい〇 ( 記表) 
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內外彙報 


フ0イド先生の近翰 

大槻氏は三：！：一一：日付にて 7 W イド博士苑 U 手紙を W し"同時 
LL フロイド ft 牌の m 製と、『戀愛性慾の心 J 1 !! とその分析挺 E 法』 
r 阿部定の赖神分析的診斷 r 本誌? fi 五卷筑二號並びに『フロイ 
ド精神分析取全 m 』 内钰见本等を別送せられ T : i ころ"同#士 
から三 W 11 十七 H#*u て返进があり L 四月十五日に判茁しれ〇 
c 口输 SM 參照〇 ) 大槻氏の手紙の耍點はフロイド貧脾の出來 
の說1 r 受赏漪の名前と論文の題目"7ロイド会 m 笫二期刊行 
に關マろ了 M などの事 T あつ t : 。それに對するフロイド博士の 
返迸を左に諍し- C 見ょぅ。 

「親愛なる大枧樣 

貴方の最近の御贈物は私 fcM 々た快き m きを^し iLt :。 貴 
方が拙袭全集の完成な企てられろ r とを飛り茈だ濟ばしいこと 
であ D 主す〇鰥課權の祺[:關して U * 常 Itr 笫九鼷¥ルヒガツ七 
街七#地のわが出版部と協定せられ n く存じ主す。 TC 肿は獎術 
eg として誠に見祺な出來だと思ひ^す〇顏は私にあ玄りょ <似 
てねませんが"少く it 本物よ P は奥 ER であ3主す〇これに似 
弋ゐるとかゐなぃとか云ふ事ではれぃしれ=とはぁりません。 
貧牌提供の公 fsi はどう S ふ方ですか、3うしてまれどうして 

内外故報 


その公爵がその T P IC 贫脾を出すことになつ trQ か、それ*知 
a ことに興味が6す。 

そちらからお送： T 下 S る出版物に就いては、我々は勿論いつ 
も、そこ LL 何がホ3いてあろか分らなくて残念です。只今のこご 
ろ"ギインの我々の身邊に It その M 譚を M めるやうな日不人が 
居9ません。 S 方が御1:1分でその鰣譯を^さつて送って下3い 
主せんか 0 さうすれ If 我々 11 货方の fifsr 文を味ひ 、II つそれか我 
ゼの雜誌に載 VS ことが出來るであ9ませ，っ〇感谢 i 心からな 
る敬意とを WI て" 贵方07 n イド J 

傅士 II このやう- U 我々の附リ物を菸ばれ 、 JEL つ我々に對して 
親切な申出を tc られれ。フロイド^集第二期刊行の飜課1:關し 
ても If 士はこ oMy 謀んでゐられるのであるが、挪譯權の nflM 
に關しては別にギイ y 舉曾出版部®か D 大槻氏宛に手紙が來、. 
その勞を心から謝せられ"れ ゞ 出來る'たけの 3 f をしてくれ VIT 
ょい g で無理 mt £ 型求をするもめでないから3版社^ ES 堂にそ 
©湓か傅へてくれと云ふ文意でわっわ〇 

ファイゲンバウム博士の死 

本研究所 i 豫々親し<文通のあっ t : 米碑-ーゥヨ丨ク在住、.才 
1スタ y I 出身の分祈农ドリアン•ファイゲンパゥム协士は本 
年一 21 B 突如と L て逝在せられ?: oti 士の論文 II 延总英一氏" 
北山降，等が本誌上で旣1:二 H その翦領を紹介せられ"本號上 
1:1北山氏「轱娇恐怖柅」追悼 e 避かも加へて、紹介して 
ゐられ S ので、我が薇者賭氏の ra にも、博士の名は親しいもの 
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i'ft つてゐるであらぅ0 

博士は一八八七年铽時ォ—スタリ—領内レムぺルグの產でめ 
つれ U 凤に牛イン大堞に路哄を取び、後ミュンヘンにてクレ I 
ぺ¥ンの下に精神病學を硏め*後、興味を粘神分析铋に媒らに 
し"米_に渡つて以後晩牢の十二平は郄ら精神分析- U ょろ治拗 
i 雜誌『秘神分析季刊』の編輯 i に捧げられたのであつた i 博 
±は、後繼編輯者の記述するところに佐ると、非常に寬焯な性 
格？あつたらしく、旦つ如何にも T K タリ X らしく If 樂 
に深跋の興味を寄せてゐれ i 云ふことである。こ i に詖んで弔 
寂を表す。 

ア—ドラー博士の死' 

a ンドン發同 iH 迎信に基^來京日々新 M の報箱 i - る i こ st I 
依ると、7ロイド博士の門下にして同傅士と览 31 な異にしズ訣 
れ、別1:個人心理识の一派^樹 Tt ; アルフレッド•アードラー 
博士は去る五月廿八 H 北部英阈のアバティーソに於いて急逝し 
た〇卒年六十七。一八七〇年ォースタリー、年インの產 II て同 
地大识の出身。同博士の：一文 f ± 本誌上で tK ハ介川誠也氏始め if 
家(:ょ5挝々賴介せられれので、諮漭軿氏の問には现しぃ名前 
i なつてゐ5であら5。晚年に琢ら英阈に#住1、相常の勢力 
を以て治锻界に活蹈してゐ r :" 『神綷症的骰熨 H 『個人心理取 
の®踐及び理論 JT 『神經症の跻問題』などの諸著がぁる0フロ 

イドも打我研究 iL ての ア |ドラ T ® の怒義 im 値とを認めて 

ゐ20 


I ベルネリ博士暗殺さる 

去ろ五月上旬*スペィン、バルセ P ナの市街砹の際、 ィタ y 
ィの分析家カミロ • V ルネ yis 士 Dr . o ' aHIIoBernGri が非^ 
の最期か遂げれ。博士は一八九七年*ィタ=ィの |1 ソパルデァ 
地方 P デ1:生れ、 長 じて フィレンツェ大堞赀堞科に拱び •一九 
I 二年博士號か授けられ£と略同時に、同大學箭學敎授に興數 
の拔擢か受けた。其後 ムツ y リニのファシヨ政治 强行じ ょつ 
て"博士は敎埴か去9故國な亡命 L て、 フランス、 ペルギー等 
に槪浪の生活^送らね IT ならなくなつた〇此問伊西 佛語を以て 
數植 G 蕺作が彼の手で公にされたが、 大部分精神分析の發見を 
社僉刖 M の解決に應用し?:ものである0『近親婚の問題』1^ 
rrob srHS deFilo なとは其代表的な もの T ある 〇 

スペィン內亂勃發後 ！ r lf 士はィタリ I 人莪 SS 兵の政治褰貝 
として同■に赴气バルセ n チに於ズィタリィ sg S 齧 
敬 』 Guors di Ckaae を發刊し、其主筆を勤めてゐた。先顷の 
パルセロナ市街®は、共產 m が同地方の. K 權を掘，〇ァナ— キス 
卜派の領 fill をク I デタにょ P 晴殺せんとした こ i に端 A - 致し?. 
ものである•か"アナ— キス ト派の m 馓 4 目さ 4 、べルネリ博士 

は_五具、雲パルビェリ氏と共に皇に在つれところを 

共—に製はれ、翌朝二人典政府—附近で死體 i なつて 
窃見され n のである0 

『イマゴ_』本年第一號 
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J 、 「エヂブト人モ I ぜ J * シグ-卜•フロィド-八十一歲 

の商酴か以てな ( i 朱だこの r っ UW 究を發衷してゐる斯學父 
祖の元氣は誠に心强いものがある〇モ IttlHr ブト人 
かユダヤ人か.5 k ふ問 m な、傳說分析的見地から硏究してゐ 
る〇 

IV 「大人の中の子供 J テオドル•ラィク - 成人の中1:あろ 

幼兒性か稀々な見地から硏究 I てゐる。 

て「同 I 化の二甫機侧」グスタフ•ハンス•グテーパ— C ス 

ツットガルト〕-人が他人と同一化する心 pplIliB 働 > s © 

との 二 m 機制 1 :ょ〇 てなされ ^ ことな3?じてゐろ。 

一" r 同一化の二 m 機制に關するデラ T バー説を贩術して」ク 
リストッフ X ル(パ？ゼル)——論洛 UW 通に用ゐられる「感 
倚移入」の代5に「感情移 mj と云ふ1?萊を用ゐてこの1«]題 
を扱つてゐる。 

一、「自殺の心琎 j アンゲル•ガルマ Q ドリクド)— 0 M 

に內綷0紹介が出來むいが、非常に組織的な論文。 

一、『大掀後 K : 於ける心现癍法の發速」シルギア•ベィン(口 
x ドン) I 世界大硿に際して結神的外傷 1 C 對して從來の精 
神焫堞的療法©無力であつ?:ことが M に精神療法、殊に精神 
分沂に興哝をかけしめること、なつれ。 

一、 「マリアの子の1£ 話」 フェルステ I ク•グレ 7 X 少卜 (ハ 

T ダ〕——ダ y ム萤話中の有名な ffifs に就き女性心！；を硏究 
す〇この贲話は|子母#說と關係あるらし0 

一、新刊批評1 

內外资報 


S 神分析敎育聾』昨年第六册 

■; 「辂神分析敎育の缺點に就いて Jr〆 ス•ッリガ I (ベル 
ン〕——槠神分析敎宵は M 幼兒期から始めなければならない 
のに、紙者の如く小织校以後の敎 tr も受持つものには困 S こ 
i があ S ^ K ふ。 

一、「吃昔の影窃 J ブルソナ t C ルウマニァ)-三®三ヶ月 

，の幼兒の吃音に就 V ' ての分析觀 祭。 

一"「三0犯兒の不安の！ i 驗」アリ—ス • V ソドアウ(平ィン〕 
I —愈物^とらない幼兒の分析。 

11新刊數籾批評 I 

最近國內事實 

▼耻嵇田大琪赖神分析积硏究叙で It " 五^一 B 箱期大命な S 
大彤文學部敎室に於いて他し、 K 杼川誠也氏？リヴァ I 旅 
狞記の馈神分析)及び木村廉冉氏(潢题不詳〕講演して盛# 
でぁつれ。 

▼『ショウべソハウエルの女忡靦』岩貧具榮钺 Ir 政界往來』 
五 B 號 

▼ m 北带大锚神科敎室に久しく勤務してゐ t : 蟒ゆ饨士早坂畏一 
郎氏 U " この度"兵成縣兵 m 郡山田村谷上"兵^縣立犄神祸 
眈光陂袼に轉任せられた0 

▼海外超现贸主雜作品 M 赀 fr —— 雜誌『みづ氪 J 發行所#烏分 
生他 K : て"瀰 P 修迪"山中敬步兩氏费 M とな®"主としてフ 
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ヲブス及び K Y ィンの >/ ゥル•レアリズ A の作品が六 h 十日 
から十四日まで銀座西六丁0日本サ^3ソに於ぃて展链せられ 
た。海外に於けるこの派の作品がこのやぅ II 多數一党に集め 
られたこと U 朱 fr 有のことで、種々な葱味でわが圆讲哑益 
するとこる大 X あつ7:であら-フ〇有名なサルザド—か，ダリ 
やジ n 1 ン•ミロのものを多数に見せて IT つ f : ir けで t 有雛 
いこ iTAot:J 

►『フ〇ィド精神分析取全 mJ (# 陽党版〕笫七卷『トーテムと 
タブー及び^我 i H ス』 II 改訂：件版か五月十五 H に發行し， 
こ y に同* m の改訂 SI 版は*部完成した。 

▼『無觉識と竹語』！！就き大槻涵二氏は四月二十1日落溪會値 
に於けるコトパの曾例#1:て講演した。 

▼『铤態性慾の心现 i その分析』の演题にて大槻遨二氏11來货 
諦演曾の五 M 例#(甘八日"銀座オリオンにて)調 is した" 
來脑者は K 會近來の記錄を破つて多歡に上つたと。 

►文鹤卷秋社發行『話』編輯部にては性敎靑問®に關す V 座跤 
分か五 n ： 十五□夜芝公岡料亭に他し、その記艰を同誌七 n 號 
に揭げた。出席*ば金子準二、式場陡11一郎"金子近次"草 nij 
八十雄、大楓窺二の諸氏であつた。 

▼『粘神分析と [1 何か』大概氏"人生劍 造 铘演舍 C 六月五：：：夜、 
於仁0講觉〕にて講演。 

▼ 『一人二役の精神分析』大槻氏嵇『舞 S 五月铖。 

▼ F 秀吉と家氓の精神分析 j 大棵氏放送萃描、辂腸傲發行『傅 
疑 J 五月耽に揭載。 


▼一 r 女 It 何故に諫憑3れろ加』■大概氏淡、報知新阳家胫擱、五 
月十九日朝刊〕 

►一 r 悲慘の享樂と心の浪费_大阪垃め陴か見て j 大槻氏稿『人 
生別迸』六月號。 

▼ 『戀愛舰镞‘ g 快 j 高槺鐵箱 is ■奥の塊』三•四 H 璇〇 
► 『贸物心现の祕密』高橋鐵嵇——『廣齿界』五月號。 

▼本誌前號内容に關し v は本號卷 M 廣啬を參照ぁり T : し。 

本研究所研究會例會 

四月例酋は十九日夜、例. K : ょり萬世橄驊前アメリカン_べ一 
力 y 階上に他ふされ440 

ft 前の講義は本 n はなく、相互の雜詁1-過ごし、食後、司會 
沭から新來若の紹介及び7ロィドから2裨翰の披銶があつた。 
m いて大视氏は婦人の冷感症に就いての外 ㈣ 文献の調3£結果を 
紹かぜられ fco 

高 m 鐵氏辩いて立って「服飾の辂神分祈」の題下一一栩々神技 
办觀察^述べられ、喵來 A - 博し； T 次-レ土 M 秋货氏は r 男性と 
女性」及び rK 族的#統 i 极*虫蟊」に就いて®:見を述べられ 
た。前洛は推敲ぜられて本號研仗偶に报げられてゐろ0 
最後に大概岐奥氏は或るパラノィア M 潘の近親^空想に就い 
て報齿せられ T :。 

出席#は右苕及諸氏の他に、吳無限、加藤巳酉三郞、梅木米 
哲、北垣照雄、 E 中说雄、小林一、竹田梏一郎"忻藤酣朗、猫 
E 靜志、長略文治、<5樯久雄"塚畤茂明、小杉長平、木村廉吉 
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©諸氏で*つた。田内長太蘼"富田袭介"宮 la 齊.そ 0 諸 
氏から缺雰 S % わった。 

X 

五月例曾は十七：：：夜、同所に他ふされ440 

食前雜誌所載訝強に就いて vtj 许农から斛說がめつ t : of £ 後" 
苡橋鐵氏は「ひげの硏究 J の®下に<の心理分析を試みられた 
次に大视氏 [trM 性と女性 j の關保 fco いて述べられ f : が、 そ 
れは次に M 摘を得て木號卷 MI - 揭げられてゐる。 

右の一一談終つて"内 mm 三郎氏は苹餽前號|:揭げられ t :" 大 
槻氏の對内 nl K 批評に首及し - x 木 R の出席が木日列席* U 酎す 
るクレーペリン加 ^ 法試驗赏施にあ 5 ことか齿げられ"その赏 
施を受諾せられ むこと か 乞 It れたので、一同これ、笊知した。 
そこで內 tM 氏は戶川行扔氏 i 單大积 生 ia 野象一郎 fr とか督して 
その試1を試みられ?;。その樣子及び結來は大槻氏の本號時評 
內 Li t あ5こと故、こ、には略すこ 

出谢农は右苜及骄氏の他| 14 垛崦茂叨>大久俅苡太郎"北坦 
照雄、倉描久雄•興無限、常 E 義介、土原萬1、大槻畋类の跻 
氏であった。また小杉長平、小林 r 竹 m 浩一郎、恐背具榮、 
年野弘"小山- R 修の銥氏から11缺席の挨拶があつた。 

本硏究所講習會例會 

五 fl 例贫は三硏究所に於いて似ふされ r :0 r 分析戀愛 
論』の卷頭0笫三論文 r 處女性のタブ 1 J な粘鱭したが、課* 
大槻氏 (1 飜譯した前時よりも今の方が而白いやうに M ずると云 

杓外錐報 


はれた" 

霞、 las 入 S 衾 J に就いて所 S 述べられ 
大枧圯はフ又レ、ノチーの有名な論文「現實 SS の發敁段階 J の鲰 
課の一部分を®]迪せられれ〇十二呻近くまでしんみ piliy 合 
っ t:om 席# は、 右 首及 —氏の 他 1 : 塚略 备、加 ■fBs le nri 
北山陵"小林一"延辟英一、北垣 M 雄、倉櫛久诽"大概蚨铯の 
諸氏でぁ - ot :。 

X 

六 H 例你は七日夜 ra 所1:於いて fill ふされた。 
s ■分析戀@論』中の r 文明的性道徳と近代の神鸫熨」を一同分 
描粘_し no この論文は交明妣绅家としてのフ a ィドを知 SI : 
浓要な論文でぁ3。會後"茶蔸』と&っ、"延岛氏は織田信長 
>論ビられた Q * Kr : 大概氏が g 爾の寫03と稱するものな持って 
ゐられれので"岡 MQM に花が疾いれ。かぅ云ふ神艄的 tj : こと 
は分析學には關係はむいが、硏究出来るならばして^ t : v ' 4© 
と思ふ。併し好奇的な叫瓸に過ぎないやぅな氣がする。出席苍 
は北山眩、小林】、-®-無限、大機镞二，同映美*>塚崎茂明高 
Is 鐵、延岛英一、众嵇久雄、土 M 秋 K の諸氏であった。 



七 A 度の臃恝 ff は五0夜、硏究你は十九日でぁゐ〇. 


新たに出席希放の方は撖め仰一報を乞ふ。 
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質疑應答 


膳管出産空想に就いて 

拜啓初苁の候益々沿逾の祁と存じます。 

3て御誌五•六^號九十一 K のァアフゥア「死神時計」に S 
瞀出谛空想といふ Fr 葉が出てき 2 すが、この?}?想がどぅして無 
寇識となつれか■そして例へばどぅいふ風に n 常也活の秄脚と 
なつて现れるか"分0生せんので、誌上何かの機仿に御敎へ下 
3れば幸と存じます e 

第二期フロィド金雄刊行計进、一日1早く货行されん事を待 
つてを P 4 す0 

終りに•小生事慢性蜗も引鯓孑ょい方に向つてを y 主す、乍 
他事御安心下3い。娲人 U 箸しい幼時返行心理 tM 々少なく大 
人的 Li な P つ、 fepv ? マ。 IICU 精神分析のお鹿 i 惑謝してゐ 
主 T 0先 ( t 御莽ねまで〇荩々ハ久下 il 夫〕 

答 I 御ハがキ拜受いたし主した。近顷御健康も迫々ょろし 
き由、誠に蓀 it し S 次第です。轺神分析學が货君の御健康增迪 
の一助 i なつたこ i は誠 uesL い限 5 でぁり玄マ 0 「幼時退行心 
理も狃々少くな大人的卩なりつ wfcD ます J i あ y 主 Lf : 
が"贵君の文字の枯れて來 T : ことがよくそれを證明とてゐ〇や 
3 で*リます。人問が出來て來 S と上手下手 tts もかく丈字に 


直ぐにそれが出るから恐るしいもの f : と思ひます。腐井 m 一 君 
が昨 B 大阪から兑えて、货哲の御ハガキの交字の JI 唞なの LI と 
て ts 心してゐ生 Lrzo さう云はれて见3と，*るほどさう rr 
と私 t 思ひ iLno 
X 

お姊ねの 7 n ィド全 m 第二期刊行は"なる V く卓く完成する 
やうに努力します故"その節 ( t 何本よろ L く御皮扱の程 EK 上げ 
ます。 - 
X 

も一つお球ぬの「腿狞出產空想 J Li 就いては本誌第二卷笫六 
m 語飽欄 ic 說明が s てゐ主すから御贽下5い〇 7ロィドの r 性 
慾讁 J Q 1 〇一页に t 出てゐます〇子供 lliin 路〇やうな Qts 饺か 
ら出 m するやうに考へてゐるのが、幼兒0出產觀であ0吏す〇 
か Vi 覓方は勋物界(一 f に烏 m の如き〕の山產事惜か思は乜 
る。何故に子供が C のやうな出産銦な0發的に持つやうになる 
かは生物舉的 [: 觀念 ia 傅として考ヘるより外はおいかも知れ± 
せんが■とにかく人 nil は M 路のやうなところか通つて產れて來 
たと云ふ幼 511 的無%: C 識戳念を持つてゐるらしいことが®々涉 U 
依つて推定せられる。3うして無总戥的には死は生の逆と考へ 
られてゐるから生れて來 fc : 唞愔を逆 aT スーー迎るこ i が死で ft 
K ? i 想定せられてあるらしい。丸山■氏の「時問のトンネル J 
t 云ふの[ I さう云ふ腦铰の逆 n 1スを喑示ナ si 孝へると非常 
に興味があ y ます。子供やルムぺンが_管3やう fx もの L1 這入 
り7:がつ t : リするのはその表はれと見てよいでせう0 (粑农) 
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新刊箱介 


►「研究社時事英語辭典 』 C 英語硏究榀輯部 s —— 「凤に出 
づ ベ く.し 乂出 でなかつ f : こ Q Kenkyuslmm current fcdnglish 
Dictionary が！ f 英語 OT 究 J 編碑同人の手にょ y 公に ti しれた 
ことは廢贺の至りだ。慾を袞へは際限がない。小姑的批評眼 
を以て見れば•脫落しれ- I ? i も多々あらぅ〇然し i にかく最初 
の時 af 英語辭典としてその努力を大とせねばならない。政 
治、經濟、科學、文棋 I K ボーッ"映 m 3新詰 ( t 元ょリ"ァ 
メリ * ■の スラ V ダや 1 支那、滿洲豳の地 45 人名か主で網雜せ 
るなど時事英龉の讀漪1:は此上なき mw な辭典である。姝に 
傰々九ヶ ;) の0子か以て本辭典の編輯か i 兀了し f :^ 傅聞 T る 
が、編帏费 11 SS 偉大なる精力 ( t 锲紫の至リである。而も左 
深 [- 急いで蹁鞞され fc Li 拘らす、內容は金く拙速50迹か見 
ず、かなり良心的1:編料' dr られてゐ50我が國英語辭典の卜 
ップ ^p 切つ t ; ものとして、之を廣く江湖に推獎するに0路し 
ない J £、商资敵手の ■ IT 方レント■オヴ•ザ-ヮ t ルド』1£ 
訊漭が口な極めて赏揚してゐる。本誌記者は蹲ろ弗門の龉哚 
雜誌記洛の批評を mm して欹へて自分の見解な出すことを遠 
虛しれ。遠磁しれ理由 e 他 q 一つは•本裨に含主れてゐる M 
神分析取術11數十例 II みな本硏筅所が S 任を以て解說を加へ 
て、同极編輯部[:報* Lt : ものであると云ふ點に t あ A 4 英 
諾研究』七^號誌上で奴佐¢1氏は本钯を詳評して內 U 次の如 

新刊紹介 


Lmrf> ' 瓤 ^ :ふ 

く云9てゐ * o •『耩轉分析に H する首^が*常に多 {iqA 
れられて、 r * かも正しい銥語が與ヘてあるのが一 R 5 目 U つ 
く。劣霊は -K はずもがな" S と lrT つな諮に占外漢 

によく分るやぅ1:詳しい說明が施して *> る 。」 to :〇部分は 
本硏究所がその S に f & じてもよいかと思ふ0 ( 麴町 E 窗士见 
町、硏究社發行、定 mulal 五十錢") 

▼f 吃音兒童の取扱と其の實際」小林 m 切？! : 1評游は俯 
神分 rr 法によリ屹昔笤か泔棚し T : M 驗がわるので、この方面 
の硏究 U 特別の關心か持つ- C ゐ5"蒗黹小林氏 U 自ら吃 if に 
惝んだ過去4持ち、その〇ら□木吃呰壤院授松 is 也太氏の治 
瘀1:救 [1 れ T : に感激し"同涡潸救濟に大童になつてゐ&れる 
ので、誠1:ゆかし&次第である。併しそ0治療の方法と云ふ 
m に t £ ると、評*は失禮ながら * 走9滿足出來なかつむ。そ 
の厭园±して祺げ飞あるの1单なる契機に過_%す、眞の骄因 
への探究は等閑に附せられてゐろ3氏の治療法は瓯1^除去で 
はなく練^法である。 

m の多< の敎 W 家や K 驗心现取渚の方法がそれであるが、 
眞の MW 5: 突きとめよ、？としない限り"その治斑法は常識的 
方法でわ5と云つて装支へない。私 IX 松深氏及び小林氏の方 
法に於いて比較的效來〇上5のは、多<0同祸游か一党に集 
めて行ふから X はないか iM ふ。多くの也游が、かくの如く 
同^凇多さか If 思つてそれ?:け•て L 救はれた如くに感じてゐ 
sil I ろを带 a してゐるが、その心理的效來に注览すろ必耍 
がめるやぅ1-思ふ。 
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吃音0 D;i 四 C と氏は宏ふが私から見る i 奥機) i して捣做 
を取げてあるが、校倣す&ものは深山|:あるが、吃荇になる 
もの11少い。それは何故かと訊かれ?:ら返答が出來ないので 
なから、フか。故に私は槐倣は契機[ I 過ぎず、 EtElltL つと m 
部にあると云ふのだ。併しこの4"は吃咨に腿して種々な资料 
を m めてある*たけでも十分 [1 愆蕤4愤饥とがあ5。取者の學 
術?! F として V なく软宵實際家の筏としては上々の出來である 
と云つてょい O cm 拗閣發行"-. tn ] 十錢。) 

▼「夢の科學』 ( 吉 H 1 泰叨子溶、神 m 淸敎社刊"定似一 Ini 十鈸〕 
I 評者は本都の聚涝の經雁について何所 t 知ら尨い。著教 
は本祺序文に於いて糖神分析埏 e 寂 a か浓祖してゐるやぅで 
はあ^が"內容ょり察して木 flf の態度：方法は斯學への顧/& 
なくして tt られた物と考ヘられる〇勿論これに針しては「夢 
占の科垛的硏究1:1步を路込んだ物に過ぎない j といふ言粥 
i 共に T 斯學が猓硏究1-酎し- C 大な SK 献を布す A 」 といふ 
意味の H 葉が序言中に明示されてはあるが。内容 IX 石®臥波 
氏荖！ riy なる古い文献と略 rn ] 樣の§§裁 e > ものであり、跋く 
m 西古今の欺に對する思想及び#占の货例焚話を蒐集し"分 
類し"之に從來の涉に釾する生规的心现的説! JJ1 3 多少か附加 
した物であ6。本铍の惯値は111此の苋雄に存す6のでゎつ 
て、窓識心趣よ-^する夢解释の稲々相並び1:限界を知 PJM 
に解释それ自身を分析檢射すべき物 tL て者へる時，本缒の 
讃赤一一とつて4和^の興味と意魂 i を與へる t のであらう。 
ar a 題中の稗！ si いふ文字は^らず t がな q やうに思 IX れ 


ろ事な斷つ TSVO 

▼『疋しき禪の道』巾极设觉济 I 著茬の經歷1-就いては評 
表全く知識を缺いてゐるが"この flr - の一部分は贷て中央放送 
R から修蔸時 nil に放送せられた tg であ A らしい〇副题して 
「逍元禪の生き方 J i あ0 M 5" 涖元禪歸の思想な研究す S 
のがこの迸の目的の一つである。我等肫琪に通ぜざる t ので 
あ&から批評が主しい： i を云ふのを避けるが"第一审 U 
「辆首」として 5£ t 元の3?部-風格、生ひ立ち、特色などを述 
ベ、節！ 一 牮は「禪的舒猫の成立 J を論 C 、 第三窜 llr 禪的生 
活の基調」を述べ、笫四牮は「禪の生活规範 J を確立し"第 
五眾は rltt 元 P の中心間®」か論じ"笫六窜は「道 X 禪の生 
命」&叨かにし、最後！ i 「附錄」として「坐 M 儀」か紹介し 
てゐる。 (# 隘帶發行"定惯 1 M 1 一一〇錢〕 ， 

►『條件反射學 J バヴロフ M 迸•林鸱課^ —精神分析學と條 
件反射學との密接な關係に就いて It 、 m 渚諸氏( I 旣に本姑前 
媿の特鞞115論文に就いて知られれ1ころで0ら^^本带は條 
件反射^の原典とも云ふ V きパグロ710士の蓊『大胭兩半球 
の働き一 i 就いての燄蕤』か金課したものである0通卷铍々六 
百六十页、前後數年に亙る荞心の結粜であると云ふことであ 
S 。 多數の興味ある卸衹を加、諍文平易流暢にして外觐の 
龙虺的な £0 に似ず誠み易い^であ5。 

内容は t 三篇の綁話から成 y *® 一趟は「大腦兩半戎の働 
きか硏究する KC 理的方從の發生 d その 基礎づけ J (: 就いて述 
V "第二！*は「火 K 兩牛球の働$ 0典«的硏究0技術的方 
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法 J に就きて述べ第三 mTtl 「外敢止 J を！！！じ、第四講 JttT 
馆六薄主では「内制止 J £溝じ—依七彌には「分化制止 J 』 
拂じ笫九11から「棚延、 m 中 j などに就いての謙 fs がある。 

己れ等の術語は本 t £ 前號を馈まれた方々には見常のつくと： 
みであら、っか&恃に堪げて)1む0二十三溝の他1:丈献、人名 
索引"課客の跋など•かあつて、終つてゐる」何れにもせ-5" 
この大蕃の分譯を完成せられた課表の努力！：對して滿腔の敬 
葸な表す斧 t のである。本誌前號は贸はこの神の完成へ〇視 
福の泣を t 含めて特輯せられたものであつ?:〇叹術寄の飜課 
の如->はあま PL : も^多くし^報いられる i ころ少い1のだ 
から、同取のょしみな以てなされたのでめ so (三杏党發行、 
定價 /VMJ 

▼『東北帝大醫學部精神病學教室業報 j S 1 第マ第 

二號) —— 本號は木材 rat 宵氏の『精神 S 離症の精神分析战的 
考察』の大論文を伤頭 iL 、 赤而恐怖煤攻の m 村通雄氏が - P 
はりそれに近い M 目の『人嫌ひの傾向 U 就いて j か笫二論文 
とし"大述密愛涡院擗神科の: t 井正褪氏が『憑依及神託を主 
徴候 i す S 心^粘神痫11就いて —— 其臨床的觀察 —— 」を笫 
三論文として nijcczh 井 rce 同論文の浴二報 r 其心的機制の 
考察」な笫四論文とし、党々たる內稃を具へて出纵し?:。 

木村氏の論文1:氏 Q 堞位論文であると邸いてゐるが"力作 
f : ることは同よりである〇笟一筇緒貫に於いては神 S 離症 
に對する分祈的取扱吋能 Qm 界を明かにし"笫二 3rf に於いて 
は精神 S 離症に關する諸家の精紳分析學戕を紹介 f 第三35 

新刊遒介 


に於いては r 上达せ5諸笑い說に對兮る批？を迖べ"笫四 
京に於いては r 硏究例第！」 t て廿 S の5生に就いて 
の調 3 E か報吿し、笫五踣に於いて U 笫二例 iL て廿九哉の敎 
師に就* V 'ての調査を述べ"餌六雄 It 於いては r ^ 三例及び追 
加例」の調3!£を報齿 L 、 m セ55「精神乖離註一一關する小統 
計」に於いては種々な扨女比^(本誌本號- ug げられてゐ石 
如き〕な揭げ"饵八0に於いては「總括及び紡論」として十 
ヶ條の考妓な描げ、更にこれを®約して「フ0ィド60宏ふ如 
く精神乖離症は ri 己愛と最も深 V ' 關保を布し"粘神较违の經 
過中 r .1 己愛階梯に强いリビド ltffl 定4殘してゐるものが精神. 
的の雜關に處し W ず现贳界への適應住か失って自ら別の幻想 
世界か作り上げ、その節 [ SI 内又 tt 水準の上 T 生物舉的適應作 
川を饺んでゐる狀璲が嵇神 S 離症の症候として現れ A のでわ 
SJ と紡論してゐる 

以上は木材氏の論文の 梅 避の大遛‘紹介したもの：：過ぎな 
い。本誌本號 V 切 nil 際に業報が蒞い r :© で、 批浒に K るやぅ 
なことは何れ後 UJ: 饿ることにし^"他の諸論文に就いても 
la 梭 1 : しておさ t : い* 

併し昨年十二 W 二十 H 發行 i 奧付にある叩刷物•か本年六 H 
末に3來とは、お役所 Q 仕取とは云へ、あま y のんびりし M 
ぎ乂はゐませんか。斯取に ft する f,!f 热の缺如を能味せざれば， 
幸である。 C 丸砗轉式曾社仙焱支店發行、定 m 五十 0) 
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M0 


編輯後記 

こ V に「與性と女性」號を世[:送る〇本 
虢は本誌近來の傑作 S やう (1 栩虮部では 
0倍してゐまマが、如何でせうか。何れ 
の機もそれ4\に充實緊張してゐると信 
じてゐます〇本誌第二卷第二號「女性心 
理研究號」と俳 ia せられれし O n 戤も品 
切近くなり ic たが*「宗敎心 E 0 硏究號一 
(饵三卷笫二號〕 U 久しく品切となつてゐ 
生し T : ところ、涛阽の奥から數邡發 ii せ 
られ主し t:e 今まで御雖文下？つて御斷 
リした方々一一は改めて御註文下さるやう 
持上げます〇 
X 

新執策赤は加膝巳： sills 氏と中 m 破邪 
氏とでぁり走す oJJn 藤氏 (I 某#社に M 務 
の傍、このやうに尬强してゐられます0 
中 m 破邪氏 {I 早稻 m 大舉怫文科 ( IJ 身、目 
下フランスに滞在中の符でぁ B ます。別 
に精神分祈取を特別に硏究してゐられる 
i 云ふわけで U ないらしい T す。原镐は 
戶川行男氏から紹介せられ f : ものであり 
表す 0 矢部八 31 吉氏も久1ぶ9の執筆で 


あ B ます〇氏の情热1:は打たれ*ものが 
あリ烹す G 

X 

飛近の特別誌友加入者名筏は次の如く 
であ P 主す。何卒、加盟者 tm 君は御知人 
御親友かお勧誘下3い。さうして精神分 
析學に依る H 木社#0綺神的衞生遝 a を 
マ‘徹し 主せう0 

▼東京市—…：……石渡尊氏 

V 大阪府下 . .森 E 泰■一氏 

►朝鲜- . 挪斗鉉氏 

►橘岡縣.. . 足立 麟一氏 

vm 京市：- . i:E 淨一三氏 

▼福井縣.. . 小泉次郎氏 

X 

大槻氏藩！ T 戀愛性慾®心理とその分析 
Effi 法 J は極めて好評であって、近<再 
阪を見ろ、14であり太せう。初版&特 ！ i 
好 i れる方がわ y 生すが、初版はもう殘 
部僅少であります。 

大槻氏 tt ま' f : 近く#®党か& rm 代日 
本社锌分析』 i 題す5新袭な公 ut £ られ 
A さうであり*{す〇この ii # 紛 m の折柄 
この杳 U ±って»:贪人 V 』 L ての 3 E 確 ；： f S 


これは*ルビ K の Gstc ^ ですが、紙 
苽に「龍 J の字©わるのは不老 a 
院生氏の「ア，フフゥブ」5:讀ん'た 
揚句で( I 生れ特別の興味が持たれ 
主す〇 


■ 闸备 i 



安な立て得 S 人々も少 C ないこと、存じ 
ます4新しき立身道』は岱硏究所出限部 
で诋次いでゐ主す。 


フ&ィド全集の洪11期刊行に就いて讀 
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一半定 
年年5 
分分部 

三一五 

-tc iti 

rj 鉍錢 


(送料共〕 

(送料共〕 


御注文規定 

•本誌の御注文 U 一切前金 1 C 御 M 
ひ致します0 , 

•御送金 [ T なるべく安全至便な S 
振韩を御利; II 下5れ度く、锔巷 

口座 東京 七八八一七番 へ御拂込 

み下さ V' C 

•郢鉻代用0場 <=は一割咁 U 願ひ 
ますひ 

•木誌廣代に ii しては、御照愈次 
m 部 U を 何/ t せ 生 ナ。 


來 rjc 帘不鄉 K 駒込動板 町 H 二 七 

發行所 束 京 辖： t 分析擧硏究£ 

__拽好口塊汛| >;■ 七八八一七雅 

大苡 mxn 党，來海觉•大 m'lm 

棚所北降館 •( 大阪、翮咅社 


1十 f 5へ2十晉印5 

■ S 十 u 年七：3：一&行 

c 隔;1 刊〕 定價五十錢 

挪0秘 大视 ] s こ 

M 京市 t $ 草^北三®町 2 L 五 
印刷所 三迎觉印刷所 


渚諸氏から0激勘み深謝しま1。フ〇ィ 

ドの部翰一 i もあ ui す通 o 、 EC 著界 tfe 
の f ぅに典んでをられ±す事故、な5ぺ 
く取く Km し f : いと思ひますが、何しろ 
譯相あまり1:多忙1:て"®跟を®しない 
利度に- d : いビい#促い t : します。 

X 

3 S 顷、大阪布 ft ; の硏究 # n 廣井 m 一 
氏が久しぶりに上京せられ、硏究所に立 
寄って数時 f ; f ] に H り歡談せられ、誠に愉 
快でありまし?:。 IHl ^ の人々の御上>>:の 
節に t / 寄 L れ 5ことは 誠- U 樂しみ Q J つ 
であ 5ます0 

X ■ 

1 H ; 界的|:此分生活が騷々しいです。我 
等はこれ！ i 對•して励ぜざる fit を分析ドょ 
つて作るこチが出來る e 信じてゐます。 

X 

次の■次の wu r 特別誌犮规約」と「巾 
込 迸」 とを 添へ ておき主した。御 一 ^ 下 


顳蚜後 m 


次號は 『男女性格分析』と M して特輯 
します。本號と聯絡が多く"興味 t 多い 
ですが#1-本號の杣欽的一般的なる i : 比 
して"具 S 3 的特殊的なろなその特徴とす 
るであ U まぜぅ。只今豫定の KI 搞は —— 

■一、ナ•ホレオンー世の性格…延砧英一 
i " 女性の性生活：…：.‘：.…商 7 k 力大郎 

V 千姬の精神分祈 . …大槻憲こ 

一"芭燕の性格- •■■ …： sflg 發籾良 

一" S 目锹石の性格 . .北 III 隆 

一，故大佐の令魄 C 授0:.;:…：岩箏具榮を 
一、®心と資 f 雲(アランディ) 

延路英一課 

一、アレキサ V ダ—硏究…，•.木村廉吉揮 
一、心 M 硏究ノート(箝)：：：县狢川誠也 

おどがありますがノなほ主た考梁中の 
ものもあります。引統き御啜讀あらむこ 
i ^ KS ひ上げます。 

★ 























研究所事業案內 

" 分 祈 部 

, t ■經症治療(ヒステ，シー、强迫症•恐怖症、妄症想 • 
その他) 

.性格改造 i 癖、脔習など現實生活に不適當なる性向 
にして無意識病根に ffl くもの) 

•容员の診察(分析的又は ^ 術 的) 節 m の 方には、 紹介 
の勞をとるべし 

11、遇信分析部 

.分析 法は每 日、 患者が分析者の 許に通ひて、處置を受 
けるが正常なれど1 遠隔の 地に居られ vil り、その他、 
經濟上、健康 上、 それの 出來にくい人々のために、こ 

の部を設く。 - 

•希 m 者は、そ&姓名、年齡、病歴、手記、感想、夢の 

記述などに•料金(十圓)を添へて當研究所にお逶り下 

され度。分析診斷明細猶を相當期日の後に送る。手記 

その他は絕對に他に瑰らす ことは なし。文字は _に 


霜かれたし。 

，摁常者は硏究所に御一任ありたし。それく響の人 
々にふり向ける。 

三、 软 宵 部 

•當硏兜所主催の講演會、公醒習曾.演劇、その他。 
•所 fi 並に客員に對して他ょり依賴の講演又は講習會。 

四、 出 版 部 

淸帥分析に關する雜誌及び阃爵の出版" 

五、 硏究會 

•硏究の發表とその討謀を目的とす。毎月一旧1第三月 
曜夕、 にて開催その都度通知 • 
出席希 SS 者に對しては別に資格制限を設けず。會费は 
食費、會場费、通信殺とも出席の都度、六十錢。(但し 
誌代を申受く。雜誌購讚は锊员の義務とす。) 

•雜誌のみに依りて硏究の發表又は諸般の事業に參與せ 
んと欲する向は特別誌友(直接購躜港)とならるべし。 

六、 講 習齒 

毎月一囘、第一月蹓夜：於硏究所開催。當分主として 

フロイド著窗の精讀。龠費二十錢. 










(mu 

nifi 

11111 

11111 

1111 

11111] 

111111 

11111111 

11111 

11111 

1111 

1111 

111111 

111111 

B 冨 1 

II 


特 

別 

胁 

友 

串 

込1 

日 


特 

別 

5心 

友規約 



感 


經 

職 


年 

姓 

住 


■ [- 

希 

m 

者 

は 

m 

ニナ 

m 

料 

金 

と 

共 

に 

、 

な 

る 

ベ 

C 

左 

記 

體 

-jrlL 

裁 

の 

串 

、込 

番 

を 

送 

ら 

れ 

た 

し 

Q 

- 

特 

別 

誌 

友 

は 

司 

者 

の 

承 

諾 

を 

得 

て 

硏 

究 

會 

講 

習 

食 

に 

出 

席 

す 

る 

申 

と 

を 

得 

特 

別 

誌 

友 

は 

そ 

の 

硏 

究 

感 

想 

> 

報 

吿 

を 

\ 

編 

m 

■部 

の 

了 

解 

を 

得 

て 

本 

誌 

上 

に 

發 

表 

す 

h 

, 

W 

と 

を 

得 

義 

務 

を 

有 

す 

0 

•匿， 

特 

別 

誌 

友 

は 

本 

誌 

の 

豫 

約 

m 

讀 

者 

と 

し 

て 

半 

年 

分 

圆 

五 

十 

錢 

又 

は 

年 

分 

1 

前 

納 

の 

本 

研 

究 

所 

在 

外 

硏 

究 

會 

員 

を 

特 

別 

誌 

友 

と 

稱 

す 


想 

、 .i 


歷 

業 

、•广 

% 


齡 

， On 

名 

所 

御 

m 

惑 

の 

简 

所 

に 

は 

記 

入 

を 

要 

せ 

ず 


















下 • 卷二第 j 上 a 卷二筑 I 下.卷一第 上 • 卷一第 


創刊號(昭和八年五月) 
第二號(同 六5 
mii : 號(同 七5 
第叫號(同 . 八月) 


「エディボス硏究號」 * 

「 70 イ r 專莽視祭 elJgB 念號」 

「敎育硏究號 J 

「夢の硏究號 J (第一)* 

(合本と しては 品切) 


笫31:號(同 

笫一 i - c 同 

笫七號 C 问 
第八號(同 


九月〕「兒 it 心理硏究號广第一〕* 
十月〕「社# M 想•犯：#心理硏究號」 
十一 f 城爭心理硏究钺」 
十二月〕『夢の硏筅號」(第二) 

(合本としては品切) 


笫一號(間九 
第二號(同 
第一一一號(同 
笫四號 S 


年一月)「心 pa 療法硏究號」 

二/!)「女性心理硏究號」 

三 n 〕 「牌說硏究號」 

四刀)「文填硏究號 J 

金二圆五十錢(送料共) 


第五號(同 

C 六 W 休刊 

笫六號 S 

第七號9 

笫八號(問十 


五月〕 rK ストィプユスキー硏究」 

■以下隔月 1 PJ 秄) 

七•八孖>「戀蟀心理班究號」 

九•十月ノ「性慾心现陬究號 

T 十一 一月 > 「夫婦生活硏究號」 

金二囲五十錢 ■ (送料共〕 


0 

三 

卷 


第 

四 

卷 


第 

五 

卷 


第一號(同十年一•二月〕 
贺二號(同 手四月〕 
策三號 S 五*六月〕 
0^0 ffi 七.八月〕 
第五號 S 九•十月〕 
笫六號(同十 r 十二月：} 

金 


「兒童心理硏號』(第二) 

「宗敎心證硏究號」 
「_殺.情死心理研究雜」 
「同性愛と異性愛」 
r 家鹿問® t 親子鼦係」 

「常態及•ひ變慂の性心现し 
三 圆 S 料十 S ) 


第5 S 十一年一.二 fl 
笫二號 ce 三.四月〕 
SI 歌(同 五 H ハ：：0 
笫四號(同 七•八;]:> 
第 K 號(同 九*十5 
第六號(同十一•十二=0 

金 


「性格改造研究號」 

「母性と妖婦硏究 mj 
「级と幻诳研究號」 

「兒贲分析と奴宵研究欺」 
「愛慾莴藤の諸刖瞪」 

「逍德の分析」 

三 囬(送料十五錢〕 


第一號(同十二年7二 u )「 E 志期の研究」 

筋二號〇 s 1ラ四=〇「不捉少牢少女0心理」 
鸽三號ハ同 五•六月；}「生理と心理」 

S 四 sscla 七•八月)「奥性と女性 I 


印は眾玢4して(1品切*その|&|:在珙1‘眾册代位送转共各五十3 


I 『精神分析』 


涵謹 


一覧表 


東京精神分析學研究所 

本鄉區励坂町三二七•振替 m 京七八八 I 七番 

















































大規獄 11 養 j 護111百1115。灰色主魏白文字蓮。(定恨金 i sll +錢。送料* H 10 
TS rT^i 一^ _ * i 31 T 抑 ISI 數梁〇布裝廚入^:本。 / j 



t r - -lr l-isjln^n - %• ; 〆 * 

杉田直樹博士東京朝日新聞紙上に本書を評して□く 1 

織®粒を眞に歡遇に取扱はぅと sg 運が起らない限り、 S 〗 の陰慘な人^'は'^の^*迄もそ 
の晋い影で字 lli : の生活をじめじめさせることを止めないであらぅ。 

私共は宗教ょ P も德學ょりも此 Q 性等 S 學一篇 PSQi ^ 语端的に且人逍的に世人®否愧を防 
去し"社伶風俗の秧序を醇化する基本的の.力となろことと信ずる。大概氏は夙に雜誌『精神分析』を主 
宰し又フロィドの全8を雲し*精舯分祈學の上に多く s 貢献 . 

をなしつ X ある mm^f で、その熟心な態度は"多くの道観者が態 
と P けて E ま S とする性慾心331!のあらゆる課 M を捉へ來つて"少 
しの、い^'^'もなく又少しの卑しさもなく•極めて平^にのび^'^ 

と•しかも跟冏的の尊殿#:に正酸を失ふこともなく、述べ去り説 

き來つて凡ての男女を宵甘せしめるに足る。共文筆の力は敬服に 

値する程で、 M 々趣味ある！一版5:多数收め om にも ir ^ の關心の 

診博と•親切な A 11 II 味とが視はれる。私にとつては少くも涔年の 

待望が本迸によつて兜たされたやうな氣がして誠に快い。 


本書の五大特色 

1"戀愛性慾の心 M が純別的 JC も尔 m 的1:も" 
佘舣的 1 TJL 組織的に說いてあること？ 

1 r 一般人(:而 rl く"畀 n 宗にむ砰發的なるこ 

to 

一一 V W 例は 大部分 日本的 材料11 して •窈 游自总 
の K 驗觀轶 に 3 i くこと。 

四"斯呀先世の意见を IJiR しつ V "然1獨创的 
见 M と發見とに常めること0 
五，岡版を多く柿人*-て趣味«かなること0 


% 







































































番七一八八七京來(替振）.七二三町坂動區鄕本 

部版出所究硏學析分神精京東 


譯榮具倉岩 

簾家0想邏 

集篇短ドル-ィフスンマ _ K 

錢十九圓一金共料送®定 


精神分析學と露文豪チ H ホフとの影#を受けて、獨自の金猫的銳さと可 
憐優美の光彩とを放つ英國現代文慈界の名花マンスプィールドの珠玉短 
0は、從來/居倉氏〇名譯■に依〇て『精神分析 J 誌上に追次紹介せられて 
來たが、こ X にそれ等を纖めて待望の一#は遂ひに讀書界に送り出され 
た。旣發表のものは頁數その半に足らず、新發表のものに於いて殊に原 
作背 Q 傑作$:窺ふことが出艰る。®記と鑑賞案內とを添へ•か X る親切 
0譯寄はわが飜譯史上にも稀ではなからうか。 
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ルフト鑛鼓場。炎。逃避。風は吹く。この花。心现學。芹 
の漬物。プリ,孃。理想の家族。密月。新月灣のほと 
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一、 マソスフィー,ドの生涯 

(ミド 〆 トン•マリ) 

二、 作品分析鑑賞案內ハ譯者) 
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所究硏學析分神精枣览 
次取部版出 


•行發房書倉岡 



錢十料送價定•著二憲槻大 



恶盏の前恶『雜稿 J の姉妹 M として總刊しましたところ生死 解脫の問 题への 言及 
多く1佛敎傳統深きわが 國人 に 7 K 唆す るところ 多大で あつた X めか半年 餘にして 
殆ど寶盡し. こ、 に呰及版を上梓しました。本書の漫镀分析は著薪の いさ V か得 
意とせられるととろださうであります。 、 . 


社窃と傯統——(じ橋畔女惓考〇一〕精神分析から見 t : 宗敎心理 (三) 輪廻と m 活(四) 
肉彈三舆士分祈ハ五)南诳と山水类心垭(六)柬西山水美心规比較 
戀愛•嫉瓿•結婚 I (3宽以と處女 (11) 右 m 小兄病と港人小兒祸〇1 D 嫉妬の心理 
(四新®心理^ 

日牟文藝分析誶論—— ( I ) 文敷と心理孩 U 3 三つの菹90中村/ II 湖1 T 少年行』(四〕十 
一谷 ani 『神風連』 C 五〕上林嘵『货色』(六)弘渖千代『蛇性の涅，3(七〕川岛岍平 
『あむ1のボクサ1』(八〕牧逸馬のキング，エング 
西洋戯曲映®鑑赏 I (3『ハムレット』(二〕クレォパトラと#蛇(三〕チエホフ(四) 
ゴ—ゴ y 『檢沒哲 j ( 五〕イブセン『野鴨』(六い花』と 『 W い烏』と 『 W い光』 

ハ七)『自由か我¥に』を m ふ C 八：>『アトランティス』 iMft 傅 la ) 

美術鑑赏と;1潷分祈^^ rl ) 能子と深 7 k と朗凪( II )一平作『心づかひ』 UID 『 只野凡兒』 
(四〕 t 嗜眠祸豫防 』 c 五}『女中殺し恐怖』(六)『パチン ft , W 殺』ハ七〕！ f ® 鞍希®戀』 

C 八；『風流 J その他二51 

修連と人間智 ^ < I 〕人心觀破法(|0科战的修猃法(三)42惚と僻み(四)人弒愛と個 
人愛,""五〕怒りの統制法 

—— 分 y 易ぃ說明付にて三十一一項 


















































法镫舉から靦 f :型 < 
阿部定の轺神分析 ■ 
定の無 a 識動機 r - 就いて 
阿部定の定イズム雜者 
成心すべき誰にで L める傾向 
愛慾葛藤 [ If ] 斑としての fa 定事件 
下腹部切取琪件の流行_ 
幼少 女 時 代_ 

小 學.校 時 代. 

不良少女 時代- 
事#の時問的表示. 
參考 文 獻 表 


閲版 c お定の货 m 及びビアグ!)作サロメの婶圓) 



性心理の亍パートてあリ、 
女性心理の力 1 j ケチュア 
てあリ、大寫してある！！ 
ひと U 精神分析學のみが 
よく彼女の微妙な心理を 
闡明し得る。性心理、•女 
性心理研究の國民的寶瘴 
の秘帳は遂に開か机た！！ 



二治鐵餓存ニニ 潘 
準文 毖蔌 0 
子畸橋橋岡槻槻 S 
金長商高諸大大 . - - 


菜京精神分析學研究所編 

定價五十錢•送料共 I 

_ - - - - --- - -- 

東京精神分析學硏究所出版部發行 

本鄕區動坂町三二七番地 
振赞 • m 京七八八一七番 

-- -■■- 





























店書堂陽春 II 烈平臺蓮 
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gi ) 夢の 註釋 P 一？或鑛大槻憲二譯 
(第_日常生活の精神分析 mfl 大槻憲二 
(第-—祉會-宗敎•文明3 m 姑譯 
S 四巻)快不快原則を超ぇて1 —If 賴大槻憲二譯 
(第五巻)性慾論•禁制論 ！ f 料 一 f 斗顧矢部八重吉譯 

析藝術論1 J 大槻憲一一譯 

，テムとタブ—定價一 ® 八十顏矢部八重吉譯 

我とエス送料 +一-一錢對馬完治譯 

析療法論？ S 大槻憲一一譯 
§九卷)分析戀愛論|| 1 茲大槻憲 11 譯 
(第十巻)撒神分析總論！|、十一}一 大槻憲ーー譯 


(第六卷〕一^ 

(第七巻〕 
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エス 矢部人重吉譯 

h — テ厶とタブ— 對馬寛治譯 


(定似一間八十錢•淦料十二@ 

『自我と11ス j は『快不快原則を超えて』の續篇として精^分析學か 
らの本能 ill の窮極的な發展を示すものであります。 『トー テムとタブ 
丨』 は個人に於ける民族、秫族の逍俾心理を硏究 した もので、ト ーマ 
ス•マンが1の# {: 特別の意義を認めてゐることは彼の作品の 古代 心 
理的な 深遠 性を知るものは何人も 首肯す ると ^ ろであらう。 


內 

容 

要 

百 


(口 繪) j 九〇九年の 7 tl ィド 肯像 

自我と XX 

序。第一章毫 S び無意識。第二#自我と HK 。 第三释 
&我と超自我(理想我)。第四幸二種の本能。第五苹自我の 
從厲的關係。 

卜丨一了ムと夕 T 丨 

序。第一#骨肉姦の恐怖"第二章タブ—及び感情の相反並 
存性9 ■一章 Tf ミスムス•靡術及び念慮 Q 全能。第四^ 
幼稚時代に再生する>丨テミスムス。 
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學間の世界性と 

: ; !?i:ii Mi::!iiHi ) エスぺラン 


は人 M * 體の典 Ini の財庫であ 
つて、 ijt して、一 K 族や、一阈 
LK の私すべきものではない。 
☆ ■:…した•かつて、^問上の m 鸮な新 
發见ゃ新 as は、必ず世界へ發表して、 
文化促並 S 助けとするのが"取若の遜 
務である。 

☆:::ところが、その^行上、 H 本の 
舉啬は"一つの大きな明難に行常〇の 
である。それは•：： _. 

の P !] 題である。.ョ 1 U ツバ s 
呀密速は、01の苜槊である 
ィギ y ス15、フラ 
ンス語等で、そ Q 業 IU を發裘してをリ" 
それにょつて文化に S 獻してゐる。 

☆ :::が、 n 水人口本語が M 立して 
ゐるため、これで鉸表したのでは 、 lit 
界 1 C 認められ『0わけにゆかない。そこ 


で、 

國 


言 


吾 

I ツ151 


従來は 

を忍んで 
_外8で 

㈢ 證した 

ものである。科^ 
m 本の體而上茲だ 
惴けないことであるが"それだけなら 
ば、文化の向上を■ふ漪の襟度として、 
椹べ srsi しても"外國誥の習得に。 
多大の贵 iR な時問を沙驳する t とは、 
砑刖を愛する渚にとつて" K に惜しん 
でも餘 W & ることである。 

☆ ……外 MM を515み？4:るまでになる芴 
力だけでも容易ではないが" SSI むため 
だけに外 Mfis を^•ふことは、まだやむ 
を^ないであらラ。そこで"せめて" 
最も I 3 J 雛*:『外闞話で帯く』努力だけ 
でも逃れる手段は&るまいか。この問 
翅の解決策として"取界の一部に、『衩 
習に容易な…… 

1典通語 H スベラントを杈說發 
裘用語 i せよ』 i いふことが 
』叫ばれ、現に活用されてゐる。 
高象狨汝盛は"梅年沾瀚な報齿铬を、 


X 


ス 


この言葉で出し、多くの蟒學若や 、II 
硏の一部 S 科舉奔達は、その業鎖め發 
表に盛んに、これを利用し、全世界の 
科^界から注0されてゐる。 

ベラントで發表すればェス•へ 
ランチストでなくとも、ョー 
P ッバの^港は" S 分の^問 
のことなら、容易に理解し#るから" 
決して^過 S れる心配はない。 

☆ • …：結擧の素狻が相笛にあれば、土 
スベラントで諭文を®き得る程度に達 
することは、 S ほど困雛でないから" 
-[■1本？…： 

a 尸 は、すべてエスべラントを^ 
㊣ 皆んで、これにょつて，人類の 
者ために、大いに S 獻すべきで 

あるね 

☆. … :' ニスべラント Q 學潛法や學翌-« 
の選撣については、 n 本におけるエス 
ペラント业 1-1 及*硏究の中心櫥關財閩法 
人^本ヱスべラント杈僉(讥>>;市本鄕 
元町}あてに脱僉すれば、答へて<れ 
るはずである® 
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不良少年の犯罪性と精刺分析舉 . 

不良少年少女心堋とをの分折的取扱方 

少年の敎育問題と心理學 . ... 

精神分析學から見た不良兒 . 

靈魂二元觀と聲生兒崇萍 S ンク)…： 
敎育激のための精神分析槪論9ナ 

▼深方趿壤の®興 V 菔原將爪の死 
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►古今集と公德心. .. . 

ラの初舞踏# CK マ X スフィール K 作： J 

文藝學と精神分析學(ムシュク)…： . …. 

精神分析幣家の立場… . . . 
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芭菔の戀愛と「白」への愤愦 . 
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▼趑贽の闲►寐资の山 

►時計の子►狎贤の辯 

►二 月 十一日には何が起るか…… 

土屋秋性 
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新時代の精神修養法と處 
世法とは科學的でなければ 
ならない。•碎けた?狗子で實 
例に就いて述べてあるので 
誰にでも分る。面白い爲め 
になる天下の奇書。精神分 
析學の通俗入門書としても 
極めて適當。 . 
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